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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










結けつ論ろんは、ひとつだけではない




『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』を書かくようになって、僕ぼくには楽たのしみが増ふえた。それは、「角かど川かわつばさ文ぶん庫こ」のＨＰにある「みんなのかんそう」欄らんで、このシリーズの感かん想そうを読よむこと。「こんなに笑わらった本ほんはありません」「繰くり返かえし読よんでいます」「理り科かが好すきになりました」といった感かん想そうを読よむと、もう本ほん当とうに嬉うれしくて、「よしっ！」と１人ひとりでガッツポーズをキメたりしている。

　なかでも「クラスでブームになりました」「友とも達だちにも薦すすめようと思おもう」といった、僕ぼくの本ほんからコミュニケーションが広ひろがっている様よう子すが伝つたわってくると、跳とび上あがるほど幸しあわせな気き持もちになる。

　僕ぼくが子こどものときに衝しょう撃げきを受うけた本ほんに、北きた杜もり夫おさんの『船ふな乗のりクプクプの冒ぼう険けん』がある。楽たのしくて、面おも白しろくて、読よみながら腹はらを抱かかえて笑わらったけれど、ふと思おもった。「本ほんを読よんで、こんなに笑わらってもいいんだろうか？」と。

　もちろん、いいに決きまっているのだが、当とう時じの僕ぼくは「本ほんというのは、ためになったり、勉べん強きょうになったりするもの。楽たのしかったり、笑わらったりするはずがない」と思おもい込こんでいたのだ。その頃ころ、つばさ文ぶん庫この「みんなのかんそう」欄らんみたいなものがあって、多おおくの人ひとが『船ふな乗のりクプクプの冒ぼう険けん』に抱ほう腹ふく絶ぜっ倒とうしていたと知しることができたら、どんなによかったか……と思おもう。

　だから、僕ぼくの本ほんの感かん想そうもどんどん友とも達だちに伝つたえてほしいのだが、そのときに、ちょっとだけ気きをつけてほしいことがある。たとえば今こん回かい、僕ぼくは「ラピュタと巨きょ神しん兵へいが戦たたかえば、ラピュタが勝かつ」と書かいた。科か学がく的てきな姿し勢せいと手しゅ法ほうで導みちびいた結けつ論ろんだが、でもそれだけが「正ただしい結けつ論ろん」ではない。

　科か学がくが導みちびく結けつ論ろんには、いつでも「前ぜん提てい」がある。ラピュタが巨きょ神しん兵へいに勝かつのは、ビームの破は壊かい力りょくを推すい測そくするさまざまな方ほう法ほうのなかで「火か球きゅうの広ひろがり方かたに注ちゅう目もくした場ば合あい」であり、巨きょ神しん兵へいが「人にん間げんが巨きょ大だい化かしたときと同おなじスピードで歩あるき」「７日か間かんで世せ界かいを滅ほろぼせるギリギリの人にん数ずうだった場ば合あい」だ。別べつの前ぜん提ていを立たてれば、結けつ論ろんが逆ぎゃく転てんすることもある。

　大だい学がくや研けん究きゅう機き関かんで行おこなわれる研けん究きゅうでは、考かんがえられる前ぜん提ていをすべて洗あらい出だし、それぞれ検けん討とうし、総そう合ごう的てきな結けつ論ろんを出だす。本ほん当とうの意い味みでの「科か学がく」とは、そういう姿し勢せいで取とり組くむものだ。

　だが『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』は、楽たのしく読よめることを優ゆう先せんしているので、多おおくの人ひとが実じっ感かんしやすいであろう１つの前ぜん提ていを立たて、そこから導みちびき出だせる結けつ論ろんだけを書かいている。前ぜん提ていを抜ぬきにして「巨きょ神しん兵へいはラピュタにかなわないのだ」と友とも達だちに言いっても、うまく伝つたわらないし、相あい手てが巨きょ神しん兵へいのファンだったりすると間ま違ちがいなく大おおゲンカになる。その点てんだけ、どうか気きをつけてね。

　僕ぼくが望のぞむのは、読どく者しゃの皆みなさんが、自じ分ぶんなりの前ぜん提ていを立たてて、自じ分ぶんなりに問もん題だいを考かんがえてくれるようになること。『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』が、そのきっかけになってくれたら最さい高こうだなあ。
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　どうにかならんかったのかなあ、と切せつない気き持もちがマックスになるのが、アンデルセン童どう話わ『人にん魚ぎょ姫ひめ』である。まだ53文も字じしか書かいていないのに、もう切せつなくてたまらん。書かくのやめていいですか？　あ、やっぱりダメ？

　その切せつない物もの語がたりはこうだ。深ふかい海うみの底そこに人にん魚ぎょの国くにがあり、その６番ばん目めの王おう女じょは「人にん魚ぎょ姫ひめ」と呼よばれていた。

　15歳さいになった人にん魚ぎょ姫ひめは、初はじめて海うみの上うえへ出でる。そして船ふねに乗のっていた王おう子じを好すきになってしまうが、夜よるになると王おう子じの船ふねは嵐あらしで沈ちん没ぼつ。人にん魚ぎょ姫ひめは王おう子じを抱かかえ、必ひっ死しで浜はま辺べに泳およぎ着ついた。そこへ、１人ひとりの娘むすめが通とおりかかる。人にん魚ぎょ姫ひめが岩いわ陰かげに隠かくれると、娘むすめは王おう子じを抱だき起おこし、王おう子じはなんと、娘むすめに助たすけてもらったと勘かん違ちがいする。おいっ、王おう子じ、キミのその勘かん違ちがいが話はなしをややこしくするんだ！　真しん実じつに気きづかんかい！

　ストーリーを紹しょう介かいしている途と中ちゅうでコーフンしている場ば合あいではない。話はなしに戻もどると、その日ひ以い来らい、王おう子じのことが頭あたまから離はなれない人にん魚ぎょ姫ひめは、人にん間げんになりたくて、魔ま女じょのところへ足あしをもらいに行いく。すると魔ま女じょは言いった。「その代かわり、声こえをもらうよ」。さらにもうひとつ、「もし王おう子じが別べつの娘むすめと結けっ婚こんしたら、おまえは泡あわになって消きえてしまうことになる」。うわーっ、それって失しつ恋れん＝死しってことじゃん。あまりにも過か酷こくな条じょう件けんだよー。

　だが、人にん魚ぎょ姫ひめはこの条じょう件けんを受うけ容いれた。希き望ぼうどおり足あしをもらって王おう子じにアプローチ、お城しろで暮くらすことに成せい功こうする。王おう子じは人にん魚ぎょ姫ひめを妹いもうとのようにかわいがるが、「好すき」とは思おもってくれない。彼かれは、自じ分ぶんを助たすけてくれた女じょ性せいのことで頭あたまがいっぱいだったのだ。人にん魚ぎょ姫ひめは「あなたを助たすけたのは私わたし」と真しん実じつを告つげたいし、王おう子じへの愛あいも伝つたえたいが、声こえをなくした今いま、それもできない。そのうち、王おう子じは、隣となりの国くにの王おう女じょとの結けっ婚こんを決きめてしまう。その王おう女じょこそは、王おう子じを助たすけてくれた（と勘かん違ちがいしている）女じょ性せいだった……！

　結けっ婚こん式しきの夜よる、人にん魚ぎょ姫ひめの姉あねたちが海かい面めんに現あらわれた。魔ま法ほうの短たん刀とうで王おう子じを殺ころせば、人にん魚ぎょ姫ひめは人にん魚ぎょに戻もどれるという。人にん魚ぎょ姫ひめは、短たん刀とうを持もって王おう子じの寝しん室しつに入はいるが、大だい好すきな王おう子じを殺ころすことはできなかった。人にん魚ぎょ姫ひめが短たん刀とうを捨すて、海うみに入はいると、彼かの女じょは泡あわになって消きえていくのだった……。

　むむむむ～っ、やっぱり切せつない！　悲かなしすぎます、この話はなし！　いったいなぜこんなコトに!?





◆人にん魚ぎょとはどんな生せい物ぶつか？



　悲ひ劇げきの原げん因いんは、王おう子じがスットコドッコイだったからだと筆ひっ者しゃは思おもうが、こればかりは科か学がくの力ちからではどうにもなりません。この問もん題だいに科か学がくで近ちかづけるとしたら、そもそも「人にん魚ぎょ」とはどんな生せい物ぶつなのか、ということだろう。

　アンデルセンは、童どう話わのなかでこう表ひょう現げんしている。「足あしというものがなく、胴どうの下したは魚さかなの尻しっ尾ぽになっているのでした」。また、たくさんの絵え本ほんを見みてみたが、どれも腰こし骨ぼねぐらいから下したが魚さかなになっている。「腰こし骨ぼねまでは人にん間げん、腰こし骨ぼねから下したが魚さかな」の生せい物ぶつとは、どういう生せい態たいなのか？

　人にん間げんと魚さかなには、大おおきな違ちがいがある。

　まず、子こどもの産うみ方かた。人にん間げんは卵たまごではなく、子こどもを産うんで乳ちちを与あたえる。このような動どう物ぶつは「哺ほ乳にゅう類るい」と呼よばれる。これに対たいして魚さかなは、卵たまごを産うむ「魚ぎょ類るい」だ。人にん魚ぎょたちは乳ち房ぶさを貝かいで隠かくしているのが定てい番ばんだから、子こどもの産うみ方かたに関かんしては、哺ほ乳にゅう類るいと同おなじではないだろうか。これは、王おう子じとの結けっ婚こんを望のぞむ人にん魚ぎょ姫ひめにとって、よいお知しらせだ。

　続つづいて、呼こ吸きゅうの仕し方かた。哺ほ乳にゅう類るいは空くう気き中ちゅうから酸さん素そを取とり入いれる肺はい呼こ吸きゅう、魚ぎょ類るいは水すい中ちゅうから酸さん素そを取とり入いれるえら呼こ吸きゅうをする。人にん魚ぎょ姫ひめは、王おう子じに会あうまではずっと海かい底ていで暮くらしていたのだから、えら呼こ吸きゅうをしていたのではないかなあ。そういう人ひとが陸りく上じょうで暮くらそうと思おもったら、足あしより何なにより、まずはえら呼こ吸きゅうを肺はい呼こ吸きゅうに変かえてもらわないと、息いきができなくて死しんでしまう。

　これに関かん連れんして、人にん間げんが声こえを出だせるのは、肺はいがあるからだ。人にん魚ぎょ姫ひめがえら呼こ吸きゅうをしていたとしたら、そもそも声こえは出だせなかったはずで、魔ま女じょに「足あしの代かわりに、声こえをもらうよ」と言いわれたって、返へん事じもできなかったことになる。不ふ思し議ぎだが、海かい底ていで肺はい呼こ吸きゅうをしていたのかなあ？

　そして、人にん間げんと魚さかなが違ちがうのは、背せ骨ぼねの曲まがり方かた。哺ほ乳にゅう類るいの背せ骨ぼねが前ぜん後ごに曲まがるのに対たいして、魚さかなは体からだを左さ右ゆうにくねらせて泳およぐ。上じょう半はん身しんが人にん間げん、下か半はん身しんが魚さかなの人にん魚ぎょ姫ひめの場ば合あい、いったいどういう動うごきになるのだろう？　想そう像ぞうするに、人にん間げんが上じょう半はん身しんはクロール、下か半はん身しんはバタフライで泳およぐようなもので……って、文も字じで書かくのはカンタンだけど、そんなコトできません！





◆上じょう半はん身しんだけがドンドン進しん化か！



　う～ん、考かんがえれば考かんがえるほど、人にん魚ぎょとはどういう生せい物ぶつなのか、ナゾは深ふかまる一いっ方ぽうだ。

　では、人にん魚ぎょ姫ひめの下か半はん身しんが魚さかなではなく、イルカやジュゴンのようなもの、と考かんがえたらどうだろう？　これらの動どう物ぶつは、人にん間げんと同おなじ哺ほ乳にゅう類るいだから、子こどもを産うみ、肺はいで呼こ吸きゅうし、体からだを前ぜん後ごにくねらせて泳およぐ。イルカは声こえも出だせるし、ほとんどの問もん題だいは解かい決けつするのでは……。

　しかし、どんな絵え本ほんを見みても、人にん魚ぎょ姫ひめの下か半はん身しんにはウロコがある。魚さかなにとってウロコとは、体たい表ひょうを保ほ護ごし、外がい敵てきや寄き生せい虫ちゅうから身みを守まもり、音おとや水すい流りゅうの速はやさや温おん度どを感かん知ちするセンサーの役やく目めまで果はたす、とっても大だい事じな器き官かん。イルカやジュゴンは、もともと陸りく上じょうに棲すんでいた哺ほ乳にゅう類るいが、海うみに入はいって進しん化かした動どう物ぶつだ。イルカは牛うしや豚ぶたの、ジュゴンはゾウの仲なか間まだった。だからウロコを持もたないのだ。

　この点てんから考かんがえると、やはり人にん魚ぎょは完かん全ぜんな哺ほ乳にゅう類るいではなく、あくまでも「上じょう半はん身しんは人にん間げん、下か半はん身しんは魚さかな」なのだろうなあ。

　すると、人にん魚ぎょがどのような進しん化かをして生うまれたのか、という問もん題だいが浮うかび上あがる。

　人にん間げんなどの哺ほ乳にゅう類るいは、魚さかなから進しん化かした。魚ぎょ類るい→両りょう生せい類るい（カエル、イモリ、サンショウウオ）→は虫ちゅう類るい（トカゲ、ヘビ、ワニ、カメ）→哺ほ乳にゅう類るいという道みち筋すじだ。これに照てらせば、人にん魚ぎょ姫ひめがどういう生せい物ぶつなのか、よくわかる。おそらく彼かの女じょの一いち族ぞくは、下か半はん身しんは魚さかなのままで、上じょう半はん身しんだけが、カエル、トカゲ、サル、ヒトと、どんどん進しん化かしてきたのだ！　わ～、想そう像ぞうすると不ぶ気き味みだよ～。





◆王おう子じはイケメンだったか？



　人にん間げんと魚さかなはこれほど違ちがうのだから、人にん魚ぎょ姫ひめが足あしをゲットしてお城しろで暮くらしても、なかなかうまくいかなかったのは当とう然ぜんかもしれないなあ。その結けっ果か、彼かの女じょのひたむきな気き持もちは、王おう子じには伝つたわらず、王おう子じの幸しあわせを祈いのって、泡あわになって消きえる……。

　だが、いまさらかもしれないが、筆ひっ者しゃは人にん魚ぎょ姫ひめにひとつだけ言いいたい。王おう子じを素す敵てきだと思おもった、あんたの目めは確たしかだったのか？　と。

　これ、スットコドッコイ野や郎ろうに惚ほれたことを言いっているのではなく、物ぶつ理り的てきな話はなしだ。人にん間げんや魚さかなに物ものが見みえるのは、目めに入はいってきた光ひかりが、目めの表ひょう面めんの角かく膜まくと、その奥おくのレンズで折おれ曲まがり、光ひかりを感かんじる網もう膜まくに集あつまるから。屈くっ折せつとは、光ひかりが「空くう気きと水みず」など、種しゅ類るいの違ちがう透とう明めいな物ぶっ質しつの境さかい目めで折おれ曲まがることで、レンズでは厚あついほど大おおきく屈くっ折せつする。

　人にん間げんと魚さかなの違ちがいは、人にん間げんの角かく膜まくが空くう気きに接せっするのに対たいし、魚さかなの角かく膜まくが水みずに接せっしていること。水みずと角かく膜まくとの境きょう界かいでは、屈くっ折せつがほとんど起おこらないため、魚さかなの目めのレンズは、光ひかりを充じゅう分ぶんに屈くっ折せつさせられるように、厚あつくなっている。海かい底ていで暮くらす人にん魚ぎょ姫ひめも、目めのレンズは厚あついはずだ。

　そんな人にん魚ぎょ姫ひめが、地ち上じょうに出でてきたらどうなるか。角かく膜まくが空くう気きに触ふれるため、そこでも屈くっ折せつが起おこる。すると光ひかりは屈くっ折せつしすぎて、網もう膜まくより手て前まえに集あつまってしまう。これは人にん間げんでいえば「近きん視し」という状じょう態たい。人にん魚ぎょ姫ひめは、地ち上じょうでは分ぶ厚あついメガネでもかけない限かぎり、大だい好すきな王おう子じの顔かおさえよく見みえなかったはずなのだ。つまり、近ちかくでよ～く見みたら、優やさしいあんたが好すきになるほどのイイ男おとこじゃなかったかもよ！

　……などと言いっても、自じ分ぶんの命いのちを捨すててまで王おう子じを守まもった人にん魚ぎょ姫ひめは喜よろこばないだろうなあ。せめて天てんの国くにで幸しあわせになってください。筆ひっ者しゃも、自じ分ぶんを助たすけてくれた人ひとを間ま違ちがえたりしないように、人ひとを見みる目めを磨みがこうと思おもいます。
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「ランターン」という名な前まえを聞きいて、すぐに姿すがたが思おもい浮うかんだあなたは、相そう当とうなポケモン通つうだ。「たかさ１・２ｍ　おもさ22・５kg」のライトポケモンで、魚さかなのような姿すがた。パッチリとしたつぶらな瞳ひとみを持もち、頭あたまから伸のびたツノの先さきには黄き色いろいボールが２個こついている。かわいいが、すごいワザを持もっているわけではないし、どちらかというと地じ味みなポケモンであろう。

　ポケモンのなかには、危き険けんな力ちからを持もつものも多おおく、たとえばルギアが翼つばさをはばたくと嵐あらしが40日にち間かんも続つづき、レシラムが尻しっ尾ぽから炎ほのおを出だすと世せ界かいの天てん気きが急きゅう変へんし、ゼクロムは稲いな妻ずまで世せ界かいを焼やき尽つくすという。いずれも、一いっ歩ぽ間ま違ちがうと、地ち球きゅうを壊かい滅めつさせるかもしれないスーパー能のう力りょくだ。

　だが、昔むかしから「人ひとは見みかけによらない」と申もうしますように、ポケモンも外がい見けんや攻こう撃げき力りょくだけで判はん断だんしてはいけない。科か学がく的てきに考かんがえると、ここで取とり上あげるランターンこそ、記き録ろく的てきに恐おそろしいポケモンなのだ！





◆超ちょう深しん海かいから、光ひかりが届とどく！



　ランターンの何なにがそんなにすごいのか。

　それは、頭あたまのうえの２つのボールが放はなつ光ひかりが、きわめて強きょう烈れつらしいことだ。

『ポケモン全ぜんキャラ大だい図ず鑑かん』（小しょう学がく館かん）には、こう書かいてある。

「まぶしい光ひかりをはなって、相あい手ての目めをくらませ、動うごけない間あいだにまるのみにしてしまうぞ」。

　また、『ポケモン全ぜんキャラ大だい事じ典てん』（小しょう学がく館かん）には、オーキド博はか士せがコメントを寄よせている。

「ランターンの光ひかりは５０００メートルの深ふかさからも水すい面めんにとどく明あかるさじゃ。夜よるに海かい底ていを見みると光ひかりが星ほし空ぞらのように見みえることから〝深しん海かいの星ほし〟ともよばれとるぞ」。

　深しん海かいの星ほしとは、ずいぶんロマンティックな響ひびきである。だが、水すい深しん５千せんｍから水すい面めんにまで届とどく強きょう烈れつな光ひかりを、そんな甘あまい言こと葉ばで形けい容ようしていいのだろうか。

　水みずは透とう明めいだから、光ひかりをいくらでも通とおしそうな気きがしてしまう。だが、透とう明めい度どの高たかい水みずでも、すべての光ひかりを透とう過かさせることはなく、わずかに跳はね返かえしたり、吸きゅう収しゅうしたりする。

　さまざまなものが溶とけている海かい水すいとなると、なおさらだ。『深しん海かい生せい物ぶつ学がくへの招しょう待たい』（長なが沼ぬま毅たけし／ＮエヌＨエイチＫケーブックス）によれば、どんなに清せい澄ちょうな海うみでも、水すい深しん１００ｍまで届とどく光ひかりは、海かい面めんの１００分ぶんの１程てい度どだという。残のこる１００分ぶんの99は、水みずに遮さえぎられて届とどかないのである。

　さらに１００ｍ深ふかい水すい深しん２００ｍとなると、届とどく光ひかりは海かい面めんの「１００分ぶんの１」の「１００分ぶんの１」、つまり１万まん分ぶんの１になる。このように、海かい水すいを通とおり抜ぬける光ひかりは、１００ｍごとに１００分ぶんの１に減へっていくわけだ。

　すると、水すい深しん５千せんｍの場ば合あいは「１００分ぶんの１」を50回かい繰くり返かえすことになる。つまり「１のあとに０が１００個こつく数かず」分ぶんの１で、実じっ際さいに書かけば、１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００分ぶんの１！

　日に本ほん語ごで最もっとも大おおきな数かずを表あらわす「無む量りょう大たい数すう」でも、１のあとにつく０の個こ数すうは68個こだから、もはや日に本ほん語ごでは表あらわせない数かずということだ。

　それほど弱よわくなっても、「深しん海かいの星ほし」にたとえられるほど、海かい面めんからも観かん察さつできるランターンの光ひかり。水すい深しん５千せんｍの海かい底ていでは、いったいどれほどの光ひかりを放はなっているのだろうか？





◆あのゼットンよりもすごい！



　ヒントになるのは、オーキド博はか士せの「夜よるに海かい底ていを見みると光ひかりが星ほし空ぞらのように見みえる」というコメントだ。これは、海うみの底そこでぼうっと淡あわく光ひかっている……というくらいの見みえ方かただと思おもうが、それでも肉にく眼がんで見みえることは間ま違ちがいない。そこで、海かい面めんから見みえるランターンの光ひかりの明あかるさを、肉にく眼がんでギリギリ見みえる６等とう星せいと同おなじと仮か定ていしよう。

　それでも、油ゆ断だんしてはならない。繰くり返かえすけど、１０００……（０が１００個こ）分ぶんの１に弱よわくなっても、その明あかるさに見みえるということなのだから。

　光ひかりの明あかるさは、電でん力りょくにも使つかわれる「Ｗワット」や「kWキロワット」で表あらわすことができる。「ｍ」と「km」の関かん係けいからわかるように、１kWキロワット＝１０００Ｗワットだ。

　では、ランターンが水すい深しん５千せんｍの深ふかさで放はなっていた光ひかりはどれほどか？　計けい算さんしてみて、呆ぼう然ぜん！

　３４００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が94個こ）kWキロワットなのだ！

　これは本ほん当とうに恐おそろしい数すう字じである。えっ、太たい陽ようより明あかるいかって？　いえいえ、そんなモノ比ひ較かくになりません。全ぜん宇う宙ちゅうの星ほしが放はなつ光ひかりの９０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が49個こ）倍ばい。これはもう、現げん実じつの世せ界かいには存そん在ざいしない明あかるさということだ。

　もちろん、空くう想そう科か学がくの世せ界かいにはズバ抜ぬけたツワモノもいて、筆ひっ者しゃがこれまでに巡めぐり会あった最もっとも強つよい光ひかりとは、『ウルトラマン』の最さい終しゅう回かいに登とう場じょうしたゼットンが吐はく「１兆ちょう℃の火ひの玉たま」だった（これは『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん③』で詳くわしく研けん究きゅうしました。『とっても気きになる特とく撮さつの疑ぎ問もん』のページを読よもう。[image: ]宣せん伝でん）。

　この研けん究きゅうで、身しん長ちょう60ｍ、体たい重じゅう３万まんｔのゼットンが吐はく火ひの玉たまは、あまりに超ちょう高こう温おんのため、猛もう烈れつな光ひかりを放はなつことが明あきらかになった。それでも、光ひかりの強つよさは１８０００００００００００００００００００００００００００００００００００００（０が37個こ）kWキロワット。体たい長ちょう１・２ｍ、体たい重じゅう22・５kgのランターンが放はなつ光ひかりは、ゼットンの火ひの玉たまを57桁けたも上うわ回まわっている！　もう比くらべ物ものにならないほど強つよいのだ！　そんなバカな！





◆わ～、宇う宙ちゅうが滅めつ亡ぼうします～



　ランターンが発はっする、すさまじいまでの灼しゃっ光こう。人にん間げんがこれを直ちょく接せつ目めで見みたら、どれほど眩まぶしいだろうか？　などと心しん配ぱいになるが、いや、眩まぶしいどころの騒さわぎではない。

　ランターンの光ひかりが、深しん海かい５千せんｍから海かい面めん上じょうに届とどくまでに１０００……（０が１００個こ）分ぶんの１にまで弱よわくなるということは、そのエネルギーはほとんど海かい水すいに吸きゅう収しゅうされるということだ。ここで吸きゅう収しゅうされたエネルギーは、どうなるのだろう？　答こたえは「熱ねつに変かわる」。つまり、全ぜん宇う宙ちゅうの星ほしが放はなつ光ひかりの９００００……（０が49個こ）倍ばいもの光ひかりのエネルギーが、ほぼまるまる、熱ねつに変へん換かんされてしまうのだ。

　そんな熱ねつを受うけたら、地ち球きゅうの海うみなど一いっ瞬しゅんで蒸じょう発はつする。いや、地ち球きゅうさえ瞬しゅん時じに蒸じょう発はつする。あなたも私わたしも電でん光こう石せっ火かで蒸じょう発はつ。幸こうか不ふ幸こうか「うわ、眩まぶしい」などと思おもうヒマもない。

　そして、もしランターン自じ身しんが蒸じょう発はつしないとすれば、このライトポケモンだけが宇う宙ちゅうに取とり残のこされることになる。「目めをくらませ、動うごけない間あいだにまるのみに」しようとした相あい手ても、もちろん、もういない。

　すべてが蒸じょう発はつしたのだから、海かい水すいなどのランターンの光ひかりを遮さえぎるものはなくなって、それは全ぜん宇う宙ちゅうに向むかって放ほう出しゅつされる。これほど強きょう烈れつな光ひかりは、そのほとんどが生せい物ぶつに有ゆう害がいなγガンマ線せんになる。放ほう出しゅつされるγガンマ線せんによって生せい物ぶつが死し滅めつする範はん囲いは、ゼットンの場ば合あいは半はん径けい90光こう年ねんだったが、ランターンの場ば合あいはそんなレベルでは済すまない。４００００００００００００００００００００００００００００００（０が30個こ）光こう年ねん！

　なんと、いま考かんがえられている宇う宙ちゅうの半はん径けいを20桁けたもオーバーしてしまう！　ということは、全ぜん宇う宙ちゅうが滅めつ亡ぼう！　え～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?

　こんな恐おそろしいキャラクターが、どちらかというとマイナーな存そん在ざいだとは……。ポケモンの世せ界かいは、深しん海かいのように深ふかい。いっぱい研けん究きゅうしてみたいなあ。
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「芸げい能のう人じんはカードが命いのち」という『アイカツ！』のキャッチコピーを聞きいたときは「なんのこっちゃ!?」と思おもったのだが、ゲームの仕し組くみを知しるとナットクである。カードを使つかってステージ衣い装しょうを選えらび、自じ分ぶん自じ身しんをプロデュース。さまざまなオーディションを勝かち抜ぬいて、ファンを増ふやし、アイドルとして登のぼり詰つめていく。まことに楽たのしそうで、筆ひっ者しゃもついアイドル活かつ動どうを始はじめそうになりましたぞ。

　このゲームの世せ界かい観かんをひとつの物もの語がたりにしたのが、アニメの『アイカツ！』だ。初しょ代だいの主しゅ人じん公こうは、星ほし宮みやいちご。アイドルを養よう成せいするスターライト学がく園えんの生せい徒とで、仲なか間まとともにアイドルへの階かい段だんを登のぼっていく。

　アニメ版ばんでも、いちごたちアイドル予よ備び軍ぐんはやはりカードを持もっていて、ゲームと同おなじように「トップス」「ボトムス」「シューズ」「アクセサリー」の４アイテムを自じ分ぶんで選えらぶ。そして、舞ぶ台たいにつながるところに「フィッティングルーム」という装そう置ちがあって、その入いり口ぐちで４アイテムのカードをセットする。入いり口ぐちが開ひらくと、内ない部ぶには推すい定てい10ｍほどの廊ろう下かがあり、いつの間まにそうなったのか謎なぞなのだが、いちごたちは裸はだかで駆かけていく。シルエットなので、裸はだかっぽく見みえるだけかもしれませんが。

　そして、その先さきにある光ひかりの扉とびらに飛とび込こむと、カードに描えがかれていた衣い装しょうが次つぎ々つぎに装そう着ちゃくされる。走はしりながらそれらのステージ衣い装しょうを身みに着つけた彼かの女じょたちは、そのまま舞ぶ台たいに飛とび出だして、歌うたい、踊おどるのだ。

　すごいな、フィッティングルーム！　事じ前ぜんに選えらんでおいた衣い装しょうを、走はしるうちに自じ動どう的てきに着きせてもらえるわけで、便べん利りといえば便べん利り、横おう着ちゃくといえばかなり横おう着ちゃくな装そう置ちである。自じ分ぶんで着き替がえんかい！　という気きもするが、まあ、走はしりながら衣い装しょうを着きられたら、確たしかにテンションはぐーんと上あがるかもしれません。

　ではこの装そう置ち、いったいどんな仕し組くみなのだろう？





◆大だい丈じょう夫ぶか、スターライト学がく園えん!?



　第だい１シリーズ第だい１話わで、星ほし宮みやいちごがフィッティングルームを駆かけ抜ぬけるシーンに注ちゅう目もくしよう。

　いちごが10ｍほど走はしって、光ひかりの扉とびらに飛とび込こむと、上じょう半はん身しんが光ひかりに包つつまれ、その光ひかりが消しょう失しつすると、ベストが着きせられている。続つづいて腰こしが光ひかりに包つつまれて、たちまちスカートが出しゅつ現げん。さらに足あしが光ひかって、靴くつが足あしを包つつみ込こむ……。

　ここから考かんがえられるシステムとはどういうものか。

　筆ひっ者しゃが想そう像ぞうするに、アイカツカードをセットすると、衣い装しょうのデータがフィッティングルームに伝つたえられるのだろう。これは現げん在ざいの技ぎ術じゅつでも可か能のうだが、最さい終しゅう的てきには本ほん物ものの衣い装しょうを用よう意いしなければならない。ここがムズカシイところである。

　画が面めんの印いん象しょうでは、体からだを包つつんだ光ひかりが衣い装しょうに変かわっているように見みえる。光ひかりを物ぶっ質しつに変かえることは理り論ろん的てきに可か能のうであり、ごくわずかな量りょうながら実じっ験けんも成せい功こうしている。フィッティングルームは、この方ほう法ほうを使つかっているのだろうか。

　しかし、光ひかりを物ぶっ質しつに変かえるには莫ばく大だいなエネルギーが必ひつ要ようだ。衣い装しょうが合ごう計けい１kgなら、これを作つくるのに必ひつ要ような光ひかりのエネルギーは、電でん力りょく量りょうに換かん算さんして５００億おくkWキロワット時じ。え？　どのくらいか、わからない？　筆ひっ者しゃも実じっ感かんできないので、５００億おくkWキロワット時じの電でん気き代だいを算さん出しゅつしてみると、むっひょ～っ！　夜や間かんの安やすい電でん気きを蓄たくわえたとしても、７５００億おく円えんだあ！

　どんな大だいスターであろうと、着き替がえるたびに７５００億おく円えんも使つかっていたら、破は産さんしてしまうだろう。いちごの場ば合あいは、彼かの女じょをプロデュースしているスターライト学がく園えんが、ただちに倒とう産さんすると思おもわれます。





◆どうやって着きせるのか？



　光ひかりではなく、衣い装しょうを空くう気きから作つくっている可か能のう性せいはないのだろうか。

　木も綿めんや化か学がく繊せん維いは炭たん素そ、酸さん素そ、水すい素そからできている。これらは空くう気き中ちゅうにも含ふくまれているから、空くう気きから服ふくを作つくることも、理り論ろん的てきには可か能のうということだ。もちろん、これにもエネルギーは必ひつ要ようだが、それは４・６kWキロワット時じ。電でん気き料りょう金きんに換かん算さんすると、たったの70円えん。うおっ、いきなり安やすい！

　ただし、これで作つくれるのは木も綿めんやアクリルなどの生き地じだけであり、ステージ衣い装しょうに仕し上あげるには、染せん織しょく、裁さい断だん、縫ほう製せいなどを行おこなう必ひつ要ようがある。いちごが10ｍ走はしるうちに、生き地じを染そめ、型かた紙がみどおりに切きって、それを糸いとで縫ぬい合あわせ……なんてコトができるかい！

　そう考かんがえると、衣い装しょうははじめからフィッティングルームのどこかに保ほ管かんされている、と考かんがえたほうが現げん実じつ的てきではないだろうか。カードのデータを受じゅ信しんして、保ほ管かん庫この衣い装しょうが疾しっ走そう中ちゅうのいちごに届とどけられる、とか。

　が、その場ば合あいは、走はしっているいちごに、どうやってベストやスカートを着きせるのか、という問もん題だいが残のこる。いくつかのパーツに分わかれた衣い装しょうが、前ぜん後ご左さ右ゆうからいちごを包つつみ込こんで、マジックテープみたいなもので留とめるのか。あるいは、この道みち30年ねんの熟じゅく練れんの職しょく人にんが、いちごの横よこを走はしりながら、奇き跡せきのテクニックで服ふくを着きせていくのか。
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　いやいや、劇げき中ちゅうの描びょう写しゃを見みると、そんなややこしいことはしていない。う～ん。どうなってるんだろう？　筆ひっ者しゃの想そう像ぞうを上うわ回まわる技ぎ術じゅつで、やはり光ひかりか空くう気きから作つくっているのかなあ。

　ついでにいえば、それまで着きていたスターライト学がく園えんの制せい服ふくはどうなった？　という問もん題だいも気きになる。前ぜん述じゅつのとおり、シルエットのいちごは全ぜん裸らのようにも見みえる。フィッティングルームに入はいる瞬しゅん間かんに、制せい服ふくは脱ぬいでしまうようだが、どんな仕し組くみなのだろう？

　落おち着ついて考かんがえれば、これは意い外がいに簡かん単たんかもしれない。物ぶっ質しつのなかには、光ひかりを吸きゅう収しゅうすると、分ぶん解かいするものがある。代だい表ひょう例れいは光ひかり分ぶん解かい性せいプラスチックで、現げん在ざいはまだ高こう価かだが、ゴミを減へらすために、安やすく作つくる技ぎ術じゅつが研けん究きゅうされている。制せい服ふくを縫ぬい合あわせている糸いとが、そのような物ぶっ質しつでできていれば、フィッティングルームのなかで、糸いとを分ぶん解かいする光ひかりを当あてることによって、着きていた制せい服ふくがバラバラになっていく可か能のう性せいはある。ただし、バラバラになった制せい服ふくを、誰だれかがせっせと縫ぬい直なおす必ひつ要ようがあるケド……。

　う～ん、非ひ常じょうに優すぐれたマシンだが、現げん実じつ的てきに考かんがえると「服ふくを着きる」というのが意い外がいに複ふく雑ざつな作さ業ぎょうだということがわかりますな。科か学がく技ぎ術じゅつがフィッティングルームを実じつ現げんできる日ひまで、われわれは１つ１つボタンを留とめて、地じ道みちに着き替がえましょう。
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　寝ねる前まえに『弱よわ虫むしペダル』を読よんではいかんなあ。昨日きのうも、うっかり１冊さつ手てに取とったらやめられなくなってしまい、「あと１冊さつだけ、あと１冊さつだけ」を繰くり返かえした結けっ果か、止とまらなくなって寝ね不ぶ足そくに……。わ～ん、意い志しの弱よわい自じ分ぶんが悪わるいんだけど、面おも白しろすぎる『弱よわペダ』にもちょっとは責せき任にんがあると思おもいます！

　などと作さく品ひんに八やつ当あたりしてないで、本ほん論ろんに進すすみましょう。

　このマンガは、オタクの小お野の田だ坂さか道みちが高こう校こうで自じ転てん車しゃ競きょう技ぎ部ぶに入はいり、ロードレースで活かつ躍やくしていく物もの語がたりだ。レースの駆かけ引ひきも面おも白しろいが、キャラクターたちが人にん間げん味みたっぷりで、とてもいい。

　なかでも魅み力りょく的てきなのが、自じ転てん車しゃ競きょう技ぎ部ぶ３年ねん生せいの巻まき島しま裕ゆう介すけだ。坂さか道みち（主しゅ人じん公こうの名な前まえではない）を得とく意いとする「クライマー」で、同おなじクライマーの坂さか道みち（主しゅ人じん公こうの名な前まえ）の憧あこがれの先せん輩ぱいでもある。

　彼かれは長ちょう身しんで髪かみも長ながく、いつも眉まゆと目めをしかめているのに、口くち元もとは笑わらっているように見みえる特とく異いな容よう貌ぼうだ。本ほん人にんもこう言いう。「オレは人ひとに優やさしい言こと葉ばをかけるのとか　はずむ会かい話わっつーのが一いち番ばん苦にが手て」で、「やっぱオレは　自じ転てん車しゃでしか会かい話わできねェ」。だが、本ほん当とうは仲なか間ま思おもいの、とてもいいヤツなのだ。

　その巻まき島しま先せん輩ぱいが、坂さか道みちを登のぼるときに披ひ露ろうするテクニックがある。サドルから腰こしを浮うかせて自じ転てん車しゃを左さ右ゆうに倒たおしながら漕こぐ「ダンシング」という走そう法ほう。普ふ通つうの人ひとも急いそぐときや坂さかを登のぼるときにやる「立たち漕こぎ」だが、自じ転てん車しゃ競きょう技ぎでは定てい番ばんテクニックのひとつとされている。

　しかし、巻まき島しま先せん輩ぱいのそれはものすごく極きょく端たん。長ながくて細ほそい手て足あしを活いかし、ほとんど真ま横よこに倒たおれそうなほど、自じ転てん車しゃを傾かたむけるのだ。

　見みているほうは、いまにも転ころびそうでハラハラするが、巻まき島しま先せん輩ぱいは、そんな心しん配ぱいなど、どこ吹ふく風かぜ。自じ転てん車しゃを左さ右ゆうにぶんぶん振ふり回まわしながら、登のぼり坂ざかをがんがん登のぼっていく。

　巻まき島しま先せん輩ぱいは自みずから言いう。「オレのダンシングは特とく殊しゅ　オレのダンシングは完かん全ぜん自じ己こ流りゅう」「だが速はやい!!　ついたアダ名なは　頂上のピーク…蜘蛛男スパイダー!!」。

　あまりにカッコいいので考かんがえよう。このインパクト満まん点てんの走はしり方かたは、登のぼり坂ざかを走はしるのにどれほど有ゆう利りなのか？





◆その体たい勢せいはマズイと思おもう



『ロードバイクの科か学がく』（ふじいのりあき／スキージャーナル）という本ほんに、ダンシングするプロの自じ転てん車しゃ選せん手しゅの写しゃ真しんが載のっている。分ぶん度ど器きを当あてて測はかると、自じ転てん車しゃは13度ど傾かたむいている。現げん実じつのダンシング走そう法ほうでは、自じ転てん車しゃをこのくらい傾かたむけるのだろう。

　だが『弱よわペダ』の巻まき島しま先せん輩ぱいの倒たおし方かたは、そんなレベルではない！　筆ひっ者しゃが探さがした限かぎり、最さい大だいに倒たおしているのはコミックス12巻かん『ＲＩＤＥ．99 最終ラスト勝負クライム』での１コマで、傾かたむきはなんと54度ど。タイヤの直ちょっ径けいを一いっ般ぱん的てきな競きょう技ぎ用よう自じ転てん車しゃの70cmとして計けい算さんすると、倒たおした側がわのハンドルのいちばん下したは、地じ面めんから30cmしか離はなれていないことになる！

　これは、いくらなんでも倒たおしすぎではないだろうか。

『ロードバイクの科か学がく』によれば、ダンシングの利り点てんは、サドルに座すわったままペダルを漕こぐよりも、ペダルに体たい重じゅうをかけられることだという。これは感かん覚かく的てきにも納なっ得とくできるし、その点てんは、巻まき島しま先せん輩ぱいもクリアしているように思おもわれる。

　問もん題だいは、ここまで自じ転てん車しゃを傾かたむけて、倒たおれないのかということだ。あなたが立たち漕こぎするときを思おもい出だしてほしい。左ひだり足あしでペダルを踏ふむときは、体からだを左ひだり側がわに動うごかすと同どう時じに、自し然ぜんに自じ転てん車しゃを右みぎに傾かたむけるだろう。自じ転てん車しゃに乗のる人ひとは、そうやって無む意い識しきにバランスを取とっている。倒たおれないためのポイントは「タイヤと地じ面めんの接せっ触しょく点てん」に対たいして、体からだと自じ転てん車しゃが反はん対たい側がわにあることだ。ヤジロベエの２つのおもりが、支し点てんをはさんで反はん対たい側がわについているのと同おなじだ。

　ところが、傾けい斜しゃ54度どの巻まき島しま先せん輩ぱいのダンシングを描えがいた次つぎのイラストを見みてほしい。先せん輩ぱいは、自じ転てん車しゃを向むかって左ひだり（巻まき島しま先せん輩ぱいから見みれば右みぎ）に傾かたむけすぎているために、体からだと自じ転てん車しゃが「タイヤと地じ面めんの接せっ触しょく点てん」に対たいして、両りょう方ほうとも左ひだりに来きてしまっている。これは、おもりが２つとも支し点てんの左ひだりにあるヤジロベエと同おなじ。巻まき島しま先せん輩ぱいも、一いっ瞬しゅんも持もちこたえられず、倒たおれてしまう！
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◆人ひとより長ながく走はしっている!?



　まずい。カッコいいと思おもった巻まき島しま先せん輩ぱいのスーパーダンシングが、まさかの転てん倒とう、落らく車しゃという話はなしになってきた。いったいどうすればいいのだろう？

　実じつは、巻まき島しま先せん輩ぱいがこの体たい勢せいになっても、転てん倒とうしないケースがひとつだけある。それは、カーブしているときだ！

　自じ転てん車しゃで右みぎにカーブするとき、誰だれでもハンドルを右みぎに切きると同どう時じに、体からだと自じ転てん車しゃを右みぎに傾かたむけるだろう。この瞬しゅん間かん、体からだと自じ転てん車しゃは、両りょう方ほうとも「タイヤと地じ面めんの接せっ触しょく点てん」の右みぎ側がわに来きているが、自じ転てん車しゃは倒たおれない。これは、右みぎにカーブするときは、左ひだり向むきに遠えん心しん力りょくが働はたらいているからだ。体からだと自じ転てん車しゃを右みぎに倒たおそうとする重じゅう力りょくと、左ひだりに起おこそうとする遠えん心しん力りょくが釣つり合あっているおかげで、自じ転てん車しゃは一いっ定ていの傾かたむきのまま、倒たおれずに進すすんでいけるのだ。

　つまり、このままでは向むかって左ひだり側がわにガシャン！　と倒たおれてしまいそうな巻まき島しま先せん輩ぱいも「実じつはいま、向むかって左ひだりにカーブ中ちゅう！」だとしたら、倒たおれないことになる。重じゅう力りょくと遠えん心しん力りょくが釣つり合あって、とっても安あん定ていして走はしっている……はず。

　だが、ダンシングは、自じ転てん車しゃを右みぎ、左ひだり、右みぎ、左ひだりと、交こう互ごに傾かたむけながら走はしる走そう法ほうである。「傾けい斜しゃ54度どの巻まき島しま先せん輩ぱいはカーブ中ちゅう」という筆ひっ者しゃの推すい測そくが正ただしければ、先せん輩ぱいはこの直ちょく後ご、自じ転てん車しゃを大おおきく反はん対たい側がわへ傾かたむけるはず。つまり彼かれは、たとえコースがまっすぐでも、右みぎへ左ひだりへとウネりながら進すすんでいくことになる。

　そんな乗のり方かたは大たい変へんだし、そもそもムダに長ながく走はしることになるのでは!?

　計けい算さんしてみよう。巻まき島しま先せん輩ぱいが、時じ速そく25kmで走はしっていると仮か定ていする。これは、一いっ般ぱん的てきなクライマーが坂さか道みちを登のぼるときの速そく度どだ。また、１分ぷん間かんあたりにペダルをまわす回かい数すうを、これもクライマーの平へい均きんに近ちかい30回かいとしよう。これで54度どの傾かたむきを保たもっているとしたら、巻まき島しま先せん輩ぱいは左さ右ゆう１ｍ56cmの幅はばで、ウネウネ蛇だ行こうしつつ走はしっていることに……。

　こんなに大おおきくウネっていたら、同おなじ距きょ離りだけ前ぜん進しんするのに、どれだけ余よ計けいに走はしらなければならないのか。右みぎの条じょう件けんから計けい算さんすると、巻まき島しま先せん輩ぱいがペダルをひと漕こぎするごとに、自じ転てん車しゃは６・９ｍ走はしることになる。ところがウネウネ走はしっているために、実じっ際さいに前ぜん進しんできる距きょ離りは５・９ｍ。なんと、ひと漕こぎごとに１ｍものロスをしてしまうのだ。比ひ率りつでいえば18％であり、これは１００kmのレースで、自じ分ぶんだけ１１８km走はしるという大おおムダになる！

　それでも巻まき島しま先せん輩ぱいはライバルたちに負まけないスピードで走はしれるのだから、ものすごい実じつ力りょくの持もち主ぬしなのだろう。科か学がく的てきに考かんがえれば、あの極きょく端たんなダンシングを使つかわなければ、もっと速はやく走はしれそうだが……いや、やっぱり巻まき島しま先せん輩ぱいは独どく自じのスタイルを貫つらぬいてほしい。どうか先せん輩ぱいが本ほん書しょを読よむことがありませんように～。
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『現げん代だいカタカナ語ご辞じ典てん』（旺おう文ぶん社しゃ）で「ゆるキャラ」を引ひくと「人ひとの心こころを和なごませるようなゆるいキャラクターの人にん形ぎょうやぬいぐるみ、着きぐるみ」とある。なるほど、和なごんでこそゆるキャラか～。

　すると、ふなっしーはどうなるのだろう？

　千ち葉ば県けん船ふな橋ばし市しに公こう認にんされなかった梨なしの妖よう精せい。いつもハイテンションで、甲かん高だかい声こえで「ヒャッハー！」と叫さけぶ。驚おどろくほど高たかく跳とんだり、速はやく走はしったりして、しまいには「梨なし汁じるブシャー！」。落おち着つきというものが、まるでない。その一いっ方ぽうで、食たべ物ものを勧すすめられると「イリュージョン！」と言いいつつ、背せ中なかのどこからか食たべたりするし、和なごむどころか、怪あやしさ満まん点てんのゆるキャラだ。

　なのに筆ひっ者しゃは、ふなっしーのことが気きになって仕し方かたがない。アタマでは「これでも、ゆるキャラか」と思おもうのに、ココロでは「それでも、目めが離はなせない」と思おもってしまうのである。ああ、不ふ思し議ぎだ……。

　ふなっしーについて、科か学がく的てきに考かんがえてみよう。彼かれは本ほん当とうに梨なしの妖よう精せいなのだろうか？





◆動どう物ぶつとしか思おもえない！



　ふなっしーが梨なしの妖よう精せいだという話はなしは、筆ひっ者しゃはとっても怪あやしいとニラんでいる。ところが、ふなっしー自じ身しんは、自じ分ぶんがどんな梨なしであるかについて、さまざまに説せつ明めいしている。

「本ほん名みょう　フナディウス４世せい」。おお、まことに立りっ派ぱな名な前まえの持もち主ぬしである。

「誕たん生じょう日び　西せい暦れき１３８年ねん７月がつ４日か」。ということは、本ほん年ねん２０１５年ねんで、１８７７歳さい!?

「両りょう親しん　普ふ通つうの梨なしの木き」。ふーむ、普ふ通つうの梨なしの木きから生うまれたのなら、間ま違ちがいなく梨なしということになるが……。

「兄きょう弟だい　２７４人にん（ふなっしーは４男なん）」。１本ぽんの梨なしの木きには、２００個こから４００個この実みがなるから、まことに梨なしらしい。やっぱり梨なしの妖よう精せいなのだろうか。

　だが、ふなっしーはこうも言いっている。「虚きょ言げん癖へきがあり、言いっていることの27・４％が噓うそ」。えっ、噓うそが混まじってるの!?　しかも、噓うその割わり合あいまで「２７４ふなっしー」!?　いや、もうその数すう字じ自じ体たいがアヤシサに満みちている！

　こうなると何なにを信しんじていいかわからないので、言こと葉ばではなく、その行こう動どうを観かん察さつしてみよう。

　歩あるき回まわる！　高たか々だかとジャンプする！　しかもそれは、最さい高こう点てんでもう１度どジャンプする２段だんジャンプ！　しゃべる！　「ヒャッハー！」と叫さけぶ！　果はては「イリュージョン！」でモノを食たべる！

　う～む。これらは、どう考かんがえても梨なしではなく、動どう物ぶつの特とく徴ちょうである。





◆梨なしを作つくるのはとっても大たい変へん！



　そもそも、梨なしとはいかなる植しょく物ぶつなのだろうか。

　梨なしはバラ科かの植しょく物ぶつだ。バラ科かには、リンゴ、モモ、スモモ、ビワ、カリン、ウメ、アンズ、イチゴ、キイチゴ、アーモンド、サンザシなど、おいしい果くだ物もののなる植しょく物ぶつがたくさんある。バラをはじめ、サクラ、ヤマブキ、ユキヤナギなど、きれいな花はなを咲さかせるものも多おおい。ふなっしーが梨なしの妖よう精せいだとしたら、意い外がいにもこれらの仲なか間まということになる。

　また、梨なしは生せい物ぶつ学がく的てきにも興きょう味み深ぶかい植しょく物ぶつだ。果か実じつは、おしべの花か粉ふんがめしべにつくことで作つくられるが、多おおくの植しょく物ぶつは、同おなじ花はなの花か粉ふんがめしべについても果か実じつはできない。同おなじ草くさ花ばなのおしべとめしべは同おなじ遺い伝でん子しを持もっているから、もしその遺い伝でん子しに、生いきていくのに不ふ便べんな要よう素そが含ふくまれていたら、生いきる力ちからの弱よわい子こどもが生うまれてしまう。これを防ふせぐため、多おおくの植しょく物ぶつには、同おなじ種しゅ類るいの別べつの草くさ木きの花か粉ふんがめしべについた場ば合あいだけ、果か実じつができる仕し組くみが備そなわっている。

　梨なしの場ば合あいは、この仕し組くみが徹てっ底ていしている。梨なしには「豊ほう水すい」「幸こう水すい」「二に十じっ世せい紀き」など、たくさんの品ひん種しゅがあるが、梨なしは同おなじ品ひん種しゅだと、別べつの木きの花か粉ふんでも果か実じつはできない！

　このため梨なしを栽さい培ばいする農のう家かでは、筆ふでを使つかってひとつひとつ、別べつの品ひん種しゅの花か粉ふんをめしべにまぶしたり、別べつの品ひん種しゅから花か粉ふんを運はこばせるためのハチを飼かったりしている。１個この梨なしが実みのるには、大たい変へんな手て間まがかかるのである。

　これほどの苦く労ろうの果はてに生うまれたふなっしーが、まるで梨なしらしくない……。なかなか由ゆ々ゆしき事じ態たいである。





◆ふなっしーの88％は梨なし汁じるだ！



　筆ひっ者しゃが思おもうに、ふなっしーでいちばん梨なしらしいのは、顔かおの色いろがそれっぽいこと。そしてもう一ひとつ挙あげるなら「梨なし汁じるブシャー！」であろう。

　嬉うれしいときや怒おこったときなど、華か麗れいな２段だんジャンプとともに、ふなっしーは「梨なし汁じるブシャー！」を見み舞まう。目めには見みえないが、おそらくその全ぜん身しんから、梨なしの果か汁じゅうが飛とび散ちっているのだろう。

　文もん部ぶ科か学がく省しょうが発はっ表ぴょうしている「五ご訂てい増ぞう補ほ日に本ほん食しょく品ひん標ひょう準じゅん成せい分ぶん表ひょう」によれば、梨なしの水すい分ぶんは88％。ふなっしーの体たい重じゅうは35kgというから、実じつに31kgは梨なし汁じるなのだ。

　とはいえ、梨なしの果か実じつがみずみずしいのは、木きが根ねから吸すい上あげた水すい分ぶんが、幹みきや枝えだを通とおって運はこばれ、果か実じつにたまっているからこそ。ところが、現げん在ざいのふなっしーは枝えだから離はなれ、全ぜん国こくを飛とび回まわっている。これでは「梨なし汁じるブシャー！」をやるたびに、体たい内ないの梨なし汁じるは減へる一いっ方ぽうだ。「ブシャー！」というからには、１回かいあたり１Ｌリットルは梨なし汁じるを撒まき散ちらすのではないだろうか。すると、生しょう涯がいに「梨なし汁じるブシャー！」を31回かいやったら、完かん全ぜんに干ひからびてしまう。
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　──と思おもったら、「イリュージョン！」でときどき背せ中なかから梨なし汁じるを補ほ給きゅうしているという情じょう報ほうも。なんだそりゃ!?　外がい部ぶから梨なし汁じるを補ほ給きゅうして梨なし汁じるをブシャーと出だすとしたら、その梨なし汁じるはふなっしーの体からだを素す通どおりしているだけで、彼かれが生いきるのにまったく役やくに立たっていないことになる。う～む、ナゾに満みちた生せい命めい体たいだ！

　原げん点てんに返かえって考かんがえれば、ふなっしーが千ち葉ば県けん船ふな橋ばし市しで生うまれたのは、千ち葉ば県けんが梨なしの生せい産さん量りょうで日に本ほん一いちを誇ほこるからだろう。だが、千ち葉ば県けんが梨なしの生せい産さん量りょうで日に本ほん一いちになったのは２００４年ねんからで、01年ねんまでは鳥とっ取とり県けんが、03年ねんまでは茨いばら城き県けんが日に本ほん一いちだったのだ。

　ふなっしーが西せい暦れき１３８年ねん生うまれだとしたら、千ち葉ば県けんが日に本ほん一いちになるまでの１８６６年ねん間かん、彼かれはどのような思おもいで過すごしてきたのだろう？　そこらへんも本ほん人にんに聞きいてみたいが、ホントのことを言いうかどうか怪あやしいからなあ。結けっ局きょく、ふなっしーがどういうヤツかはわからず、筆ひっ者しゃにとっては、謎なぞめいた魅み力りょくが増ましただけである。
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　ウルトラ警けい備び隊たいのモロボシ・ダンが、ウルトラアイを目めに当あてると、たちまち身しん長ちょう40ｍのウルトラセブンに変へん身しんする！

『ウルトラセブン』の放ほう送そう当とう時じ、筆ひっ者しゃは６歳さいで、この「一いっ瞬しゅんで巨きょ大だいなヒーローに変へん身しんする」という不ふ思し議ぎな現げん象しょうにモーレツに憧あこがれたものである。だからその数すう年ねん後ご、『仮か面めんライダー』が始はじまったときも「変へん身しんはいいけど、なぜ巨きょ大だい化かしないのかなあ!?」と物もの足たりなく感かんじたものだった。あ。仮か面めんライダーが巨きょ大だい化かしちゃったら、もうバイクに乗のれないから、それも困こまるんだけど。

　でも、筆ひっ者しゃはいまでも心こころのどこかで思おもっている。地ち球きゅうの平へい和わを守まもるヒーローだったら、変へん身しんと同どう時じに巨きょ大だい化かくらいしていただきたい！

　本ほん稿こうでは、憧あこがれのウルトラセブンを例れいに、「巨きょ大だい化か」の科か学がくを考かんがえてみよう。





◆巨きょ大だい化かには時じ間かんがかかる



　もし、あなたの目もく前ぜんで、自じ転てん車しゃやランドセルが突とつ如じょムクムク大おおきくなったら、ものすごくびっくりするだろう。だが、ヒーローの巨きょ大だい化かに、そこまでのショックはない。むしろ「やった、いよいよ巨きょ大だい化かだ！」とココロが躍おどるのではないか。この気き持もちの差さは、いったいどこから来くるのだろうか？

　筆ひっ者しゃは思おもう。それは彼かれらがモノではなく、生せい物ぶつだからではないだろうか。

　われわれは、生うまれたときは身しん長ちょう50cmぐらいしかなかった。それが15年ねんぐらい経たつと、３倍ばいを超こえるほどに成せい長ちょうするのである。つまり、ヒーローも生せい物ぶつである以い上じょう、成せい長ちょうしていると考かんがえれば、その巨きょ大だい化かも不ふ自し然ぜんなことではないといえる。

　この前ぜん提ていで考かんがえてみよう。モロボシ・ダンの体たい重じゅうを70kgとすれば、これが３万まん５千せんｔのウルトラセブンになるのだから、体たい重じゅうは50万まん倍ばいに増ふえるわけだ。

　生せい物ぶつは、１つの細さい胞ぼうが２つに分わかれる「細さい胞ぼう分ぶん裂れつ」を繰くり返かえして成せい長ちょうするが、50万まん倍ばいもの成せい長ちょうを遂とげるには、いったい何なん回かいの細さい胞ぼう分ぶん裂れつが必ひつ要ようなのか？

　驚おどろくなかれ、たったの19回かいだ！　１回かいの細さい胞ぼう分ぶん裂れつで体たい重じゅうは２倍ばい、２回かいで４倍ばい、３回かいで８倍ばい、４回かいで16倍ばい……と増ふえていって、10回かいで１０２４倍ばい、11回かいで２０４８倍ばい、12回かいで４０９６倍ばい、13回かいで８１９２倍ばい、14回かいで１万まん６３８４倍ばい、15回かいで３万まん２７６８倍ばい、16回かいで６万まん５５３６倍ばい、17回かいで13万まん１０７２倍ばい、18回かいで26万まん２１４４倍ばい、そして、19回かいで52万まん４２８８倍ばいとなり、めでたく50万まん倍ばいを突とっ破ぱする。

　だったら、瞬しゅん時じに巨きょ大だい化かするのも当とう然ぜん？　という気きがするが、そうカンタンではない。細さい胞ぼう分ぶん裂れつには時じ間かんがかかるのだ。

　細さい胞ぼう分ぶん裂れつが最もっとも速はやいのは、受じゅ精せいしたばかりの魚さかなやカエルの卵たまごだが、それでも１回かいの分ぶん裂れつに30分ぷんかかる。これと同おなじスピードで19回かいの細さい胞ぼう分ぶん裂れつをしていった場ば合あい、所しょ要よう時じ間かんは、なんと９時じ間かん30分ぷん！

　これは大たい変へんだ。怪かい獣じゅうが現あらわれてから巨きょ大だい化かしたのでは間まに合あわない！

　モロボシ・ダンは怪かい獣じゅうの出しゅつ現げん日にち時じを予よ測そくして、その９時じ間かん半はん前まえから巨きょ大だい化かに取とりかかるべきだ！　……って、そんなことができるかなあ。

　しかも、ここでいう巨きょ大だい化かとは、生せい物ぶつの成せい長ちょうと同おなじ原げん理りなのだから、それには充じゅう分ぶんな栄えい養ようが必ひつ要ようなはずだ。具ぐ体たい的てきには、巨きょ大だいなプールに水みずを張はり、必ひつ要ような栄えい養よう分ぶんをすべて投とう入にゅうして、モロボシ・ダンはそこに飛とび込こんで体たい内ないに養よう分ぶんを取とり入いれながら、ひたすら眠ねむるべきだろう。

　もちろん、これには莫ばく大だいな栄えい養よう分ぶんが必ひつ要ようだ。ウルトラセブンは体たい重じゅうが３万まん５千せんｔもあるのだから、ここまで成せい長ちょうするための栄えい養よう分ぶんは、牛うしに換かん算さんして５５０万まん頭とう分ぶん！　日に本ほんで飼し育いくされている肉にく牛ぎゅうは２６０万まん頭とうだから、ウルトラセブンが１回かいの変へん身しん・巨きょ大だい化かをするだけで、ニッポンの肉にく牛ぎゅうは絶ぜつ滅めつする！

　もし予よ測そくが外はずれて、９時じ間かん半はん経たつ前まえに怪かい獣じゅうが現あらわれたとしても、決けっして出でて行いってはならない。

　まだ体からだは小ちいさいし、分ぶん裂れつ中ちゅうの細さい胞ぼうは傷きずつきやすいからだ。焦あせって戦たたかいに行いっても、ボコボコにやられるだけだ。

　こうなってくると、ウルトラ警けい備び隊たいは怪かい獣じゅうと戦たたかっている場ば合あいではない。蹂じゅう躙りんされる街まちを放ほうっておいてでも、変へん身しん中ちゅうのウルトラセブンが眠ねむるこのプールを最さい優ゆう先せんで守まもっていただきたい。
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◆セブンの変へん身しんで地ち球きゅう滅めつ亡ぼう！



　わけのわからない話はなしになってきたが、生せい物ぶつの成せい長ちょうと同おなじ原げん理りで巨きょ大だい化かするとこうなる、という話はなしである。もちろん、劇げき中ちゅうのウルトラセブンの変へん身しんは、つつがなく瞬しゅん時じに行おこなわれている。

　これはどういうことだろう？　たとえば、ウルトラの星ほしから、ビームなどでエネルギーを送おくってもらっている……といった可か能のう性せいもあるのだろうか。

　アインシュタインの相そう対たい性せい理り論ろんによれば、物ぶっ質しつがエネルギーに変かわることもあれば、逆ぎゃくに、エネルギーが物ぶっ質しつに変かわることもある。もしもモロボシ・ダンが、ウルトラの星ほしから仕し送おくりしてもらったエネルギーを物ぶっ質しつに変かえて、体たい重じゅう３万まん５千せんｔへの巨きょ大だい化かを果はたしているとしたら？

　物ぶっ質しつがエネルギーに変かわると、すさまじいものになる。たとえば、１ｇの物ぶっ質しつがすべてエネルギーに変かわるとき、放はなたれるエネルギーはガソリン４千せんｔ分ぶんだ。

　それはスゴイ！　などと喜よろこんでいる場ば合あいではない。いま考かんがえているのは、その逆ぎゃくの、エネルギーから物ぶっ質しつを作つくる過か程てい。つまり、ウルトラセブンの巨きょ大だい化かには莫ばく大だいなエネルギーが必ひつ要ようということだ。具ぐ体たい的てきに計けい算さんしてみると、ビキニ水すい爆ばく（１９５４年ねん３月がつ１つい日たちにアメリカがビキニ環かん礁しょうで行おこなった水すい爆ばく実じっ験けん）１億おく発はつ分ぶんが必ひつ要ようになる！

　それほどのエネルギーを持もったビームが、うまくモロボシ・ダンに当あたればいい。だが、ウルトラの星ほしは地ち球きゅうから３００万まん光こう年ねんの距きょ離りにあるという。こんなに遠とおくから、人にん間げん大だいのモロボシ・ダンにビームを命めい中ちゅうさせるのは至し難なんの業わざ。それはたとえば、体たい長ちょう１・２mmのミジンコの、その目め玉だまを、４３１光こう年ねん離はなれた北ほっ極きょく星せいから撃うち抜ぬくようなものなのだ！

　いくらなんでも難むずかしすぎるのではないか。もし外はずれたら、ビキニ水すい爆ばく１億おく発はつ分ぶんのエネルギーが地ち球きゅうを直ちょく撃げき……！　地ち球きゅうは間ま違ちがいなく滅めつ亡ぼうするでしょうなあ。

　筆ひっ者しゃなりに前まえ向むきに考かんがえているつもりなのだが、なぜこう悲ひ惨さんな結けつ末まつになってしまうのか。おそらく劇げき中ちゅうのウルトラセブンは、科か学がくを超こえたウルトラな方ほう法ほうで巨きょ大だい化かしているのだろう。そう思おもいたいです。
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　桃ももから生うまれた桃もも太た郎ろう。竹たけから生うまれたかぐや姫ひめ。垢あかから生うまれた力ちから太た郎ろう……。

　昔むかし話ばなしには、変かわった生うまれ方かたをする人ひとがしばしばいるが、彼かれらに比くらべれば一いっ寸すん法ぼう師しの誕たん生じょうは、ただ一いっ点てんを除のぞいて平へい凡ぼんだった。なにしろ、人にん間げんの夫ふう婦ふのあいだに生うまれたのだから。

　だが、その一いっ点てんのインパクトが絶ぜつ大だいである。子こどもが生うまれてみたら、身しん長ちょうが１寸すん＝３cm！　びっくりしただろうなあ、ご両りょう親しん。

　その一いっ寸すん法ぼう師しが13歳さいになって、お椀わんの舟ふねで都みやこへ上のぼり、鬼おに退たい治じをするのである。体からだの小ちいさな者ものが大おおきな相あい手てを打うち倒たおすのは、日に本ほん人じんが万ばん雷らいの拍はく手しゅを送おくる、待まってましたのハッピーエンド。しかし相あい手ては、身しん長ちょう２ｍはあろうかという堂どう々どうたる鬼おになのだ。人にん間げんvs怪かい獣じゅうほどの体たい格かく差さを乗のり越こえて勝かったわけで、いくらなんでも小しょうよく大だいを制せいしすぎではなかろうか。

　なぜ一いっ寸すん法ぼう師しは鬼おにに勝かてたのか？　その理り由ゆうを科か学がく的てきに考かんがえてみよう。





◆出でかけるときは、三さん寸すん法ぼう師し！



　生うまれたときの身しん長ちょうが３cm。人にん間げんの新しん生せい児じは身しん長ちょう50cmほどだから、一いっ寸すん法ぼう師しは普ふ通つうの赤あかちゃんの17分ぶんの１という小ちいささだったことになる。

　これだけ体からだが小ちいさいと、体たい重じゅうも相そう当とうに軽かるかったはずだ。身しん長ちょうが17分ぶんの１なら、体からだの横よこ幅はばも前ぜん後ごの厚あつみも17分ぶんの１になるので、体たい重じゅうは17×17×17＝４９１３で、およそ５千せん分ぶんの１。新しん生せい児じの体たい重じゅうは３kgぐらいだから、一いっ寸すん法ぼう師しは体たい重じゅうがわずか０・６ｇしかなかったことになる！

　カマキリさえ３ｇ、トノサマバッタでも１ｇ。これらの虫むし々むしより軽かるいどころか、１円えん玉だまより軽かるい。ここまで小ちいさいと、お母かあさんも妊にん娠しんに気きづいたかどうか……。

　両りょう親しんがどれほど驚おどろき慌あわてたかは、つけた名な前まえからうかがえる。命めい名めい、一いっ寸すん法ぼう師し。生うまれたときは１寸すんだったかもしれないが、チョット待まって、お父とうさん＆お母かあさん。子こどもは成せい長ちょうするものだから、生うまれたときの身しん長ちょうを名な前まえにしたら、あとで困こまるだろう。もらってきた子こ犬いぬに「チビ」と名なづけたら、たちまち大おおきくなって「えっ、これがチビ？」みたいな話はなしになるぞ。

　実じっ際さいのところ、鬼おに退たい治じに行いった13歳さいのとき、一いっ寸すん法ぼう師しはどれほど成せい長ちょうしていたのだろうか？

　日に本ほん人じんの13歳さい男だん子しの平へい均きん体たい格かくは、身しん長ちょう１５８・８cm、体たい重じゅう45・８kg（２０１２年ねん）。生うまれたときに身しん長ちょう50cm・体たい重じゅう３kgだった赤あかん坊ぼうが、13年ねんでここまで大おおきくなるわけだ。

　一いっ寸すん法ぼう師しもこれと同おなじ割わり合あいで成せい長ちょうしたとすれば、13歳さいのときには、身しん長ちょうは同おなじ歳としの人ひとたちの17分ぶんの１で９・３cm、体たい重じゅうは５千せん分ぶんの１で９・２ｇだったことになる。一いっ寸すん法ぼう師しは、お椀わんの舟ふねに乗のって都みやこに向むかったが、お椀わんというものの大おおきさから考かんがえても、９・３cmはナットクの身しん長ちょうだ。

　つまり、この頃ころの一いっ寸すん法ぼう師しは、正ただしくは「三さん寸すん法ぼう師し」になっていたわけである。ほら、やっぱり生うまれたときの大おおきさを名な前まえにつけたらマズイって～。





◆科か学がく的てきに考かんがえると、かなり強つよい！



　三さん寸すん法ぼう師しに成せい長ちょうしても、お椀わんの舟ふねと箸はしの櫂かいで川かわをさかのぼって都みやこに向むかうのは、かなり大たい変へんだったのではないだろうか。

　そもそも箸はしが持もてたのか？　台だい所どころから箸はしを拝はい借しゃくして測はかってみると、長ながさは22cm。およそ７寸すんであり、三さん寸すん法ぼう師しの身しん長ちょうの倍ばい以い上じょうだ。また重おもさは10ｇで、自じ分ぶんの体たい重じゅうより重おもい。一いっ寸すん法ぼう師しにとっては丸まる太たも同どう然ぜんで、こんなモノで舟ふねなど漕こいだら、たちまち疲ひ労ろう困こん憊ぱいするのでは……？

　だが、科か学がく的てきに考かんがえれば、意い外がいに大だい丈じょう夫ぶなのである。

　筋きん肉にくが出だせる力ちからは、筋きん肉にくの断だん面めん積せきに比ひ例れいする。ここから計けい算さんすると、身しん長ちょうが常じょう人じんの17分ぶんの１の一いっ寸すん法ぼう師しは、筋きん肉にくの断だん面めん積せきが常じょう人じんの３００分ぶんの１だったことになる。

　つまり一いっ寸すん法ぼう師しは、普ふ通つうの13歳さいの３００分ぶんの１の力ちからが出だせたはず。「たった３００分ぶんの１」と思おもってはならない。体たい重じゅうは５千せん分ぶんの１なのに、筋きん力りょくは３００分ぶんの１なのだ。一いっ寸すん法ぼう師しは、予よ想そう外がいに力ちから持もちということだ！

　13歳さいの男だん子しが30kgの荷に物もつを持もてるとしよう。すると、一いっ寸すん法ぼう師しが持もてる荷に物もつは、その３００分ぶんの１で１００ｇ。なんと自じ分ぶんの体たい重じゅうの10倍ばいだあ！

　体からだが小ちいさくなると、筋きん力りょくは体たい重じゅうに比くらべて強つよくなる。アリが自じ分ぶんより何なん倍ばいも重おもい物ものを運はこべ、ノミが体たい長ちょうの何なん倍ばいもジャンプできる理り由ゆうがここにある。





◆キミと同おなじくらい跳とべる!?



　ならば、一いっ寸すん法ぼう師しはジャンプ力りょくもすごいことにならないか？

　足あしの筋きん肉にくが出だすエネルギーは「筋きん力りょく」×「離り陸りくするまでに体からだを動うごかす距きょ離り」で決きまる。まず、一いっ寸すん法ぼう師しの筋きん力りょくは、右みぎで述のべたとおり、普ふ通つうの13歳さいの３００分ぶんの１だ。そして、身しん長ちょうが常じょう人じんの17分ぶんの１なのだから、離り陸りくするまでに体からだを動うごかす距きょ離りも17分ぶんの１だろう。するとジャンプのエネルギーは３００×17で、５千せん分ぶんの１になる。一いっ寸すん法ぼう師しはジャンプするとき、跳とび上あがるための動どう作さによって、これだけのエネルギーを自じ分ぶんの体からだに与あたえるわけだ。

　ところが、これまで見みてきたように、一いっ寸すん法ぼう師しの体たい重じゅうは一いっ般ぱん人じんの５千せん分ぶんの１しかない。５千せん分ぶんの１のエネルギーで、５千せん分ぶんの１の重おもさの体からだを跳とび上あがらせると、どうなるか？　当とう然ぜん、同おなじ高たかさに到とう達たつする。

　意い外がいや意い外がい、科か学がく的てきに考かんがえれば、身しん長ちょう９・３cmの一いっ寸すん法ぼう師しは、身しん長ちょう１５８・８cmの少しょう年ねんたちと、まったく同おなじ高たかさまでジャンプできるはずなのだ！　13歳さい男だん子しの垂すい直ちょく跳とびの平へい均きんは50cmだから、一いっ寸すん法ぼう師しのジャンプ力りょくも50cm！　これはビックリですなあ。

　そして、ジャンプ力りょくが同おなじなら、計けい算さん上じょうは走はしる速そく度ども同おなじになる。一いっ寸すん法ぼう師しは、普ふ通つうの13歳さいと同おなじスピードでびゅんびゅん走はしれるということだ。

　これほどの体たい力りょくがあれば、お椀わんの舟ふねを箸はしの櫂かいで漕こぐのも、さして苦くにはなるまい。おお、都みやこでの鬼おに退たい治じにも、明あかるい展てん望ぼうが見みえてきましたぞ。





◆つい、鬼おにに同どう情じょうを……



　とはいえ、油ゆ断だんは禁きん物もつである。50cmジャンプしたところで、せいぜい鬼おにの膝ひざくらいまでしか届とどかない。できる攻こう撃げきといえば、刀かたなの代かわりに持もっている針はりで、膝ひざをグサリと刺さすぐらい……。

　いや、これはかなり効こう果かがあるのではないか。膝ひざを針はりで刺さされたら、さすがの鬼おにも嫌いやがると思おもう。だが、鬼おにが逃にげても、一いっ般ぱんの人にん間げんと同おなじ速そく度どで走はしれる一いっ寸すん法ぼう師しは、たちまち追おいついて、また膝ひざをグサリ。逃にげても、逃にげても、グサリ、グサリ、またグサリ。ひ～っ、意い外がいとエグイ攻こう撃げきができるんだなあ、一いっ寸すん法ぼう師し。
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　これに対たいして、鬼おにはどうすればいいのか。ぴょんぴょん跳とんできて針はりで刺さしまくる厄やっ介かいな一いっ寸すん法ぼう師しに対たい抗こうするには……あ。キミが持もってるそれだそれ。打うち出での小こ槌づちで叩たたけばいいじゃん！

　しかし鬼おには、この絶ぜっ好こうの作さく戦せんを選えらばなかった。昔むかし話ばなし『一いっ寸すん法ぼう師し』によれば、なんと一いっ寸すん法ぼう師しをつまみ上あげて丸まる吞のみにしたのである。当とう然ぜんながら、体たい内ないの一いっ寸すん法ぼう師しは、あたり一いち面めんメッタ刺ざし。鬼おにはなすすべもなく、泣ないて謝あやまったという……。

　う～む。どう考かんがえても、最さい後ごは鬼おにの作さく戦せんミスですな～。針はりを持もった一いっ寸すん法ぼう師しを吞のむというのは、それすなわち自じ分ぶんから針はりを吞のむということだ。どうせ口くちに入いれるんだったら、噛かめばよかったのに……。

　などと、いつの間まにか鬼おにの応おう援えんをしているじゃないか、自じ分ぶん。だが、科か学がく的てきに考かんがえれば、それほど一いっ寸すん法ぼう師しは強つよいはず、ということだ。小ちいさいから弱よわいとは限かぎらない。それを教おしえてくれる昔むかしむかしのお話はなしであった。
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　筆ひっ者しゃは科か学がくを志こころざす人にん間げんだから、お化ばけや幽ゆう霊れいなど、まったく信しんじていない。科か学がく的てきに説せつ明めいのつかない不ふ思し議ぎな存そん在ざいなど、この世よにあるわけがないのだ。信しんじないよ。絶ぜっ対たいに信しんじないッ！

　こう熱ねつ弁べんを振ふるえば振ふるうほど、まわりの人ひとには「怪あやしいなあ。実じつはモノスゴク信しんじてるんじゃないの？」と言いわれてしまうのだ。う～ん、なぜわかってもらえないのだろう。お化ばけも幽ゆう霊れいもいない。いるはずがない。だが、科か学がく的てきに存そん在ざいするはずのないものが、もし現げん実じつに出でてきちゃったら……。ぞぞぞっ、書かいてるだけで鳥とり肌はだが立たってきた。わ～、オソロシか～。

　というわけで、本ほん当とうにいるわけはないんだけど、本ほん稿こうでは、巷ちまたで耳みみにする不ふ思し議ぎな存そん在ざいたちについて考かんがえてみよう。いるわけないんだけどね、絶ぜっ対たいに。





◆トイレの花はな子こさん



　学がっ校こうの３階がいにあるトイレ。いちばん手て前まえの個こ室しつから順じゅんに、扉とびらを３回かいノックして「花はな子こさん、遊あそびましょ」と声こえをかけていく。すると３巡じゅんめで、手て前まえから３番ばん目めの個こ室しつから「はい」とかすかな返へん事じが返かえってくる。恐おそるおそる扉とびらを開あけると、そこにはおかっぱ頭あたまで、赤あかいスカートを穿はいた女おんなの子こがいて、あなたの手てをガッとつかみ……！

　ひ～っ、背せ筋すじが凍とう結けつしそうな話はなしである。何なにもかも３づくしというのが、なんとも恐おそろしい。これが、１階かいのトイレの手て前まえから１番ばん目めの個こ室しつを１回かいノックしたら「はいよっ」と威い勢せいよく出しゅつ現げん！　だと、あんまり怖こわくないような気きが……いやいや、数すう字じの３が続つづくから怖こわいなど、科か学がく的てきには何なんの根こん拠きょもない話はなし。そもそも花はな子こさんなんて、いるわけないのだ。

　しかし、もしいるとしたら、どういうことになるのだろう？　全ぜん国こくに広ひろがっている怪かい談だん話ばなしだから、花はな子こさんはどこの学がっ校こうにも現あらわれる可か能のう性せいがあるのだろう。２０１４年ねんのデータでは、わが国くにの小しょう学がっ校こう数すうは２万まん８５２校こう。１つの学がっ校こうに、３階がいのトイレが２つずつあるとしたら、花はな子こさんは少すくなくとも４万まん１７０４人にんいて、全ぜん国こく津つ々つ浦うら々うらの３階がいのトイレでそれぞれ息いきを潜ひそめている……!?　花はな子こさんが全ぜん員いん集しゅう合ごうすれば、東とう京きょうドームを埋うめ尽つくす花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん花はな子こさん……。わ～、この想そう像ぞうも怖こわいです～。

　う～ん、考かんがえれば考かんがえるほど、どんどん怖こわくなるなあ、花はな子こさん。いないはずなのに、なぜ!?





◆人じん面めん犬けん



　路ろ地じ裏うらのごみ置おき場ばをあさっている犬いぬ。よく見みると、その顔かおはまぎれもなく人にん間げんだ！　それに気きがつき、呆ぼう然ぜんとする者ものに、人じん面めん犬けんは無ぶ愛あい想そうにつぶやく。「ほっといてくれ」と……。

　これは、怖こわいというより、科か学がく的てきにまことに興きょう味み深ぶかい犬いぬである。人じん面めん犬けんは「人にん間げんの顔かおをした犬いぬ」であって「犬いぬの体からだをした人にん間げん」ではないから、あくまでも犬いぬの突とつ然ぜん変へん異いなのだろう。

　しかし、人じん面めん犬けんにとって、突とつ然ぜん変へん異いしたのが顔かおだったことは、最さい大だいの不ふ幸こうではあるまいか。彼かれの一いち族ぞくが最もっとも頼たよりとしてきた嗅きゅう覚かく（においをかぐ能のう力りょく）が、人にん間げん並なみに低てい下かしてしまったのだから。

　これでは、オシッコのにおいで他ほかの犬いぬの縄なわ張ばりを察さっ知ちし、みだりに立たち入いらないという、社しゃ会かい人じん……いや、社しゃ会かい犬けんとしての基き本ほんマナーが守まもれない！

　当とう然ぜん、他ほかの犬いぬとしばしばケンカになるだろう。しかし、犬いぬの牙きばvs人にん間げんの歯はでは、人じん面めん犬けんに勝かち目めはない。もはや、野や生せい動どう物ぶつとして生いきていくことは困こん難なんである。唯ゆい一いつ残のこされた道みちは、人にん間げんに飼かってもらうこと。ところが、前ぜん述じゅつしたように、人じん面めん犬けんは人にん間げんに対たいして「ほっといてくれ」と言いったり、カップルを揶や揄ゆするなど、あまり態たい度どがよろしくないらしい。生せい活かつのことを考かんがえるなら、もっと愛あい想そよくしたほうがいいんじゃないかなー。

　生いきるだけで苦く労ろうする人じん面めん犬けん。もしあなたが遭そう遇ぐうしたら、優やさしくしてあげよう。





◆口くち裂さけ女おんな



　最もっとも有ゆう名めいな都と市し伝でん説せつが、この口くち裂さけ女おんなだろう。

　１人ひとりで道みちを歩あるいていると、向むこうからマスクをかけたお姉ねえさんが歩あるいてくる。いきなり「私わたし、きれい？」と尋たずねるので、思おもわず「はい」と答こたえると、お姉ねえさんはマスクを外はずしながら「これでも～!?」。その口くちは、耳みみまで裂さけていた……！

　こ、これは怖こわい。とくに近きん年ねん、街まちにはマスクをした人ひとがとても増ふえたので、いつどこで突とつ然ぜん「私わたし、きれい？」と聞きかれるか、まったく予よ断だんを許ゆるさない……ような気きがする。電でん車しゃに乗のったとき、マスク姿すがたの女じょ性せいが周しゅう囲いにいっぱいいたら、筆ひっ者しゃはもう怖こわくてドキドキです。

　口くち裂さけ女おんなに対たいしては「私わたし、きれい？」と聞きかれたときに、「きれいじゃない」とか「普ふ通つうですね」と答こたえればいい、という説せつがある。いや、それはあなた、女おんなゴコロというものを全ぜん然ぜんわかってない人ひとの考かんがえでしょう。女じょ性せいが「きれい？」と聞きいてきたとき、男だん子しには「はい。とてもきれいです」と答こたえる以い外がいに選せん択たく肢しはない。そうじゃないと、相あい手てが口くち裂さけ女おんなじゃなくても、間ま違ちがいなくボコボコにされます。
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　また「ポマード」と３回かい唱となえたり、ベッコウアメを渡わたして、そのあいだに逃にげるのが有ゆう効こう、ともいわれているらしい。しかし、口くち裂さけ女おんなから逃にげることが、そう簡かん単たんにできるのか。

　口くち裂さけ女おんなの運うん動どう能のう力りょくは結けっ構こうすごくて、１００ｍをたったの３秒びょうで走はしるという！　速はやい。仮かりに筆ひっ者しゃがベッコウアメやポマードで口くち裂さけ女おんなのスタートを５秒びょう遅おくらせ、人じん生せい自じ己こベストの50ｍ走そう７秒びょう０の速そく度どで逃にげたとしても、口くち裂さけ女おんながダッシュをかけた１・６秒びょう後ごには追おいつかれてしまうのだ。もっひ～っ！

　ならばヤブレカブレで、踏ふみとどまって戦たたかうべきか。しかし20代だいの女じょ性せいの50ｍ走そうのタイムは９秒びょうぐらいで、口くち裂さけ女おんなはその６倍ばいも速はやい。速そく度どが６倍ばいなら、腕わん力りょくは６×６＝36倍ばいという計けい算さんになる。絶ぜっ対たいに負まける自じ信しんがあります。

　またジャンプ力りょくも36倍ばい。口くち裂さけ女おんなは２階かい以い上じょうに上あがれないという説せつもあるようだが、科か学がく的てきには信しんじがたい。20代だい女じょ性せいの垂すい直ちょく跳とびの平へい均きんは40cmだから、その36倍ばいとなると、口くち裂さけ女おんなの跳ちょう躍やく力りょくは14・４ｍ。５階かいの窓まどにひとっ跳とび！　人ひとを襲おそったりしていないで、オリンピックを目め指ざしていただきたい！

　結けつ論ろん。口くち裂さけ女おんなに出で会あってしまったら、打うつ手てはない。唯ゆい一いつ助たすかる道みちがあるとしたら、最さい初しょに「私わたし、きれい？」と聞きかれた瞬しゅん間かんだ。イチかバチかで「マスクをかけた姿すがたが、ものすごくきれいです！」と言いって、マスクを外はずす理り由ゆうをなくし、先せん方ぽうの反はん応のうを待まつ……とか？　その後ごどういう展てん開かいになるか、筆ひっ者しゃは一いっ切さい責せき任にんを負おえませんが。







[image: ]




　10年ねん前まえに王おう国こくの転てん覆ぷくを謀はかったとされ、全ぜん国こくの聖せい騎き士しから追おわれる身みとなった７人にんの騎き士し「七ななつの大たい罪ざい」。だが１人ひとりの少しょう女じょが、世よの中なかに災わざわいを呼よぶのは聖せい騎き士しのほうだと気きづき、彼かれらに対たい抗こうできる「七ななつの大たい罪ざい」を探さがす旅たびに出でた……。いやあ、わくわくするなあ、『七ななつの大たい罪ざい』。導どう入にゅうの部ぶ分ぶんを紹しょう介かいしただけでも、ひとり大おお盛もり上あがり。

　ところで、「週しゅう刊かん少しょう年ねんマガジン」で連れん載さいが始はじまる１年ねん前まえに、このマンガの読よみ切きり版ばんが発はっ表ぴょうされたことをご存ぞんじだろうか。

　描えがかれたのは、まさにいま紹しょう介かいした物もの語がたりの冒ぼう頭とう部ぶ分ぶんだ。「七ななつの大たい罪ざい」と呼よばれる騎き士したちが、悪あくの聖せい騎き士しに対たい抗こうするという構こう図ずは、連れん載さい版ばんと同おなじ。エリザベスが「七ななつの大たい罪ざい」を探さがして酒さか場ばに現あらわれるという展てん開かいも同おなじ。ただし、ディテールはかなり違ちがっていて、「七ななつの大たい罪ざい」の１人ひとり・メリオダスの営いとなむ酒さか場ばは、連れん載さい版ばんでは「豚ぶたの帽ぼう子し亭てい」、読よみ切きり版ばんでは「林檎アヴァロ亭てい」だ。そこにエリザベスが現あらわれたとき、連れん載さい版ばんでは、彼かの女じょはボロボロの甲かっ冑ちゅうを着きていた。ところが読よみ切きり版ばんでは、エリザベスは全ぜん身しんにボロ布ぬのをグルグル巻まきにして現あらわれたのだ！

　これ、科か学がく的てきにはまことに興きょう味み深ぶかいグルグル巻まきである。

　そんじょそこらのグルグル巻まきではない。頭あたまから膝ひざまで布ぬのを分ぶ厚あつく巻まいて、もうほとんどダルマさん状じょう態たいなのだ。胸むねのあたりからわずかに左ひだり手てを出だして、ほどけないように布ぬのの端はしを握にぎり、布ぬのの奥おくから覗のぞく目めはランランと光ひかっている。妖よう怪かいか何なにかのようにブキミである。

　と思おもったら、やがて自じ分ぶんで布ぬのを踏ふんづけて転ころんでしまい、ゴロゴロと店みせの床ゆかを転ころがっていく。同どう時じに、布ぬのもどんどんほどけていって、最さい後ごにテーブルにぶつかって止とまり、顔かおに落おちてきたスパゲティを、エリザベスは幸しあわせそうに食たべたのだった……。

　本ほん稿こうでは、このグルグル巻まきについて考かんがえたい。え？　壮そう大だいな『七ななつの大たい罪ざい』のなかで、なぜこんなに小ちいさなエピソードを扱あつかうのかって？　諸しょ君くん、グルグル巻まきを甘あまく考かんがえてはなりませんぞ。ダルマさん状じょう態たいになるほどのグルグル巻まきがいかに恐おそろしいか、検けん討とうする価か値ちは充じゅう分ぶんにある！





◆えっ、布ぬのの長ながさは５km以い上じょう!?



　布ぬのの巻まかれ方かたを明あきらかにするために、マンガの描びょう写しゃを細こまかく見みてみよう。グルグル巻まきエリザベスの全ぜん身しんがよくわかるコマを探さがすと、彼かの女じょは身しん長ちょう１・６cmに描えがかれていた。エリザベスの実じっ際さいの身しん長ちょうを１６０cmとすると、このコマは縮しゅく尺しゃく１００分ぶんの１で描かかれていることになる。

　一いっ方ぽう、巻まかれている布ぬののかたまりのサイズは、コマのなかでは直ちょっ径けい１・２cm、縦たての長ながさ１・３cmの楕だ円えん形けい。すると、本ほん当とうのサイズは直ちょっ径けい１ｍ20cm、縦たて１ｍ30cmということになる。まさにダルマさんですなあ。

　人にん間げんをここまで着きぶくれさせるには、かなりの量りょうの布ぬのが必ひつ要ようだろう。

　その量りょうを知しるために、筆ひっ者しゃは晒さらし木も綿めんを１反たん買かってきた。「反たん」は、昔むかしの日に本ほんで使つかわれた布ぬのの長ながさを表あらわす単たん位いで、１反たんあれば、１人ひとり分ぶんの和わ服ふくが作つくれるとされている。現げん在ざいの単たん位いに直なおせば、幅はば33cm、長ながさおよそ10ｍだ。これを筆ひっ者しゃの胴どう体たいに巻まきつけていくと、ちょうど10周しゅうで布ぬのを巻まききった。ということは、筆ひっ者しゃの胴どうまわりは１ｍあるってこと!?　うわ～、ダイエットしなければ～。

　このとき、布ぬの10層そうの厚あつみを測はかると５・５mmだった。また、胴どうに巻まいた布ぬのの面めん積せきは33cm×１ｍ。それらをかけ算ざんすれば、いま筆ひっ者しゃに巻まきつけた布ぬのの体たい積せきがわかる。答こたえは１・８Ｌリットルだ。

　一いっ方ぽう、マンガの描びょう写しゃから、エリザベスの体からだに巻まかれた布ぬのの体たい積せきも求もとめられる。直ちょっ径けい１・２ｍ、縦たて１・３ｍのダルマさん形がたから、内ない部ぶに入はいったエリザベスの体からだの体たい積せきを引ひくと、９４０Ｌリットル。体たい積せきの比ひ率りつでいえば、先さきほど筆ひっ者しゃが巻まいた布ぬのの５２０倍ばいだ。もし、エリザベスの布ぬのが、筆ひっ者しゃの木も綿めんと幅はばも厚あつみも同おなじだったとすると、彼かの女じょが体からだに巻まきつけていた布ぬのの長ながさは、なんと５２００ｍ！

　こうなると、重おもさもスゴイことになる。晒さらし木も綿めん１反たんの重おもさを量はかると３６６ｇだったから、エリザベスの布ぬのはその５２０倍ばいで、ええっ、１９０kg!?　こんなに重おもいモノを身みにまとっていては、歩あるくこともできないのでは……。





◆どうやって巻まいたんだろう？



　長ながさ５２００ｍ＝５・２kmもの布ぬのを体からだに巻まいていたとなると、エリザベスが「林檎アヴァロ亭てい」でゴロゴロ転ころがっただけで布ぬのがすべてほどけたのが不ふ思し議ぎである。布ぬのの長ながさが５・２kmあるのだから、それをすべてほどくには、やはり５・２kmの距きょ離りを転ころがらなければならないはずだ。

「林檎アヴァロ亭てい」の床ゆかの広ひろさは10ｍ四し方ほうくらいしかなさそうなので、ここで５・２km転ころがるためには、エリザベスは店みせの端はしから端はしまで２６０往おう復ふくする必ひつ要ようがある。回かい転てんの平へい均きん速そく度どが、人ひとが歩あるくのと同おなじ時じ速そく４kmだとすると、彼かの女じょが転ころがり続つづける時じ間かんは１時じ間かん20分ぷん！　転ころがり始はじめてから入はいってきた客きゃくが、テーブルに着ついて、メニューを見みて注ちゅう文もんし、ゆっくり食しょく事じをして、お会かい計けいして帰かえっていくまでのあいだ、このヒロインはず～っと転ころがり続つづけていた可か能のう性せいもあるわけだ。

　筆ひっ者しゃはさらに心しん配ぱいするのだが、これほどの布ぬのをどうやって体からだに巻まきつけたのだろうか？

　試ためしに、また晒さらし木も綿めんを胴どうに巻まき、今こん度どは巻まきつける時じ間かんを計はかってみると、44秒びょうかかった。自じ分ぶんでは、わりと速はやく巻まけた気きがする。包ほう帯たいを巻まくときの要よう領りょうで、布ぬのをあらかじめきっちり巻まいておけば、体からだのまわりを回かい転てんさせていくだけで楽らくに速はやく巻まけるのだ。

　とはいえ、エリザベスの布ぬのは筆ひっ者しゃの晒さらし木も綿めんの５２０倍ばい。単たん純じゅん計けい算さんすると、巻まき時じ間かんは44秒びょうの５２０倍ばいで、なんと６時じ間かん20分ぷんにもなる。朝あさ８時じ30分ぷんに巻まき始はじめたとしたら、休やすみも食しょく事じも取とらなかったとしても、巻まき終おわるのは午ご後ごの２時じ50分ぷんだ！

　こんなにかかっていたのでは大たい変へんすぎるから、ほどくときの逆ぎゃくをやればいいのではないだろうか。布ぬのを地じ面めんに一いっ直ちょく線せんに敷しいて、その上うえをゴロゴロ転ころがるのだ。

　しかし、これもなかなか大たい変へんである。長ながさ５・２kmの布ぬのを地じ面めんに敷しくには、当とう然ぜん５・２km先さきまで歩あるかなければならない。そして布ぬのをすべて敷しき終おえたら、今こん度どはそこから出しゅっ発ぱつ点てんに向むかって、５・２kmをゴロゴロ転ころがりながら戻もどってくることになる。布ぬのを体からだに巻まく行こう為いも着き替がえと呼よべるなら、これは史し上じょう最さい大だい規き模ぼの着き替がえだろう。

　さらに、布ぬのを巻まいている途と中ちゅうで、困こまった事じ態たいに陥おちいってしまう。ゴロゴロ転ころがっていくうちに、巻まきついた布ぬのの厚あつみはどんどん増ましていくから、そのうち、手て足あしが地じ面めんに届とどかなくなるのだ。布ぬのだけが地じ面めんに接せっし、体からだが浮ういた状じょう態たいで、回かい転てんに必ひつ要ような力ちからをどうやって生うみ出だすのか……!?





◆グルグル巻まくのは命いのちがけ！



　この問もん題だいを解かい決けつするために、筆ひっ者しゃがおススメしたいのは、坂さか道みちを利り用ようすることだ。布ぬのは平へい地ちではなく、斜しゃ面めんに敷しいて、いちばん高たかい位い置ちから転ころがり下おりてくればいい。もちろん、斜しゃ面めんが急きゅうであるほど、転ころがるスピードも速はやくなるから、巻まきつけるのにかかる時じ間かんも短みじかくて済すむ。

　具ぐ体たい的てきな状じょう況きょうを想そう像ぞうしてみよう。仮かりに坂さか道みちの傾かたむきを５度どとすると、斜しゃ面めんに沿そって５・２km進すすむと、スタートとゴールの標ひょう高こう差さは４５０ｍになる。エリザベスはまず、１９０kgの布ぬのを担かついで、この斜しゃ面めんをエッチラオッチラ登のぼりながら布ぬのを敷しいていく。そして、５・２km敷しき終おえたら、ゴロリと横よこになって、そこから一いっ気きに転ころがり下おりる！

　斜しゃ面めんを転ころがるのだから、スピードはどんどん上あがっていく。同どう時じに、体からだに巻まきついた布ぬのの玉たまはずんずん大おおきくなっていく。遠とおくから見みたら、雪ゆきだるまを作つくっているのかと思おもうだろう。

　筆ひっ者しゃの計けい算さんによると、この方ほう法ほうで布ぬのを巻まき終おわるのに要ようする時じ間かんは、たったの３分ぷん11秒びょう！　５・２kmもの布ぬのをこれほど短たん時じ間かんで巻まき終おえる方ほう法ほうはこれしかないぞ、エリザベス。われながら素す晴ばらしいアイデアである！

　ただし、巻まき終おわった直ちょく後ごのスピードは、時じ速そく２００kmに達たっしている。何なにかにぶつかったりしたら大だい惨さん事じは間ま違ちがいナシ！　というか、何なににもぶつからないことなんて、あるのかな？

　ダルマさん状じょう態たいになるまで、自じ分ぶんの全ぜん身しんに布ぬのを巻まきつけるということは、これほどまでに大たい変へんなことなのだ。まさに大たい作さくの冒ぼう頭とうを飾かざるにふさわしい、ヒロインの登とう場じょうシーンである。ああ、検けん証しょうしてヨカッタ。

[image: ]







[image: ]




　あれは忘わすれもしない、筆ひっ者しゃが初はじめて書かいた『空くう想そう科か学がく読どく本ほん』が書しょ店てんに並ならんで数すう日じつ経たった頃ころ。担たん当とう編へん集しゅう者しゃが１枚まいのハガキを持もってきてくれた。彼かれは「読どく者しゃからのハガキ、第だい１号ごうだ。次つぎの本ほんで扱あつかってほしい質しつ問もんが書かいてあるよ」と言いう。自じ分ぶんの本ほんを読よんで、新あらたな質しつ問もんが生うまれた！　筆ひっ者しゃはこれに深ふか々ぶかと感かん動どうし、恭うやうやしくハガキを受うけ取とったのだが、そこにはこんな質しつ問もんが書かいてあった。

「サザエさん一いっ家かは、なぜ歳としを取とらないのですか？」。

　……え？　記き念ねんすべき、読どく者しゃからの質しつ問もん第だい１号ごうがこれ!?

『サザエさん』に登とう場じょうする人ひと々びとは、確たしかに誰だれも歳としを取とらず、不ふ思し議ぎといえば猛もう烈れつに不ふ思し議ぎだ。しかし、さすがにこればかりは、科か学がくの出でる幕まくはないのでは……!?

　そう思おもった筆ひっ者しゃは、せっかくのこの質しつ問もんに答こたえないまま、長ながい歳さい月げつを過すごしてしまった。しかし、そのあいだにさまざまな研けん究きゅうを行おこない、いろいろ経けい験けんを積つんできた。よし、ここらで一いっ発ぱつ、この大だい難なん問もんに挑ちょう戦せんするとしようか。





◆毎まい日にち毎まい日にち愉ゆ快かいなサザエさん！



　公こう式しき設せっ定ていによれば、アニメ『サザエさん』のサザエさんは24歳さい、マスオさんは28歳さい、カツオは11歳さい、ワカメは９歳さい、タラちゃんは３歳さい、波なみ平へいさんは54歳さい、フネさんは50代だい（ご本ほん人にんが年ねん齢れいを教おしえてくださらないらしい）。アニメが始はじまった１９６９年ねん以い来らい、この原げん稿こうを書かいている２０１５年ねんに至いたるまでの46年ねん間かん、ず～っとこの年ねん齢れいだという。

　小しょう説せつやマンガやアニメなどで、劇げき中ちゅうの時じ間かんの流ながれ方かたは、作さく品ひんによって大おおきく違ちがう。手て塚づか治おさ虫む先せん生せいの『火ひの鳥とり 未み来らい編へん』では、生せい命めいの誕たん生じょうから滅めつ亡ぼうまでという気きの遠とおくなるような長ながい時じ間かんが、たった１冊さつのなかで描えがかれた。逆ぎゃくに、バスケットマンガ『ＳＬＡＭスラム ＤＵＮＫダンク』は全ぜん31巻かんもの長ちょう編へんながら、そこで描えがかれたのは４ヵ月げつ間かんの物もの語がたりだ。文ぶん庫こ本ぼんで１５００ページもあるドストエフスキーの小しょう説せつ『罪つみと罰ばつ』も、たった３日か間かんのできごとを克こく明めいに綴つづっている。

　つまり、短たん時じ間かんの物もの語がたりを、長ながい時じ間かんをかけて描えがくのは、文ぶん学がくの表ひょう現げん手しゅ法ほうの１つなのだ。『サザエさん』もこのタイプの物もの語がたりなのでは……!?

　いやいや、そうではないだろう。『サザエさん』では、春はるの放ほう送そうでは春はるの花はなが咲さき、夏なつ休やすみにはカツオが宿しゅく題だいに苦くるしみ、年ねん末まつにはマスオさんが忘ぼう年ねん会かいで酔よっぱらう。つまり、物もの語がたりのなかでは、現げん実じつ世せ界かいと同おなじペースで時じ間かんが流ながれているのだ。なのに、登とう場じょう人じん物ぶつは誰だれも歳としを取とらない。今こ年とし11歳さいのカツオは、来らい年ねんも11歳さい、再さ来らい年ねんも11歳さい、何なん年ねん経たっても11歳さい……。実じつに不ふ思し議ぎである。

　もしかすると、『サザエさん』は、ある年としの１年ねん間かんを、繰くり返かえし描えがいているのだろうか。番ばん組ぐみを見みたところ、２０１５年ねん５月がつ24日かに放ほう送そうされたのは、作さく品ひん[image: ]ナンバー７２７５、７２７６、７２８５の３本ぼん。『サザエさん』が１年ねん間かんの物もの語がたりだとしたら、たった３６５日にちから、これまでに７２００を超こえるエピソードが生うまれたことになる。１日にち平へい均きんなんと20エピソード！　毎まい日にち毎まい日にち、劇げき的てきなできごとが20も起おこるとは、磯いそ野の家けは日に本ほんでいちばん濃のう密みつな日ひ々びを送おくっている一いっ家かであろう。

　家か族ぞく旅りょ行こうに注ちゅう目もくしても、一いっ家かの生せい活かつの濃のう密みつさにますます驚おどろく。磯いそ野の一いっ家かは、過か去こ46年ねん間かんで36ヵ所しょに旅りょ行こうしている。『サザエさん』が「磯いそ野の家けの１年ねん」を描えがいた物もの語がたりだとすると、平へい均きんして10日かに１度どは家か族ぞく旅りょ行こうという極きょく端たんなハイペース！　明あきらかに、旅りょ行こうしすぎの家か族ぞくである。

　ところが、旅りょ行こう先さきを見みると「ある１年ねん間かんの物もの語がたり」という仮か説せつはガラガラと崩くずれる。磯いそ野の家けは70年ねんに大おお阪さか万ばん博ぱく、75年ねんに沖おき縄なわ海かい洋よう博はく、２００５年ねんに愛あい知ち万ばん博ぱくを訪おとずれているのだ。日にち常じょう生せい活かつでも、炊すい飯はん器き、洗せん濯たく機き、冷れい蔵ぞう庫こなどは、いつも東とう芝しばの最さい新しん製せい品ひんを使つかっている。ということは、作さく品ひん世せ界かいのなかでも、やはり現げん実じつと同おなじ46年ねんの月つき日ひが流ながれている……。そう考かんがえるしかないだろう。





◆なぜ歳としを取とらないの？



　時じ間かんは流ながれているのに、磯いそ野の家けの人ひと々びとは変へん化かしない。科か学がく的てきにこれを考かんがえると、カツオやワカメやタラちゃんは「成せい長ちょう」せず、サザエさんたち大人おとなは「老ろう化か」しないことになる。

　まず、成せい長ちょうしない不ふ思し議ぎを考かんがえよう。子こどもが大おおきくなるのは、成せい長ちょうホルモンのおかげだから、カツオたちが成せい長ちょうしないとしたら、成せい長ちょうホルモンが出でていない可か能のう性せいがある。成せい長ちょうホルモンには、炭たん水すい化か物ぶつなどの消しょう費ひを進すすめる働はたらきもあるから、これが出でないと、炭たん水すい化か物ぶつが消しょう費ひされず、身しん長ちょうが伸のびないうえに、横よこにだけドンドン太ふとってしまうかも……。

　一いっ方ぽう、大人おとなたちが老ろう化かしないのは、なぜだろう。大人おとなの体からだも、細さい胞ぼう分ぶん裂れつによっていつも新あたらしく作つくり変かえられている。それが老ろう化かする理り由ゆうには「プログラム説せつ」と「エラー説せつ」の２つがある。

「プログラム説せつ」は、細さい胞ぼうは分ぶん裂れつできる回かい数すうが初はじめから決きまっている、というもの。その回かい数すうに達たっすると、もう新あたらしい細さい胞ぼうは作つくられず、いまある細さい胞ぼうが老ろう化かするだけになる。波なみ平へいさんが老ろう化かしないとすると、彼かれはいつまでも分ぶん裂れつできるという驚きょう異いの細さい胞ぼうを有ゆうすることになるが、だとしたら、なぜ頭あたまのてっぺんに髪かみが１本ぽんだけという、中ちゅう途と半はん端ぱなところで老ろう化かが止とまったのかなあ？

「エラー説せつ」は、細さい胞ぼうはいつも正ただしく分ぶん裂れつできるとは限かぎらず、たまに機き能のうの劣おとる細さい胞ぼうが作つくられる、というもの。これは癌がんの原げん因いんの１つとも考かんがえられている。もし、波なみ平へいさんの細さい胞ぼうがエラーを起おこさないとすれば、波なみ平へいさんは癌がんにもかからないわけで、まことに慶けい賀がの至いたりである。





◆マスオさんは出しゅっ世せできない！



　磯いそ野の一いっ家かが成せい長ちょうも老ろう化かもしなければ、『サザエさん』の世せ界かいはつつがなく保たもたれるのか？

　もちろん、見みた目めが変かわらなくても、誰だれでも誕たん生じょう日びが来きたら、年ねん齢れいは自じ動どう的てきに１つ加か算さんされる。タラちゃんにしても、「タマがいないでしゅ」などと泣なきべそをかいていようといまいと、46年ねんも経たてば、年ねん齢れいは49歳さいになっているはずなのだ。あれで49歳さい！　なんだか怖こわいな、それ。

　しかし、『サザエさん』の世せ界かいでは、あくまで見みた目めが重じゅう視しされるのか、学がっ校こうがカツオやワカメを進しん級きゅうさせる気け配はいはない。カツオは、はるか昔むかしから５年ねん３組くみ。しかも、花はな沢ざわさんとは席せきがずっと隣となり同どう士し。46年ねんもいっしょだと、もう熟じゅく年ねん夫ふう婦ふも同どう然ぜんだと思おもう。

　このような世せ界かいには、気きの毒どくな人ひとたちも出でてくる。伊い佐さ坂さか先せん生せいの息むす子この甚じん六ろくさんは、85年ねんに磯いそ野の家けの隣となりに引ひっ越こしてきて以い来らい、ずっと浪ろう人にん生せい。少すくなくとも30浪ろう！　マスオさんは46年ねん間かんず～っと係かかり長ちょう。もはや出しゅっ世せは望のぞめないでしょうなあ。

　う～む。磯いそ野の家けの人ひと々びとの年ねん齢れい問もん題だいは、結けっ局きょくまったく解かい決けつ不ふ能のう。このままいくと、どうなるんだろう？　ある日ひ、止とまっていた磯いそ野の家けの時じ間かんが、突とつ然ぜん流ながれ始はじめて、みんな浦うら島しま太た郎ろうのように一いっ気きに老ろう人じん化かするとか……。いや、それはそれで怖こわいから、磯いそ野の家けの皆みなさんは、いつまでもいまのままでいてください。
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　これまでの『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』でも、１９７０年ねん代だいに放ほう送そうされたヒーロー番ばん組ぐみにおける「悪あくの秘ひ密みつ結けっ社しゃの作さく戦せん」をいろいろ検けん証しょうしてきた。それらの原げん稿こうを書かきながら気きづいたのは、悪あくの作さく戦せんはスケールに大おおきな差さがあるなあ、ということだ。四し国こくを空くう母ぼにしようと画かく策さく（そんな計けい画かくを立たてた悪あくの組そ織しきがあったのだ）する一いっ方ぽうで、幼よう稚ち園えんバスを襲しゅう撃げきしたりしている。どちらも目め指ざすは世せ界かい征せい服ふく。同おなじ目もく標ひょうに対たいして、なぜやることがそこまで違ちがう!?

『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん②』では「富ふ士じ山さん爆ばく発はつ！　東とう京きょうフライパン作さく戦せん」というスケールの大おおきい作さく戦せんを紹しょう介かいしたので、今こん回かいはその逆ぎゃくの、スケールの小ちいさな作さく戦せんを取とり上あげよう。

『キカイダー01』でシャドウが実じっ行こうした「郵ゆう便びん局きょく乗のっ取とり作さく戦せん」と、『人じん造ぞう人にん間げんキカイダー』でダークが画かく策さくした「科か学がく者しゃの婚こん約やく者しゃ殺さつ害がい計けい画かく」だ。あまりにスケールが小ちいさくて、ひとつだけだと２ページくらいで終おわっちゃうから、２本ほん連れん続ぞくで紹しょう介かいしましょー。





◆ニセの手て紙がみで世せ界かいを混こん乱らんさせる！



『キカイダー01』の世せ界かい大だい犯はん罪ざい組そ織しきシャドウが実じっ行こうした「郵ゆう便びん局きょく乗のっ取とり作さく戦せん」。その内ない容ようは、次つぎのとおりであった。



①松まつ山やま町ちょう郵ゆう便びん局きょくを襲しゅう撃げきして閉へい鎖ささせる

②近ちかくの荒あれ地ちに、新あらたな松まつ山やま町ちょう郵ゆう便びん局きょくを作つくる

③手て紙がみの内ない容ようを書かき換かえて、配はい達たつする





　作さく戦せんを立たてたハカイダーによれば「本ほん物ものの手て紙がみを破やぶり捨すて、ニセの手て紙がみを配はい達たつし、人にん間げんの信しん頼らい感かんをズタズタにし、世せ界かいを大だい混こん乱らんに陥おとしいれる」のだという。

　なるほど、確たしかにひどい犯はん罪ざいだ。刑けい法ほうや郵ゆう便びん法ほうなどの法ほう律りつにも違い反はんしまくりだし、請せい求きゅう書しょや契けい約やく書しょなどを書かき換かえたりすれば社しゃ会かいは大だい混こん乱らんに陥おちいるに違ちがいない。

　とはいえ、手て紙がみの内ない容ようを書かき換かえるというのは、大たい変へんではないか？　まず、本ほん物ものの手て紙がみを読よんで用よう件けんを理り解かいし、差さし出だし人にんと受うけ取とり人にんの人にん間げん関かん係けいや近きん況きょうを把は握あくしなければならない。そのうえで、筆ひっ跡せきを忠ちゅう実じつにマネてニセの手て紙がみを書かく必ひつ要ようがある。当とう時じの手て紙がみはほとんどが手て書がきだったから、モノスゴク手て間まがかかったでしょうな～。

　さらに、請せい求きゅう書しょや契けい約やく書しょなど重じゅう要ような文ぶん書しょには印いん鑑かんが押おされている。これも偽ぎ造ぞうしたのだろうが、印いん鑑かんの偽ぎ造ぞうは筆ひっ跡せきのマネより大たい変へんだったのでは……。

　量りょうの面めんでも問もん題だいだ。番ばん組ぐみが放ほう送そうされた１９７３年ねん、全ぜん国こくの郵ゆう便びん局きょくはおよそ２万まん１千せん局きょく。集しゅう配はいされた郵ゆう便びん物ぶつは１年ねん間かんで１４０億おく通つう。１局きょくあたり１日にち平へい均きん１８００通つうである。右みぎのような作さ業ぎょうには、１通つうあたり１時じ間かんはかかるのではないか。すると24時じ間かん体たい制せいでも76人にんもの人じん員いんが必ひつ要ようだ。

　さて、これほど苦く労ろうして、期き待たいした成せい果かは得えられたのだろうか？





◆えっ、意い外がいに効こう果かがあった!?



　劇げき中ちゅう、松まつ山やま町ちょうでは、あちこちで言いい争あらそいが起おきていた。

　公こう園えんで若わかい男だん女じょが「この手て紙がみは何なんだ！」「あなたの手て紙がみこそ何なによ！」「君きみはちっとも僕ぼくのことをわかっていないんだ！」「最さい低ていよ。少すこしぐらい財ざい産さんがあると思おもってのぼせないで！」。

　路ろ上じょうで女じょ性せい２人ふたりが「支し店てん長ちょうの奥おくさん、よくこんな手て紙がみをくださいましたわね」「お宅たくこそ何なんですか、上うわ役やくの妻つまに向むかってこの手て紙がみは。こんなことだからお宅たくのご主しゅ人じんは出しゅっ世せできないんです」「そりゃ主しゅ人じんはダメでも、うちの子こどもはオール５です。お宅たくのお子こさんなんかオール３のくせに」「まあ～っ、悔くやしい！」。

　うひょ～っ、見み事ごとにだまされてるじゃないか、松まつ山やま町ちょうの人ひと々びと！

　などとうっかり感かん心しんしてしまうが、町ちょう内ないでの諍いさかいは起おこせても、これが日に本ほん規き模ぼ、世せ界かい規き模ぼの混こん乱らんに拡かく大だいしていくのはいつの日ひだろう？　たとえば、日に本ほん全ぜん国こくを大だい混こん乱らんに陥おとしいれるには、少すくなくとも全ぜん国こくの郵ゆう便びん局きょくの１割わりを乗のっ取とり、同おなじような作さく戦せんを実じっ行こうする必ひつ要ようがあるだろう。その場ば合あい、手て紙がみを捏ねつ造ぞうするのに必ひつ要ような人じん員いんは16万まん人にん！

　それだけの手て下したがいるなら、郵ゆう便びん業ぎょう務むなど放ほうっておいて、全ぜん員いんでキカイダー01を袋ふくろ叩だたきにするのが世せ界かい征せい服ふくへの近ちか道みちだと、筆ひっ者しゃは思おもう。

　劇げき中ちゅうではその後ご、キカイダー01によってニセ松まつ山やま町ちょう郵ゆう便びん局きょくが破は壊かいされ、シャドウの夢ゆめは露つゆと消きえていた。ほらね、まずはヒーローを倒たおそうよ。





◆スケールの小ちいさい作さく戦せん[image: ]ナンバー１は？



　町ちょう内ないのモメごとを招まねいた「郵ゆう便びん局きょく乗のっ取とり作さく戦せん」よりも、さらにスケールの小ちいさい作さく戦せんがある。『人じん造ぞう人にん間げんキカイダー』の第だい23話わ「キイロアリジゴク三さん兄きょう弟だい見けん参ざん！」で展てん開かいされた「加か藤とうアヤ子こ殺さつ害がい計けい画かく」だ。

　物もの語がたりの冒ぼう頭とうで、悪あくの秘ひ密みつ結けっ社しゃダークを率ひきいるプロフェッサー・ギルが、女じょ性せいの顔かお写じゃ真しんを映うつし出だしながら、オドロオドロしげに説せつ明めいする。

「加か藤とうアヤ子こ。この女おんなは明あ日す、ヨーロッパから帰かえってくるロボット工こう学がくの若わか手て助じょ教きょう授じゅ・横よこ井い川がわ久ひさ晴はると結けっ婚こん式しきを挙あげる。２人ふたりは５年ねん越ごしの恋こいをしていた……」。

　５年ねん越ごしの恋こい！　そんな言こと葉ばが、悪あくの科か学がく者しゃの権ごん化げのようなギル教きょう授じゅの口くちから出でてこようとは思おもわなかったが、世せ界かい征せい服ふくを狙ねらうダークは、若わかい科か学がく者しゃの恋れん愛あい事じ情じょうまで把は握あくしているのか。すごい情じょう報ほう収しゅう集しゅう力りょくだ。驚おどろきながら見みていると、ギルはこう続つづける。

「横よこ井い川がわ助じょ教きょう授じゅは、このアヤ子ことの結けっ婚こんによって、今こん後ごますます研けん究きゅうに力ちからを注そそぐことだろう。将しょう来らいは光こう明みょう寺じに匹ひっ敵てきするロボット工こう学がくの第だい一いち人にん者しゃになることは、ほぼ間ま違ちがいない」。

　ほう。結けっ婚こんすると、研けん究きゅうに力ちからを注そそぐ。顔かおに似に合あわず、前まえ向むきな結けっ婚こん観かんですな。だったらあんたも結けっ婚こんすれば、世せ界かい征せい服ふくも少すこしは近ちかづくんじゃないか。だが、ギルは自みずからを省かえりみることなく、計けい画かくを発はっ表ぴょうした。

「明あ日すの結けっ婚こんを中ちゅう止しさせる。加か藤とうアヤ子こを殺ころすのだ！」。

　えーっ、結けっ婚こんを阻そ止しするために婚こん約やく者しゃを殺ころす!?　いずれダークの敵てきになるのは横よこ井い川がわ助じょ教きょう授じゅなんだから、殺ころすとしたらそっちじゃないの？
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　だが、命めい令れいは下くだされた。ギルの手て下したのロボット・アンドロイドマンがアヤ子こさんを追おい回まわし、キイロアリジゴクが待まち構かまえるアリ地じ獄ごくに落おとす！　そこに、ボクらの人じん造ぞう人にん間げんキカイダーが現あらわれ、アヤ子こさんを逃にがすと、キイロアリジゴクはこう恫どう喝かつする。「キカイダー、加か藤とうアヤ子この明あ日すの結けっ婚こん式しきを中ちゅう止ししろ。さもないと、加か藤とうアヤ子この命いのちは必かならずもらうぞ」。

　おいっ、なんかビミョ～に計けい画かくが変かわってないか？　アヤ子こさんを殺ころすとか言いってたのに、もはや「結けっ婚こん式しきの中ちゅう止し」が目もく的てきになっているぞ。

　そもそも、キカイダーは２人ふたりの結けっ婚こんには何なんの関かん係けいもないし、横よこ井い川がわ助じょ教きょう授じゅがアヤ子こさんとの結けっ婚こんをあきらめたからといって、彼かれがロボット工こう学がくの研けん究きゅうをあきらめるとは限かぎらんだろう。いずれ新あたらしい恋こい人びとができて、その人ひとと結けっ婚こんしたら、ますます研けん究きゅうに力ちからを注そそぐ……。やっぱり本ほん人にんに手てを下くださない限かぎり、問もん題だいは解かい決けつしないと思おもうが。

　ダークの健けん闘とうも空むなしく、ついに結けっ婚こん式しきが始はじまる。丘おかの上うえの教きょう会かいで、新しん郎ろう新しん婦ぷを待まつ神しん父ぷ。その正しょう体たいはキイロアリジゴクだった。いよいよ水みず際ぎわ作さく戦せんかい！　だが、味み方かたもさるもの、新しん郎ろう新しん婦ぷにはキカイダーとその仲なか間まが化ばけていた。キカイダーはキイロアリジゴク３兄きょう弟だいを倒たおし、結けっ婚こん式しきはつつがなく執とり行おこなわれたのだった。

　ああ、これは本ほん当とうに情なさけない。ダークはロボットを３体たいも投とう入にゅうして、結けっ婚こん式しきの邪じゃ魔まさえできなかったのである。そんな連れん中ちゅうが世せ界かい征せい服ふく？　無む理りだと思おもうなあ。

　シャドウもダークも、子こどもの頃ころの筆ひっ者しゃに「この世よに悪あくは栄さかえない」と教おしえてくれた。おかげで筆ひっ者しゃは、悪あくの道みちに入はいらずに済すんだのかも。人じん生せいの師しとも仰あおぐべき、悪あくの秘ひ密みつ結けっ社しゃであった。
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　大だいヒットしている『進しん撃げきの巨きょ人じん』は恐おそろしいマンガである。……って、前ぜん作さく『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん④』で、この作さく品ひんを取とり上あげたときも、同おなじ書かき出だしだったなあ。プロの書かき手てとして、いかがなものかと思おもうものの、本ほん当とうに怖こわいんだもん、このマンガ！

　いったい何なにが、そんなに怖こわいのか。巨きょ人じんは大おおきいだけで、火ひも光こう線せんも出ださないし、空そらも飛とばないし、おまけに全ぜん裸らじゃん！　オチンチンもないじゃん！

　いやいや、その恐きょう怖ふの源みなもとは、もちろん人にん間げんを食たべること。それに加くわえて、「驚きょう異いの再さい生せい能のう力りょく」がオソロシイと筆ひっ者しゃは思おもいます。

　巨きょ人じんは、うなじの肉にくをそぎ落おとされない限かぎり、体からだのどこを破は壊かいされても、たちまち再さい生せいする。なにしろ、頭あたまを大たい砲ほうで吹ふき飛とばされても、１～２分ふんで元もとどおりになるのだ。それっていったい、どんな生せい物ぶつだ!?





◆細さい胞ぼう分ぶん裂れつがモーレツに速はやい！



　再さい生せい再さい生せいとおびえているが、人にん間げんも再さい生せい能のう力りょくを持もっている。たとえば、皮ひ膚ふが傷きずついても、１週しゅう間かんから10日かで傷きずはふさがる。骨こっ折せつしても、折おれた部ぶ分ぶんを接せっ触しょくさせて固こ定ていしていれば、２週しゅう間かんから１ヵ月げつでつながって、折おれる前まえよりもかえって強つよくなる。

　これが可か能のうなのは、細さい胞ぼう分ぶん裂れつのおかげだ。人にん間げんの体からだを作つくる細さい胞ぼうは、１つが１００分ぶんの１mmほどの大おおきさで、体たい重じゅう１kgあたり１兆ちょう個こある。ケガをすると、傷きず口ぐちのまわりの細さい胞ぼうが、１個こが２個こに、２個こが４個こに、８個こに、16個こに……と倍ばい々ばいで増ふえていって、傷きず口ぐちをふさいでくれるのだ。

　巨きょ人じんがたちまち再さい生せいできるのも、同おなじように細さい胞ぼう分ぶん裂れつによるもの、と考かんがえるのが自し然ぜんだろう。

　ただし、彼かれらは再さい生せいのスピードが半はん端ぱではない！

　人にん間げんの皮ひ膚ふが再さい生せいするのに10日かかかるとすると、それは２４０時じ間かん＝１万まん４４００分ぷんだ。これに対たいして、巨きょ人じんは頭とう部ぶが吹ふき飛とばされても、２分ふんもあれば元もとに戻もどる。単たん純じゅんに比ひ較かくすると、巨きょ人じんの細さい胞ぼう分ぶん裂れつは人にん間げんの７２００倍ばいも速はやいことになる。

　７２００倍ばいというのは、大たい変へんな違ちがいである。たとえば、人にん間げんが普ふ通つうに歩あるく速はやさは時じ速そく４kmだが、その７２００倍ばいとは時じ速そく２万まん８８００km＝マッハ24。国こく際さい宇う宙ちゅうステーションよりやや速はやく、地ち球きゅうを83分ぷんで１周しゅうするという猛もう烈れつなスピードだ。つまり、巨きょ人じんの細さい胞ぼうは、人にん間げんの細さい胞ぼうよりはるかに優ゆう秀しゅうなのである。うげげげげ。





◆ここはどこ？　私わたしは誰だれ？



　厄やっ介かいなのは、再さい生せいのスピードが速はやいうえに、全ぜん身しんのどこを損そん傷しょうしても再さい生せいすることだ。

　人にん間げんの体からだで再さい生せいできるのは、皮ひ膚ふや骨ほねや筋きん肉にくや血けっ管かんなど、単たん純じゅんなつくりの場ば所しょに限かぎられる。指ゆびや手て足あしを切きり落おとしたりすると、再さい生せいしない。

　これは指ゆびや手て足あしが、骨ほね、筋きん肉にく、皮ひ膚ふ、脂し肪ぼう、血けっ管かん、神しん経けいでできた複ふく雑ざつな構こう造ぞうをしているためだ。手て足あしが再さい生せいするには、すべての部ぶ分ぶんが、他ほかと調ちょう和わしながら元もとどおりになる必ひつ要ようがある。もちろん、人にん間げんの体からだには、そうした機き能のうは備そなわっていない。

　また、神しん経けいも、手て足あしなどに比くらべれば単たん純じゅんなつくりだが、再さい生せいはしない。神しん経けいは母はは親おやの胎たい内ないにいるあいだに、細さい胞ぼう分ぶん裂れつする能のう力りょくを失うしなうのだ。これは人にん間げんにとって、残ざん念ねんなことのように思おもえるが、決けっしてそうではない。

　脳のうは、神しん経けいの集あつまりだから、もし神しん経けいが細さい胞ぼう分ぶん裂れつしようものなら、脳のうも日ひ々び変へん化かしてしまう。すると、せっかく覚おぼえた公こう式しきも、歴れき史しの年ねん号ごうも、人ひとにおカネを貸かした記き憶おくさえも、どこかへ行いってしまう！　神しん経けいが細さい胞ぼう分ぶん裂れつしないからこそ、われわれは記き憶おくを保たもつことができるし、自じ分ぶんが自じ分ぶんであり続つづけられるのだ。

　ところが、巨きょ人じんはアタマを吹ふっ飛とばされても、たちまち再さい生せいする。これは脳のうまで細さい胞ぼう分ぶん裂れつするということだろうから、もうどう理り解かいしていいのかよくわからん。再さい生せいした脳のうには、破は壊かいされる前まえの記き憶おくはないはずで、よみがえった巨きょ人じんは「ここはどこ!?　私わたしは誰だれなの!?」状じょう態たいになっているのではないかと思おもう。

　まあ、あのヒトたちは人にん間げんを食たべることしかアタマになく、自じ分ぶんが誰だれなのかにも興きょう味みはなさそうだから、特とくに困こまらないのかもしれないが。





◆イモリと巨きょ人じんはどっちがすごい？



　だが、再さい生せい能のう力りょくが高たかいということは、生せい物ぶつとして「原げん始し的てき」ということでもある。

　自し然ぜん界かいでは、原げん始し的てきな動どう物ぶつほど、体からだのつくりが単たん純じゅんで、細さい胞ぼうの種しゅ類るいも少すくないため、高たかい再さい生せい能のう力りょくを持もっている。

　たとえばトカゲは、ネコなどに尻しっ尾ぽを押おさえつけられると、自みずから尻しっ尾ぽを切きって逃にげる。「自じ切せつ」と呼よばれる行こう動どうで、時じ間かんが経たつと皮ひ膚ふ、筋きん肉にく、脂し肪ぼうなどが再さい生せいする。トカゲは、われわれ哺ほ乳にゅう類るいより原げん始し的てきなは虫ちゅう類るいなので、再さい生せい能のう力りょくが高たかいのだ。

　それでも、骨ほねまでは再さい生せいせず、代かわりに軟やわらかい軟なん骨こつができる。また、自じ切せつして再さい生せいできる場ば所しょは決きまっていて、人にん間げんにナイフなどで無む理りやり勝かっ手てな場ば所しょを切きられると、再さい生せいしない。

　ところが巨きょ人じんは、大たい砲ほうで全ぜん身しんのどこを吹ふき飛とばされても、平へい然ぜんと骨ほねまで元もとどおりになる。再さい生せい能のう力りょくは、トカゲよりたくましい。これすなわち、トカゲより原げん始し的てきということだ。

　トカゲ（は虫ちゅう類るい）よりも原げん始し的てきなイモリ（両りょう生せい類るい）は、足あしや尻しっ尾ぽを切きられても完かん全ぜんに再さい生せいする。だが、頭とう部ぶや胴どう体たいを切せつ断だんされると、さすがに再さい生せい不ふ能のう。ということは、巨きょ人じんの再さい生せい能のう力りょくはイモリの追つい随ずいすら許ゆるさない。イコール原げん始し的てきってことですなあ。

　再さい生せい能のう力りょくにおいて、ボクらの巨きょ人じんをも上うわ回まわるのは、ヒドラやプラナリアである。

　ヒドラは体たい長ちょう１cmほどで、クラゲやイソギンチャクの仲なか間まだ。この原げん始し的てきな動どう物ぶつは、排はい泄せつ物ぶつを口くちから出だす。つまり、口くちと肛こう門もんが共きょう用ようになっている！　うーむ……。

　プラナリアは体たい長ちょう３cm前ぜん後ごで、ギョウチュウやサナダムシの仲なか間ま。こちらは、肛こう門もんに当あたる場ば所しょがない。で、どうするかというと、排はい泄せつ物ぶつは全ぜん身しんの細さい胞ぼうからニジミ出でる！　むむむむむ！

　もう気きが遠とおくなりそうなほど原げん始し的てきだが、それだけに再さい生せい能のう力りょくも驚きょう異い的てきだ。どちらも体からだのどこをどう切せつ断だんされても再さい生せいし、切きられた破は片へんが、すべて１匹ぴき１匹ぴきのヒドラやプラナリアになる。プラナリアは１００分ぶんの１、ヒドラは２００分ぶんの１に切きり刻きざまれた破は片へんから、全ぜん身しんが再さい生せいした例れいがあるという。

　さすがの巨きょ人じんにも、ここまでのスーパー再さい生せい能のう力りょくはない。口くちからウンコを出だすほど原げん始し的てきなわけではないし。

　だが、もし巨きょ人じんにヒドラやプラナリアなみの再さい生せい能のう力りょくがあったら、大たい変へんなことになっていた。大たい砲ほうでぶっ飛とばした破は片へんが、すべてウネウネウヨウヨと巨きょ人じんになる。キモチ悪わるい！　で済すめば、まだ幸しあわせだ。攻こう撃げきすればするほど、敵てきが増ぞう殖しょくしていくのだから、人じん類るいにまったく勝かち目めはない。巨きょ人じんの再さい生せい能のう力りょくがプラナリアなどに及およばないのは、本ほん当とうに不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいである。

　以い上じょうのことから、代だい表ひょう的てきな動どう物ぶつたちの再さい生せい能のう力りょくは高たかい順じゅんにこうなる。

　　プラナリア＞巨きょ人じん＞イモリ＞トカゲ＞ヒト

　もちろん、前まえのものほど原げん始し的てきということだ。イモリとプラナリアのあいだぐらい原げん始し的てきであるはずなのに、ヒトと同おなじような姿すがたをしている巨きょ人じんには、もはや科か学がく的てきに感かん服ぷくするしかありません。

　やっぱりホントに怖こわいです、あの巨きょ人じんたち。次つぎも同おなじ書かき出だしをしちゃうんだろうな～。
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　これはもうホントーに不ふ思し議ぎ。筆ひっ者しゃだけでなく、『ちびくろサンボ』のお話はなしを知しっている人ひとなら全ぜん員いん、一いち度どは頭あたまの周しゅう囲いに「？？？」が渦うず巻まいたであろう大だい問もん題だいだ。

　４頭とうの虎とらが木きのまわりをぐるぐる回まわりながら走はしっているうち、やがて溶とけてバターになった！　いったいなぜ!?　バターと虎とらって、色いろが似にてるだけじゃないの!?

　まずは、『ちびくろサンボ』のお話はなしをおさらいしよう。

　お母かあさんに赤あかい上うわ着ぎと青あおいズボンを作つくってもらい、お父とうさんに緑みどり色いろの傘かさと紫むらさき色いろの靴くつを買かってもらったサンボは、ジャングルへ散さん歩ぽに出でかけた。

　すると虎とらがやってきて、サンボを食たべようとする。サンボは「上うわ着ぎをあげるから食たべないで」と懇こん願がんして許ゆるされ、虎とらは「これで俺おれはジャングルでいちばん立りっ派ぱな虎とらだ」と喜よろこんで去さっていく。

　ところが、その後ごも次つぎから次つぎへ虎とらが現あらわれ、同おなじような交こう渉しょうの結けっ果か、サンボはズボンも傘かさも靴くつも失うしなってしまう。

　サンボが泣なきながら歩あるいていくと、先さきほどの４頭とうの虎とらたちが「誰だれがいちばん立りっ派ぱか!?」で争あらそっている。やがて、上うわ着ぎもズボンも傘かさも靴くつも振ふり捨すてて、木きのまわりをぐるぐる回まわり始はじめる４頭とうの虎とら！　サンボはその隙すきにすべてを取とり戻もどし、虎とらたちはあんまり速はやく走はしったので、溶とけてバターになってしまう。お母かあさんがそのバターでホットケーキを焼やいて、お母かあさんは27枚まい、お父とうさんは55枚まい、サンボは１６９枚まい食たべましたとさ。

　う～む、そうか。サンボ一いっ家かは虎とらが変へん化かしたバターで作つくったホットケーキを、確たしかに食たべたというのか。すると、虎とらがバターになったという話はなしは、劇げき中ちゅうの事じ実じつと考かんがえていいのだろう。

　しかしこれ、科か学がくで解かい決けつするには、あまりにムズカシイ問もん題だいではないかなあ。





◆バターの作つくり方かた教きょう室しつ



　そもそも、バターとはいかにして作つくられるのか。バターの原げん材ざい料りょうはミルク。作つくり方かたを調しらべると、次つぎのとおりだ。



①ミルクを遠えん心しん分ぶん離り機きにかけ、ぐるぐる回かい転てんさせる。すると、生なまクリームと水みずに分ぶん離りする。水みずは外そと側がわに、水みずより軽かるい生なまクリームは中ちゅう心しん部ぶに集あつまる。

②生なまクリームだけを取とり出だして別べつの容よう器きに入いれ、激はげしく振ふる。やがて、さらに脂し肪ぼうと水すい分ぶんに分わかれるので、脂し肪ぼうだけを取とり出だすと、それがバターだ。

③お好このみに応おうじて塩しおを加くわえて、できあがり！





　な～るほど、バターの製せい造ぞうには、回かい転てんが不ふ可か欠けつなわけだ。ということは、木きのまわりをぐるぐる回かい転てんしていた虎とらたちがバターになったのも理りに適かなった話はなしで……いや、待まて待まて、本ほん質しつを見み失うしなってはならん。回まわってバターになるのは、ミルクであって、虎とらではない！

　つまり、虎とらがバターになるには、その前ぜん段だん階かいとしてミルクになる必ひつ要ようがあるわけだ。残ざん念ねんながら、どうすれば虎とらがミルクになるかは、いくら調しらべてもわからなかった。虎とらに限かぎらず、われわれ人にん間げんも犬いぬも猫ねこも、ミルクを飲のんで成せい長ちょうするが、だからといってその逆ぎゃくは起おこらない。生せい物ぶつの成せい長ちょうは、後あと戻もどりができないのだ。

　だが、話はなしをここで終おえてしまったのでは、『ちびくろサンボ』の有ゆう名めいなナゾは、謎なぞのまま永えい遠えんに残のこる。少すこしでも検けん証しょうを進すすめるために、ここでは虎とらがぐるぐる走はしり回まわることによって、毛け皮がわに包つつまれた肉にく体たいが、なぜかミルクになってしまったと仮か定ていして、その先さきを考かんがえよう。





◆特とっ急きゅう電でん車しゃなみのスピードでぐるぐる！



　さて、虎とらがミルクになりました。このミルクを生なまクリームと水みずに遠えん心しん分ぶん離りさせるためには、どれほどの勢いきおいで回かい転てんさせればいいのだろうか。

　ネットで調しらべてみると「回かい転てん直ちょっ径けい90mm、毎まい秒びょう15回かい転てんで１分ぷん」とあった。ここから計けい算さんすると、ミルクを生なまクリームと水みずに分ぶん離りさせるための遠えん心しん力りょくは、重じゅう力りょくの41倍ばい！

　これは大たい変へんな回かい転てんだ。自じ転てん車しゃのタイヤに同おなじ遠えん心しん力りょくを発はっ生せいさせるには、ペダルを１秒びょうに２・８回かい転てんさせなければならない。そこで筆ひっ者しゃは自じ転てん車しゃを逆さかさにして、スポークに牛ぎゅう乳にゅうを入いれた容よう器きを固こ定ていし、毎まい秒びょう15回かい転てんで回まわしてみたのだが、たった20秒びょうでギブアップ！　牛ぎゅう乳にゅうは、まったく分ぶん離りに至いたりませんでした。モノスゴク頑がん張ばったのに……。

　それなのに虎とらたちは、自みずからの足あしで走はしって、重じゅう力りょくの41倍ばいの遠えん心しん力りょくを生うみ出だしたというのだ。いったいどんなスピードで走はしったのか？

　それは、虎とらたちが作つくった円えんの大おおきさから計けい算さんできる。物もの語がたりの描びょう写しゃによれば、虎とらたちは互たがいを食たべようとして、それぞれ前まえの虎とらの尻しっ尾ぽをくわえて走はしったという。インドに棲すむベンガルトラは、最もっとも大おおきい個こ体たいで、体たい長ちょう２・８ｍ、尾おの長ながさ95cm。仮かりに、尻しっ尾ぽの先せん端たんから15cmのあたりをくわえていたとすれば、円えん周しゅう14・４ｍ、直ちょっ径けい４・６ｍの円えんを描えがいて走はしったことになる。

　これで重じゅう力りょくの41倍ばいの遠えん心しん力りょくを生うむ速そく度どとは、時じ速そく１０９kmだ！　陸りく上じょう動どう物ぶつ最さい速そくのチーターが時じ速そく１１３kmといわれるが、これは直ちょく線せんを走はしったときのスピードだ。直ちょっ径けい４・６ｍとは、公こう園えんにあるジャングルジムのまわりをぐるぐる回まわるようなもの。それで特とっ急きゅう電でん車しゃなみの時じ速そく１０９kmを出だすとは、恐おそるべき脚きゃく力りょくである。

　しかも、この円えん軌き道どうを保たもつには、相そう当とうな苦く労ろうをしたはずだ。ベンガルトラの体たい重じゅうは、最さい大だいで３００kg。その41倍ばいということは、１頭とうの虎とらには12ｔの遠えん心しん力りょくが働はたらいたことになる。これに足あしの力ちからだけで耐たえるのはほぼ不ふ可か能のうで、虎とらたちが回まわっていられたのは、それぞれ前まえの虎とらの尻しっ尾ぽをくわえていたからだろう。

　それでも、虎とらたちは８ｔの力ちからで尻しっ尾ぽをくわえていなければならない。それはインドゾウ１・５頭とうを口くちで引ひっ張ぱり上あげるほどの力ちからだ！

　その力ちからに耐たえられず、尻しっ尾ぽから口くちを離はなしたり、尻しっ尾ぽがチギレたりしたら、虎とらたちは円えん軌き道どうから外はずれてまっすぐ突つっ走ぱしってしまうことになる。するともはや遠えん心しん力りょくは働はたらかず、バターへの道みちは閉とざされる……。

　虎とらがバターとなるには、これほどの苦く労ろうがあったのだ。サンボ一いっ家かは、喜よろこび勇いさんで大たい量りょうのホットケーキを味あじわったが、虎とらたちの汗あせと涙なみだの結けっ晶しょうだけに、さぞやおいしかったことだろう。

　とはいえ、１人ひとりで１６９枚まいのホットケーキを平たいらげるとは、明あきらかに食たべすぎだ。ホットケーキ１枚まいが１００ｇとしても、体たい重じゅうが一いっ気きに17kgも増ふえた計けい算さんになる。そんなに太ふとってしまったら、せっかく取とり戻もどした上うわ着ぎやズボンも着きられないと思おもうぞ。
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　巨きょ大だいな水みず柱ばしらを風かぜで押おし戻もどす！　これだけ聞きくと、どれだけ凄せい絶ぜつな戦たたかいが繰くり広ひろげられているのか!?　と思おもうだろう。

　だが、これは『マギ』の物もの語がたりで描えがかれた「魔ま法ほうのお手て合あわせ」の１シーンにすぎない。お手て合あわせしたのは、シンドリア王おう国こくの王おう・シンドバッドと、彼かれに密ひそかな想おもいを寄よせる煌こう帝てい国こくの第だい八はち皇こう女じょ・練れん紅こう玉ぎょくだ。

　お手て合あわせが始はじまると、シンドバッドの偉い大だいな力ちからを目まの当あたりにして、紅こう玉ぎょくは顔かおを赤あからめて喜よろこぶ。そして彼かれに促うながされ、極きょく大だい魔ま法ほうである「水神召海ヴァイネル・ガネッザ」を披ひ露ろうする。それは、海かい面めんを山さん脈みゃくのように盛もり上あげ、超ちょう巨きょ大だいな水みず柱ばしらを出しゅつ現げんさせる魔ま法ほうだった！

　このままでは、水みず柱ばしらが崩くずれ、島しま国ぐにであるシンドリア王おう国こくは大おお波なみに吞のみ込こまれてしまう。そこでシンドバッドは、「風裂斬フォラーズ・ゾーラ」という魔ま法ほうで、両りょう手てから猛もう烈れつな風かぜを放はなち、巨きょ大だいな水みず柱ばしらを跡あと形かたもなく吹ふき飛とばしたのだった。

　あの～、お手て合あわせなのにやりすぎじゃないスかね～。島しま国ぐに１つを吞のみ込こむほどの水みず柱ばしらを出しゅつ現げんさせる紅こう玉ぎょくもムチャだが、それを手てから出だした風かぜで吹ふき飛とばしたシンドバッドの返かえし技わざも、かなり危き険けんではないか。お熱あつい２人ふたりのお手て合あわせを、ぜひとも冷れい静せいに見みてみよう。





◆ヘタしたら国くにが滅ほろぶ！



　まず、紅こう玉ぎょくが出しゅつ現げんさせた水みず柱ばしらである。とてつもなく大おおきな水みず柱ばしらだったが、波は頭とうの高たかさはどれほどだったのか？

　お手て合あわせは、シンドリア王おう国こくの宮きゅう殿でんの中なか庭にわで始はじまった。空くう中ちゅうを舞まう２人ふたりは、激はげしい応おう酬しゅうを続つづけながら、いつしか海かい上じょうへ出でる。そこで紅こう玉ぎょくは水神召海ヴァイネル・ガネッザを炸さく裂れつさせたのだが、これで出しゅつ現げんした水みず柱ばしらは、宮きゅう殿でんが小ちいさく見みえるほどの大おおきさだった。

　シンドリア王おう国こくの宮きゅう殿でんは、世せ界かい遺い産さんに登とう録ろくされているイスラム建けん築ちく「アヤ・ソフィア大だい聖せい堂どう」と形かたちが似にている。そこでシンドリア宮きゅう殿でんがアヤ・ソフィア大だい聖せい堂どうと同おなじ規き模ぼだと仮か定ていすれば、中ちゅう央おうにあるドームは高たかさ56ｍ、直ちょっ径けい31ｍほどということになる。

　この宮きゅう殿でんと比ひ較かくして計けい算さんすると、水みず柱ばしらの高たかさは２４３ｍ！　東とう京きょう都と庁ちょう第だい一いち本ほん庁ちょう舎しゃとピッタリ同おなじであり、東とう京きょうタワーの３分ぶんの２を超こえる。左さ右ゆうの幅はばは１４６ｍで、奥おく行ゆきは73ｍ。それだけの水みずの体たい積せきは、およそ２１０万まん[image: ]、重じゅう量りょうは２１０万まんｔだ！

　これが迫せまるとき、シンドバッドが風裂斬フォラーズ・ゾーラの魔ま法ほうを発はつ動どうしなかったら、どうなっていたか？

　高たかさ２４３ｍの水みず柱ばしらがその場ばで崩くずれたとすると、水みずは時じ速そく１８０kmというものすごい速はやさで周しゅう囲いに広ひろがっていく。直ちょく撃げきされたシンドリア王おう国こくの街まちは、一いっ瞬しゅんにして壊かい滅めつしただろう。おいっ、お手て合あわせで国くにが洗あらい流ながされたら、どうするつもりだったんだ、あんたたち!?





◆そこに当あてたらマズイよ



　しかし、国くにを愛あいするシンドバッドは、風裂斬フォラーズ・ゾーラで水みず柱ばしらを跡あと形かたもなく吹ふき飛とばした。この風かぜの魔ま法ほうは、どれほどの威い力りょくがあったのだろうか？

　計けい算さんしてみると、水みず柱ばしらはわずか７秒びょうで崩くずれ、周しゅう囲いに大おお津つ波なみをもたらすはずである。それを風かぜで防ふせぐとしたら、水みず柱ばしらが崩くずれる前まえにすべて海うみのほうへ吹ふき飛とばすしかないだろう。

　これを実じっ行こうするには、風かぜの強つよさも重じゅう要ようだが、それ以い前ぜんに、風かぜを水みず柱ばしらのどこに当あてるかがポイントになってくる。

　マンガでは、シンドバッドは、両りょう手てのひらから渦うず巻まく風かぜを吹ふき出だし、水みず柱ばしらの真まん中なかあたりに当あてていた。いや、そこはマズイって！

　水みずは液えき体たいであり、固こ体たいのようなひとつのかたまりではない。水みずの柱はしらの真まん中なかに風かぜを当あてると、風かぜの当あたった水みずだけは向むこう側がわに吹ふき飛とばされるが、その下したの風かぜの当あたらなかった水みずはそのまま崩くずれ落おちてしまう。そして津つ波なみとなって、シンドリアに押おし寄よせる！

　こうした被ひ害がいを出ださないためには、風かぜは水みず柱ばしらのいちばん下したに当あてて、崩くずれ落おちてくる水みずを次つぎ々つぎに吹ふき飛とばすべきだ。それでも、たった７秒びょうで崩くずれ落おちる２１０万まんｔもの水みずをすべて吹ふき飛とばすには、相そう当とうに強つよい風かぜが必ひつ要ようだ。計けい算さんすると、風ふう速そく３５００ｍ！

　これはもう、アキレるしかない強きょう風ふうだ。通つう常じょう、風ふう速そく30ｍを超こえる風かぜは、樹じゅ木もくを倒たおしたり家いえを壊こわしたりするといわれる。日に本ほんで観かん測そくされた最さい大だい瞬しゅん間かん風ふう速そくの記き録ろくは、１９６６年ねんに富ふ士じ山さんで観かん測そくされた風ふう速そく91・０ｍ。世せ界かい記き録ろくは97年ねんにグアムで観かん測そくされた風ふう速そく１０５・５ｍ。さらに竜たつ巻まきを加くわえると、最さい高こう記き録ろくは99年ねんにアメリカのオクラホマで吹ふき荒あれた風ふう速そく１４２ｍだ。これほどの猛もう烈れつな風かぜになると、列れっ車しゃが吹ふき飛とばされてしまう。

　シンドバッドは、その竜たつ巻まきより25倍ばいも強つよい風かぜを起おこしたのだ！　破は壊かい力りょくは、その25倍ばいを２つかけた６２５倍ばい！　このとんでもない風かぜをうっかりシンドリアの街まちのほうに向むけちゃったりしたら、やっぱり国くには滅ほろびます。





◆宇う宙ちゅうの果はてまで飛とんでいけ！



　シンドリア王おう国こくが滅めつ亡ぼうを免まぬがれたのは、シンドバッドが風裂斬フォラーズ・ゾーラの風かぜを巧たくみにコントロールしたからだろう。だが、それだけでは済すまない問もん題だいもある。

　このとき水みず柱ばしらにぶち当あたる風ふう速そく３５００ｍの猛もう風ふうは、２７０万まんｔもの風ふう圧あつを持もつ。シンドバッドはこれだけの風ふう圧あつの風かぜで、水みず柱ばしらをすべて弾はじき飛とばしたわけだが、そんなことをすると、作さ用よう・反はん作さ用ようの法ほう則そくで、自じ分ぶんも同おなじ力ちからで後うしろにぶっ飛とばされるはずなのだ。そのスピードを計けい算さんしてみると、わあっ、光こう速そくの８倍ばいという答こたえが出でてしもうた！

　もちろん、この宇う宙ちゅうではどんなものも光ひかりの速はやさを超こえられないから、実じっ際さいには限かぎりなく光こう速そくに近ちかい速はやさで、シンドバッドは後こう方ほうに吹ふっ飛とんでいくということだ。地ち球きゅうの重じゅう力りょくなど軽かる～く振ふり切きって、あっという間まもなく宇う宙ちゅう空くう間かんへ。ああ、シンドリアとそれに従したがう国くに々ぐには、偉い大だいな王おうを失うしなうことに……。

　もちろん劇げき中ちゅうでは、そんなことにはならず、シンドバッドは国くにを平へい和わに治おさめ続つづけた。彼かれは７つの迷めい宮きゅうを攻こう略りゃくしているため、数かず多おおくの魔ま法ほうを使つかえるから、そのうちどれかを使つかって、自じ分ぶんがぶっ飛とばされるのを防ふせいだのだろう。逆ぎゃくにいえば、この風裂斬フォラーズ・ゾーラという大だい魔ま法ほうは、風かぜの魔ま法ほうしか使つかえない者ものが使つかった場ば合あい、きわめて危き険けん。七なな海かいの覇は王おうであるシンドバッドだからこそ、お手て合あわせのなかで気き軽がるに使つかえたのだなあ。紅こう玉ぎょくがうっとりするのも無む理りはないネ。
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　かつて大だいヒットしたマンガ『巨きょ人じんの星ほし』は、主しゅ人じん公こうの星ほし飛雄馬ひゅうまが己おのれの進すすむべき道みちについて、あれこれずーっと苦く悩のうしているシリアスな青せい春しゅん巨きょ編へんだった。その『巨きょ人じんの星ほし』の作さく画がを担たん当とうした川かわ崎さきのぼる先せん生せいが、同おなじ頃ころに連れん載さいされていたのが『いなかっぺ大たい将しょう』だ。よもや同おなじ人ひとが作さく者しゃとは思おもえないほど明あかるく楽たのしい、底そこ抜ぬけギャグマンガであった。

　主しゅ人じん公こうは、青せい雲うんの志こころざしを抱いだいて地ち方ほうから上じょう京きょうしてきた風かぜ大だい左ざエえ門もん。柔じゅう道どう家か・大おお柿がき矢や五ご郎ろう先せん生せいの家いえに下げ宿しゅくしながら、柔やわらの稽けい古こに励はげむつもりが、毎まい日にちドタバタの連れん続ぞくだ。

　ここで紹しょう介かいする話はなしも、いまではなかなか見みられないエピソードである。

　新しん年ねん早そう々そう、大だい左ざエえ門もんはオネショをしてしまう。布ふ団とんは世せ界かい地ち図ずのようなオネショ模も様ように染そまり、全ぜん面めんぐっしょり。それを乾かわかそうとして、大だい左ざエえ門もんが選えらんだ手しゅ段だんは、なんとオナラだった！　物もの干ほし竿ざおにかけた布ふ団とんに向むかって大だい放ほう屁ひして、たちまち大たい量りょうのオシッコを乾かわかしたのである。

　そこまではよかったが、これを室しつ内ないでやったため、オナラのガスが部へ屋やに充じゅう満まんしてしまう。大だい左ざエえ門もんが苦くるしみもだえていると、大おお柿がき先せん生せいの娘むすめ・キクちゃんが入はいってきて、たちまち失しっ神しん。続つづいて先せん生せいも入はいってくるが、充じゅう満まんしていたガスに「なんだか頭あたまがくらくらする。気き分ぶんを変かえよう」と言いって、タバコに火ひをつけた。

　すると、大だい爆ばく発はつ！　ガラスは割われ、壁かべは破やぶれ、柱はしらまで折おれて、部へ屋やはもうめちゃめちゃ。３人にんは服ふくも髪かみの毛けもボロボロの黒くろコゲに……。その状じょう況きょう下か、３人にんはさほど動どうじることもなく、「ぐわっはっはっは。あけましておめでとう」と、新しん年ねんの挨あい拶さつを交かわすのだった。

　う～む、アッパレだ。「俺おれにも青せい春しゅんがほしい。俺おれは父とうちゃんの操あやつり人にん形ぎょうじゃない！」などと悩なやんでいた星ほし飛雄馬ひゅうまにも見み習ならってほしい能のう天てん気きぶり……。

　いや、注ちゅう目もくすべきはそこではない。ここで科か学がく的てきに考かんがえたいのは、オナラの威い力りょくである。オネショを乾かわかし、室しつ内ないの人にん間げんをガス中ちゅう毒どくさせ、家か屋おくを破は壊かいするほどの爆ばく発はつを起おこすとは、大だい左ざエえ門もんはどれほどの屁へを放はなったのだろうか？





◆オナラは爆ばく発はつする！



　人にん間げんのオナラには、窒ちっ素そ、二に酸さん化か炭たん素そ、メタン、水すい素そ、酸さん素そが含ふくまれる。このうち、メタンと水すい素そは可か燃ねん性せいのガスであるから、屁へが燃もえるのは間ま違ちがいない。

　筆ひっ者しゃの友ゆう人じんに、それを実じっ験けんしたツワモノがいる。現げん在ざい、鹿か児ご島しま県けんで中ちゅう学がっ校こうの先せん生せいをやっている彼かれは、大だい学がく時じ代だいに仲なか間まの部へ屋やで吞のんでいるとき、突とつ然ぜん「あうっ、屁へが出でるっ！　電でん気きを消けせ！」と叫さけび、尻しりにライターの炎ほのおを近ちかづけた。現げん場ばに居い合あわせた別べつの友ゆう人じんによると、デニムを穿はいた尻しりの割われ目めに沿そって、青あお白じろい炎ほのおが走はしったという。このように研けん究きゅう熱ねっ心しんな男おとこであるから、いまごろはさぞかし立りっ派ぱな教きょう師しとなり、生せい徒とたちの尊そん敬けいを集あつめているだろう。

　しかし、読どく者しゃの皆みなさんはこれ、絶ぜっ対たいにマネしないでください。『うんちとおしっこの１００不ふ思し議ぎ』（山やま本もと文ふみ彦ひこほか／東とう京きょう書しょ籍せき）に恐おそろしい話はなしが載のっていた。デンマークの病びょう院いんで、電でん気きメスを使つかって腸ちょうを切せっ開かいしたところ、腸ちょう内ないのガスに電でん気きの火ひ花ばなが引いん火かして爆ばく発はつし、患かん者じゃは死し亡ぼうしたというのだ。なんと、オナラで死しんだ人ひとが、この世よには実じつ在ざいするのだなあ。合がっ掌しょう……。

「屁への役やくにも立たたん」という言こと葉ばがあるが、屁へは意い外がいに侮あなどれない。それを重じゅう々じゅう認にん識しきしたところで、さて、大だい左ざエえ門もんの屁への威い力りょくである。いったいどれほどすごいオナラだったのか。

　まずは、オネショを乾かん燥そうさせたという事じ実じつに驚おどろく。この目もく的てきのために放ほう屁ひするとは、常じょう人じんには絶ぜっ対たいにできない発はっ想そうだが、そもそも屁へで布ふ団とんを乾かわかすことなど、可か能のうなのか？

　風かぜに当あてると洗せん濯たく物ものはよく乾かわく。これは蒸じょう発はつした水すい蒸じょう気きが風かぜで次つぎ々つぎに吹ふき飛とばされ、周しゅう囲いの湿しつ度どが低ひくく保たもたれるからだ。屁へには水すい蒸じょう気きが含ふくまれていないので、湿しつ度どはゼロ。温おん度ども体たい温おんと同おなじ36℃前ぜん後ご。ということは、おお、濡ぬれたものを乾かわかすにはもってこいの乾かん燥そうした温おん風ぷうということだ。へーっ、やるじゃないか、屁へ！

　しかし、それに必ひつ要ような量りょうはハンパではない。

　常じょう人じんが１回かいに出だす尿にょうの量りょうは２５０mLミリリットルと言いわれるが、世せ界かい地ち図ずを描かき上あげたくらいだから、大だい左ざエえ門もんの放ほう尿にょう量りょうは、一いっ般ぱん人じんの倍ばいに当あたる５００mLミリリットルだったと考かんがえよう。これをすべて蒸じょう発はつさせる36℃の乾かん燥そう空くう気きとは、最さい低ていでも８３００Ｌリットル。普ふ通つうサイズのドラム缶かんの容よう量りょうは２００Ｌリットルだから、ドラム缶かん42本ほん分ぶんである！
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◆ドラム缶かん70本ぽん分ぶんをぶっ放ぱなす！



　オナラが爆ばく発はつすることはわかった。オネショを乾かわかすのに、意い外がいと良りょう好こうであることも判はん明めいした。では、もうひとつ。劇げき中ちゅうでキクちゃんが気き絶ぜつしていたように、オナラがガス中ちゅう毒どくを引ひき起おこすことはあるのだろうか？

　調しらべてみて驚おどろいた。屁への成せい分ぶんとなる気き体たいには、どれひとつ毒どく性せいがないのである。都と市しガスの主しゅ成せい分ぶんにもなっているメタンでさえ、中ちゅう毒どく症しょう状じょうは、ガスが部へ屋やに充じゅう満まんして、酸さん素そを追おい出だすことによって起おこる。メタンに中ちゅう毒どくするのではなく、酸さん欠けつになるだけなのだ。

　すると、キクちゃんが倒たおれたのは、酸さん欠けつを起おこしたということだろう。メタンによる酸さん素そ欠けつ乏ぼうで現あらわれる症しょう状じょうは、空くう気き中ちゅうのメタンガス濃のう度ど25～30％で、脈みゃく拍はくおよび呼こ吸きゅう量りょう増ぞう大だい、注ちゅう意い力りょく減げん少しょう。50～80％で頭ず痛つう、眠ねむ気け……。

　だが、ここで問もん題だいが生しょうじる。先さきほどは、大だい左ざエえ門もんは布ふ団とんを乾かわかすのに８３００Ｌリットルの屁へをこいた計けい算さんになったが、これほど莫ばく大だいな量りょうでも、眠ねむ気けを誘ゆう発はつする空くう気き中ちゅう濃のう度ど50％は、達たっ成せいできそうにないのである。

　大だい左ざエえ門もんが暮くらしていた部へ屋やは６畳じょう間まだった。天てん井じょうの高たかさが、伝でん統とう的てきな日に本ほん家か屋おくでよく見みられる８尺しゃく＝２・４ｍだったとすると、部へ屋やの容よう積せきは２万まん８千せんＬリットルだ。８３００Ｌリットルとはその29％でしかない。これではキクちゃんは心しん臓ぞうの鼓こ動どうが速はやくなり、息いきが荒あらくなるくらい。マンガのように失しっ神しんすることはないはずだ。つまり、キクちゃんが失しっ神しんしたからには、大だい左ざエえ門もんは２万まん８千せんＬリットルの50％、すなわち１万まん４千せんＬリットル以い上じょうの屁へをぶっ放ぱなしたと思おもわれる！

　それは、ドラム缶かんに換かん算さんして70本ぽん以い上じょう。こうなると、気きになるのは爆ばく発はつの威い力りょくである。ドラム缶かん70本ぽん分ぶんもの屁へが爆ばく発はつしたら、いったいどれほどの被ひ害がいが出でるのか？

　前ぜん掲けいの『うんちとおしっこの１００不ふ思し議ぎ』によれば、人にん間げんの屁へにはメタンが０～26％、水すい素そが０・０６～47％含ふくまれるという。大おおきな幅はばがあるのは、オナラが消しょう化かされなかった食しょく物もつを原げん料りょうとして、腸ちょう内ないの細さい菌きんによって作つくられるからだ。体たい内ないに棲すむ細さい菌きんの種しゅ類るいや数かずは個こ人じんによって大おおきく違ちがうため、このような個こ体たい差さが出でる。

　細さい菌きんが活かっ発ぱつなほど、メタンや水すい素その濃のう度どは大おおきくなる。ここでは、元げん気きいっぱいの大だい左ざエえ門もんの腸ちょう内ない細さい菌きんに敬けい意いを表ひょうして、メタン26％、水すい素そ47％だったと考かんがえよう。１万まん４千せんＬリットルのオナラに含ふくまれるそれらが同どう時じに爆ばく発はつした場ば合あい、その破は壊かい力りょくはＴティーＮエヌＴティー爆ばく薬やく７・６kg分ぶん。通つう常じょうのダイナマイトには２００ｇの爆ばく薬やくが含ふくまれるから、つまりダイナマイト38本ぽん分ぶんである。うひょ～っ。

　しかも、ガス爆ばく発はつの爆ばく風ふうは、障しょう害がい物ぶつがあると威い力りょくを増ます。爆ばく風ふうが障しょう害がい物ぶつの裏うらに回まわり込こんで、渦うずを起おこすからだ。

　大だい左ざエえ門もんはもともと洋よう間まだった部へ屋やを改かい造ぞうし、囲い炉ろ裏りを切きって古ふるい田舎いなかふうの部へ屋やにしていた。壁かべ際ぎわには薪まきが積つんであり、部へ屋やはいつも散ちらかしっぱなし。これでは爆ばく発はつの威い力りょくはかなりのレベルにまで増ぞう大だいしただろう。この大だい爆ばく発はつが起おきながら一ひと部へ屋やが大たい破はしただけで済すんだのは、不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいだったかもしれない。

　日に本ほん人じんの放ほう屁ひ量りょうは、１日にちあたり１～１・５Ｌリットル。標ひょう準じゅんより多おおめかな……と自じ覚かくする人ひとは、部へ屋やを片かたづけておくことをおススメします。
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　マンガやアニメには、現げん実じつ世せ界かいには存そん在ざいしないのに、それが何なんなのかひと目めでわかる不ふ思し議ぎなモノたちが登とう場じょうする。たとえば、風ふう船せんのようにプクーと膨ふくれるタンコブとか、ポカスカ殴なぐり合あうときにモクモク立たち上のぼる煙けむりとか。そんなタンコブや煙けむりは一いち度ども見みたことがないはずなのに、全ぜん力りょくで殴なぐられたことや、激はげしく格かく闘とうしていることが、ひと目めでわかる。マンガやアニメには、とても優すぐれた表ひょう現げん手しゅ法ほうがあるのだ。

　そうしたナゾの物ぶっ体たい群ぐんのなかに「骨ほねつき肉にく」がある。そう、大おおきな肉にくのかたまりから、両りょう側がわに骨ほねが突つき出だしているアレだ。現げん実じつ世せ界かいにも、骨ほねつき肉にくの料りょう理りはたくさんあるが、骨ほねは必かならず片かた側がわだけについていて、両りょう側がわから骨ほねが突つき出だした肉にくなど、見みたことがない。

　これは「マンガ肉にく」とも呼よばれ、『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』でもルフィがかぶりついているが、多おおくの人ひとに知しられるようになったのは『はじめ人にん間げんギャートルズ』の功こう績せきだろう。原げん作さくは園その山やま俊しゅん二じ先せん生せいのマンガで、１９７４年ねんからアニメが放ほう映えいされた。その劇げき中ちゅうで、原げん始し人じんの少しょう年ねんゴンと家か族ぞくたちがワイルドに食たべていたのが、この骨ほねつき肉にくだったのだ。

　いったい何なんの肉にくをどう料りょう理りしたら、あのマンガ肉にくになるのか。本ほん稿こうではそれを考かんがえてみよう。





◆あれは何なんの骨ほね？



　マンガ肉にくにもいろいろな形かたちや大おおきさがあるようだが、『はじめ人にん間げんギャートルズ』によく出でてくるものは、肉にくの直ちょっ径けいと幅はばがそれぞれ20cmほど。そんな大おおきな肉にくの両りょう側がわから、骨ほねが左さ右ゆうに10cmほど突つき出だしている。つまり、骨ほねの長ながさは40cmくらいだ。

　これは何なんの動どう物ぶつの、どこの骨ほねなのだろう？　まっすぐな棒ぼう状じょうだから、足あしの骨ほねであることは間ま違ちがいない。肉にくがたっぷりついているところからすると、前まえ足あしなら上じょう腕わん骨こつ（肩かたから肘ひじまでの骨ほね）、後うしろ足あしなら大だい腿たい骨こつ（腰こしから膝ひざまでの骨ほね）だろうと思おもわれる。

　では、上じょう腕わん骨こつまたは大だい腿たい骨こつが長ながさ40cmもある動どう物ぶつとは？

　調しらべてみると、牛うしの大だい腿たい骨こつがそれくらいの長ながさのようだ。ただし、牛うしの大だい腿たい骨こつはカタチがだいぶ違ちがう。両りょう側がわが大おおきく膨ふくらんでいて、とても片かた手てで持もてそうもない。

『はじめ人にん間げんギャートルズ』に出でてきた動どう物ぶつのなかで、上じょう腕わん骨こつや、大だい腿たい骨こつの長ながさが40cmを上うわ回まわるものといえば、マンモスである。劇げき中ちゅうでゴンたちは、マンガ肉にくのほかに、マンモスの足あしや胴どう体たいをスパッと輪わ切ぎりにしただけという、超ちょうワイルドな肉にくも食たべていた。

　マンモスはかつて寒かん冷れい地ちの草そう原げんに生せい息そくしていたゾウの仲なか間まで、日に本ほんでも北ほっ海かい道どうなどで化か石せきが見みつかっている。多おおくの種しゅ類るいがあり、最さい大だいのステップマンモスは体たい高こう４・８ｍとアフリカゾウ（最さい大だいで体たい高こう４ｍ）よりも大おおきく、体たい重じゅうは20ｔもあったと考かんがえられている。

　ステップマンモスの上じょう腕わん骨こつや大だい腿たい骨こつは長ながさが１ｍを優ゆうに超こえるが、マンモスには、体たい高こう３ｍのケナガマンモスや、１ｍのコビトマンモスなどもいた。ここから筆ひっ者しゃが妄もう想そうするに、ゴンの父ちち親おやたちは、大おおきなマンモスは輪わ切ぎりにして、小こ型がたのマンモスや子こどものマンモスをマンガ肉にくにしていたのではないだろうか。
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◆マンガ肉にくの重おもさは６kg！



　では、そうしたマンモスの肉にくを、あのマンガ肉にくに調ちょう理りする方ほう法ほうを考かんがえよう。

　マンガ肉にくでまず目めにつくのは、長ながさ40cmの骨ほねの真まん中なかだけに、幅はば20cmの肉にくがついていることだ。もちろん、骨ほねにこんな形かたちで肉にくのついた動どう物ぶつはいない。動どう物ぶつの筋きん肉にくは、関かん節せつをまたいで２つの骨ほねにつながっている。だからこそ縮ちぢむことによって、骨ほねを動うごかすことができるのだ。

　ということは、骨ほねつき肉にくの骨ほねについていた筋きん肉にくも、隣となりの骨ほねまで延のびていたはず。それが真まん中なかだけに残ざん存ぞんするということは、そこだけを残のこして、両りょう端はしをスパッと切きり落おとしたはずである。肉にくを輪わ切ぎりにして、両りょう端はしの肉にくを削そぎ落おとす……。石いし斧おのや石いしのナイフしかなかった時じ代だい、とても困こん難なんな作さ業ぎょうだったと思おもわれるが、なぜそこまでして、肉にくをあの形かたちにする必ひつ要ようがあったのか？

　しかも、切きり落おとした肉にくはどうしたのかという問もん題だいも……はっ。肉にくというものは、焼やけば縮ちぢむ。ひょっとしたらマンガ肉にくは、焼やく前まえはもっと大おおきかったのではないだろうか。それが、火ひを通とおすうちに肉にくが縮ちぢんで、両りょう側がわから骨ほねがむき出だしになったのでは!?

　そもそも肉にくは、なぜ焼やくと縮ちぢむのか？　調しらべてみると、理り由ゆうは３つあった。

　①肉にくの水すい分ぶんが蒸じょう発はつする、②肉にくの脂あぶらが流ながれ落おちる、③コラーゲンという糸いと状じょうのタンパク質しつが、熱ねつを受うけると３分ぶんの１ほどに縮ちぢむ。

　では、実じっ際さいにどれくらい縮ちぢむのか。そろそろおなかもすいたし、これはぜひ実じっ験けんしてみよう。

　筆ひっ者しゃは、豚ぶたロースのかたまりを買かってきて、厚あつさ３cmに切きり出だした。上うえから見みると、縦たて６・５cm、横よこ12cmの楕だ円えん形けいだ。これを、ガスコンロの魚さかな焼やきに入いれて、焼やくこと15分ふん。うっひょ～、実じつにおいしそうに焼やき上あがりました。わーい、いただきまーす！

　ま、待まて。何なんのために焼やいたか忘わすれるな、自じ分ぶん。筆ひっ者しゃはあわててフォークとナイフを置おいて、肉にくのサイズを測はかった。すると、縦たて６cm、横よこ10cm、厚あつさは２・５cmになっている。

　完かん全ぜんな楕だ円えんだとすると、焼やく前まえの肉にくの体たい積せきは１８４[image: ]。それが火ひを通とおすことで１１８[image: ]になっている。実じつに64％にも縮ちぢんじゃったのだ。わ～、なんだかもったいないよ～。

　ここから計けい算さんすると、マンガ肉にくの幅はば＆直ちょっ径けい20cmの肉にくは、焼やく前まえは幅はば24cm、直ちょっ径けい23cmほどあったとみられる。それでも、骨ほねは肉にくの左さ右ゆうから８cmずつハミ出だしていたことになるから、う～ん、たぶんやっぱりわざわざ両りょう端はしの肉にくを削そぎ落おとしたのでしょうなあ。

　実じっ験けんでもうひとつわかったのは、骨ほねつき肉にくの調ちょう理りにかかる時じ間かんである。肉にくが焼やけるまでの時じ間かんは「厚あつさ×厚あつさ」に比ひ例れいする。厚あつさ３cmの筆ひっ者しゃの肉にくが焼やけるのに15分ふんかかったということは、厚あつさ24cmの骨ほねつき肉にくは、焼やけるまでに、なんと16時じ間かんもかかる！　しかもこの肉にく、重じゅう量りょうは６kgもあるはずで、ガスコンロもない原げん始し時じ代だいにこれを焼やくのは大たい変へんだったのでは……。

　あ。そういうふうに考かんがえると、なんでわざわざ両りょう側がわの肉にくを切きり落おとして、骨ほねを左さ右ゆうに出だしたか、わかってきましたぞ。こんなに重おもい肉にくを、手てで持もったまま16時じ間かんも焼やき続つづけるのはまことに重じゅう労ろう働どう。負ふ担たんを減へらすためにも、焚たき火びの左さ右ゆうに木きの枝えだを立たて、そこに左さ右ゆうの骨ほねを引ひっかけて、ゆーっくりと焼やいたのではないだろうか。おお、われながらナットクの結けつ論ろんだ！

　え？　じゃあ『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』のルフィが食たべている同おなじような肉にくは何なにか？　あの世せ界かいにマンモスがいるのか？　んーと、んーと、それはまた次つぎの機き会かいにでも～。
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　筆ひっ者しゃがこのような本ほんを書かくようになったのは、『ウルトラマン』の影えい響きょうが大おおきい。

　劇げき中ちゅうで描えがかれた巨きょ大だいさや能のう力りょくを「科か学がく的てきに考かんがえてみたい」と思おもったこともあるが、もうひとつは、怪かい獣じゅう図ず鑑かんや雑ざっ誌しなどで、番ばん組ぐみ内ないでは語かたられなかった設せっ定ていやデータがどんどん紹しょう介かいされていて、それに刺し激げきされたからでもある。その情じょう報ほうから想そう像ぞうを膨ふくらませるのが、とても楽たのしかった。

『ウルトラマン』が爆ばく発はつ的てきにヒットし、その後ご『ウルトラセブン』や『帰かえってきたウルトラマン』などが作つくられ、やがてウルトラのヒーローたちは「兄きょう弟だいだった」という有ゆう名めいな設せっ定ていになるのだが、詳くわしいことはテレビ番ばん組ぐみでは語かたられなかった。でも、われわれ当とう時じの小しょう学がく生せいはよく知しっていた。それは小しょう学がく館かんの学がく年ねん雑ざっ誌し（現げん在ざいは「小しょう学がく一いち年ねん生せい」と「小しょう学がく二に年ねん生せい」しか残のこっていないが、当とう時じは「六ろく年ねん生せい」まで全ぜん学がく年ねん版ばんが出でていた）に、詳しょう細さいな情じょう報ほうが載のっていたからだ。

　そのなかで、筆ひっ者しゃがいちばん驚おどろいたのは「ウルトラ兄きょう弟だいの成せい績せき表ひょう」である。当とう時じの子こどもたちのあいだでは自し然ぜん発はっ生せい的てきに「ウルトラ兄きょう弟だいで、いちばん強つよいのは誰だれか」という議ぎ論ろんが交かわされていたが、「小しょう学がく三さん年ねん生せい」の記き事じが、この難なん問もんにあっさりとケリをつけた！

　その記き事じとは「ウルトラ五ご兄きょう弟だい強つよさくらべ」（１９７３年ねん２月がつ号ごう）と「これがウルトラ[image: ]ナンバー１だ!!」（同どう年ねん10月がつ号ごう）で、それぞれ１００点てんを満まん点てんとする成せい績せきが発はっ表ぴょうされた。しかも、採さい点てん者しゃはウルトラの父ちち！　確たしかに、ウルトラ兄きょう弟だいに成せい績せきをつけるとしたら、この人ひとしかいないだろう。

　だが筆ひっ者しゃとしては、どうにも納なっ得とくのいかない、ビックリ満まん載さいの成せい績せき表ひょうでもあった……。





◆気きの毒どくなウルトラマン



　まずは最さい初しょの記き事じ「ウルトラ五ご兄きょう弟だい強つよさくらべ」。ここでいう五ご兄きょう弟だいとは、次つぎのメンバーだ。


　　ゾフィー…………『ウルトラマン』の最さい終しゅう回かいで初はつ登とう場じょう。兄きょう弟だいの長ちょう男なん

　　ウルトラマン……『ウルトラマン』の主しゅ人じん公こうだが、最さい終しゅう回かいで宇う宙ちゅう恐きょう竜りゅうゼットンに敗やぶれた

　　ウルトラセブン…『ウルトラセブン』の主しゅ人じん公こう。ウルトラアイで変へん身しんする

　　新しんウルトラマン…『帰かえってきたウルトラマン』の主しゅ人じん公こう。「新しんマン」と呼よばれた

　　ウルトラマンＡエース…『ウルトラマンＡエース』の主しゅ人じん公こう。この番ばん組ぐみで、ウルトラの父ちちが初はつ登とう場じょう



　比ひ較かくのテーマは７つあり、最さい初しょの２項こう目もくと配はい点てんは、次つぎのとおりであった。


　　①ゼットンとたたかえばどうなるか（10点てん）

　　②ブロッケンとたたかえばどうなるか（10点てん）



　いうまでもなく、ゼットンはウルトラマンを倒たおした怪かい獣じゅう。一いっ方ぽうのブロッケンとは『ウルトラマンＡエース』に登とう場じょうした変へん身しん超ちょう獣じゅうで、Ａエースは苦く戦せんしながらも、ウルトラギロチンでこれを倒たおした。つまり、この２人ふたりにとっては、すでに結けっ果かが出でている戦たたかい。いまさら「どうなるか」と問とわれても……。

　案あんの定じょう、第だい１項こう目もくでウルトラマンが獲かく得とくした点てん数すうは、10点てん満まん点てん中ちゅうたったの５点てん。ウルトラの父ちちは、その理り由ゆうを「ゼットンにやられたことがある」。だから、それは知しってるって！

　逆ぎゃくに、新しんマンは有ゆう利りになるはずだ。彼かれは『帰かえってきたウルトラマン』の最さい終しゅう回かいで、２代だい目めゼットンを倒たおしたのだから。だが、ウルトラの父ちちの評ひょう価かは「やられそうだったが、どうにかやっつけた」で９点てん。あれっ、勝かったのに、満まん点てんではないの!?

　10点てん満まん点てんを獲かく得とくしたのは、ゾフィーとＡエースである。理り由ゆうは、ゾフィーが「Ｍエム87光こう線せんがでれば、ゼットンもだめだ」、Ａエースが「なんとか、スペースＱキューでやっつけるだろう」。要ようするに、この２人ふたりについては、すごい技わざがあるから勝かつだろうと予よ想そうしているわけだ。なんか不ふ公こう平へいな気きがするな～。

　第だい２項こう目もくの超ちょう獣じゅうブロッケンとは、Ａエースは実じっ際さいに戦たたかい、勝かっている。それに対たいして父ちちは「だが、ほかの兄きょう弟だいの助たすけもあったので、９点てんだ」と、ややキビシめの評ひょう価かを下くだしている。そして、ここでもゾフィーは「Ｍエム87光こう線せんには、ブロッケンもたまらない」と予よ想そうだけで10点てん満まん点てんを獲かく得とく。一いっ方ぽう、ウルトラマンは「スペシウム光こう線せんでは、ブロッケンにはきかないだろう」で、また５点てん……。





◆ゾフィーがやたらと高こう得とく点てん



　これらの項こう目もくで、父ちちは自じ分ぶんの予よ想そうをもとに採さい点てんしている。「キミは○○大だい学がくに入はいれそうもないから５点てん」みたいな、よくわからない話はなしだ。それに比くらべると、次つぎの項こう目もくは客きゃっ観かん性せいが高たかい。


　　③飛とぶ速はやさくらべ（10点てん）



　ウルトラ兄きょう弟だいの飛ひ行こう速そく度どは、ゾフィーを除のぞいて明めい確かくにわかっている。当とう然ぜん、それに応おうじた点てん数すうになるだろう。実じっ際さいに、飛ひ行こう速そく度どマッハ20のウルトラマンＡエースは10点てん、マッハ７のセブンは８点てん、マッハ５のウルトラマンと新しんマンは６点てんを獲かく得とくしている。それはいいのだが、またしてもゾフィーの評ひょう価かは不ふ可か解かい千せん万ばん。

「ゾフィーの速はやさは、よくわからないので、兄きょう弟だいとくらべてさい点てんした」と述のべて、８点てん。「くらべて」って何なに？　わからないのに、どうやって比くらべるんだッ!?


　　④とくい技わざくらべ（20点てん）

　　⑤技わざのしゅるいくらべ（20点てん）



「とくい技わざくらべ」では、またゾフィーのＭエム87光こう線せんが、満まん点てんの20点てん。ゼットン、ブロッケンとの想そう定てい戦せんもこの技わざゆえに満まん点てんだったから、ゾフィーはＭエム87光こう線せんだけで40点てんも稼かせいだことになる。


　　⑥変へん身しんくらべ（10点てん）



　採さい点てんに先さき立だって、父ちちはこう述のべている。「怪かい獣じゅうとたたかうときは、すぐ変へん身しんできる方ほうがとくだ」。なるほど、正せい論ろんである。しかし、ウルトラマンやウルトラセブンが、ベータカプセルやウルトラアイを「なくしたりするので、不ふ便べん」と言いわれて８点てんなのに、ゾフィーは「地ち球きゅうでは変へん身しんしないので、たたかいに便べん利り」で10点てん。おいっ、それで変へん身しんくらべといえるのか!?


　　⑦怪かい獣じゅうたいじくらべ（20点てん）



　最さい後ごの項こう目もくでは、どれだけの怪かい獣じゅうを倒たおしてきたかという実じっ績せきを問もん題だいにしている。新しんマンが65匹ひきで19点てん、セブンは60匹ぴきで18点てん、ウルトラマンは48匹ぴきで17点てん、Ａエースはこの記き事じが作つくられた時じ点てんでは43匹びきで16点てん。父ちちには珍めずらしく、いずれも納なっ得とくできる評ひょう価かのように思おもえる。

　ところが、これもゾフィーでは一いっ転てん。「地ち球きゅうでは、まだ５ひきしかやっつけていないが、ほかの星ほしで１００ぴきぐらいやっつけたらしい」で20点てん。「らしい」って何なんだ？　噂うわさで満まん点てんってアリなのか!?

　というわけで、ウルトラの父ちちが下くだした総そう合ごう成せい績せきは、次つぎの［表ひょう１］のとおり。
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　う～む、ゾフィーの成せい績せきはすごい。全ぜん７項こう目もく中ちゅう、５項こう目もくで満まん点てんを取とっている。しかし「よくわからない」とか「変へん身しんしないのに変へん身しんくらべ[image: ]ナンバー１」とか、理り不ふ尽じんな理り由ゆうで高たかく評ひょう価かしすぎじゃないかなあ。それに比くらべて、ゼットンに負まけたという昔むかしの失しっ敗ぱいを持もち出だされ、最さい下か位いに沈しずんだウルトラマンが不ふ憫びん……。





◆心しん配ぱいなのは、失なくすこと!?



　もうひとつの記き事じ「これがウルトラ[image: ]ナンバー１だ!!」が掲けい載さいされたときは『ウルトラマンタロウ』が放ほう送そう中ちゅうだった。よってタロウを加くわえた６人にんでの比ひ較かくになっている。結けっ果かを先さきに紹しょう介かいすると次つぎの［表ひょう２］のとおり。またゾフィーが１位いで、ウルトラマンがビリ。はいはい、わかったよ。
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　投なげやりにならず、内ない容ようを吟ぎん味みしよう。今こん回かい、比くらべる項こう目もくは５つで、満まん点てんはいずれも20点てん。

　最さい初しょは「スピード変へん身しんくらべ」。変へん身しんの便べん利りさと飛ひ行こう速そく度どを一いっ緒しょくたにした不ふ思し議ぎな項こう目もくだ。

　今こん回かいもゾフィーが高たかく評ひょう価かされ、ここでも満まん点てんの20点てん。ウルトラの父ちちは「スピードや変へん身しんの便べん利りさはわからないが、すごいのはたしかなので、20点てんをつけた」とコメント。なんだそりゃ!?　実じっ態たいがわからないのに、なぜ「すごいのはたしか」などと言いい切きれるんだっ!?

　ウルトラセブンは「変へん身しんのときのウルトラアイは、よくおとしたりしていて、やはり不ふ便べんだった」などの理り由ゆうで17点てん。タロウは堂どう々どうの20点てんだが、その理り由ゆうが「変へん身しんのときは、うでにぴったりはりついたバッジでするので、おとす心しんぱいがない」。

　う～む、なぜこのヒトは、失なくすとか落おとすとか、そんなことばかり心しん配ぱいするのか。宇う宙ちゅうの平へい和わを守まもる職しょく務むに就ついているのだから、考かんがえるべきことは他ほかにあるだろう。

　第だい２項こう目もくは「最さい強きょう怪かい獣じゅうとのたたかいくらべ」。各かく人じんが地ち球きゅうを守まもっていたときの最さい強きょう怪かい獣じゅうとどう戦たたかったかを調しらべているのだが、ウルトラマンは最さい下か位いの13点てん。理り由ゆうは「ゼットンとたたかい負まけてしまった」。え～っ、まだそれを言いう!?

　最さい後ごは、今こん回かい新しん設せつされた「弱じゃく点てんくらべ」である。

　ゾフィーについて、ウルトラの父ちちは「これといった弱じゃく点てんはない。少すこし変へん身しんがにが手てなことが、弱じゃく点てんといえばいえる」。変へん身しんが苦にが手てなのが弱じゃく点てん!?　前ぜん回かいは、変へん身しんしないおかげで「変へん身しんくらべ」で満まん点てんだったじゃないか！

　ウルトラマンは「いろいろな技わざを持もっているが、これといってすごい技わざがない。このため、ゼットンに負まけてしまった」。もういいよ！　やめようよ、その話はなしは……。

　こうして父ちちの採さい点てんは終おわった。ゾフィーに対たいする評ひょう価かは「去きょ年ねんは94点てんだったのに、今こ年としは96点てんもとり、２点てんあがったのは、とてもほめられる」とベタ褒ぼめ。一いっ方ぽうで、ウルトラマンへのコメントは、聞きくに堪たえない。「マンはあいかわらず点てんが悪わるい。（中ちゅう略りゃく）思おもいきって、ほかの星ほしで怪かい獣じゅうたいじをしにいったらどうだろうか」。

　ひどい。相あい変かわらず点てんが悪わるいのは、相あい変かわらずあんたが「ゼットンに負まけた～、ゼットンに負まけた～」と祟たたりのように繰くり返かえしているからだ。１度どの失しっ敗ぱいをそこまでしつこく責せめたらいかんと思おもう。

　──筆ひっ者しゃの世せ代だいはこういうオモシロいモノを読よみながら育そだったのだ。子こども心ごころに「ヘンだなあ」と感かんじたりもしたが、その思おもいが筆ひっ者しゃを科か学がくに導みちびいてくれたのだと思おもいます。
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　昔むかしから、こんな話はなしをときどき耳みみにする。

　かつて、太たい平へい洋ように「ムー」と呼よばれる巨きょ大だいな大たい陸りくがあった。そこには高こう度どな文ぶん明めいを持もったムー帝てい国こくが栄さかえ、世せ界かいを支し配はいしていた。ところが、１万まん２千せん年ねん前まえのある日ひ、天てん変ぺん地ち異いが起おこって、ムー大たい陸りくは一いち夜やにして海かい底ていに沈しずんでしまった……。

　１９２６年ねんにアメリカのチャーチワードという作さっ家かが『失うしなわれたムー大たい陸りく』という本ほんで提てい唱しょうし、そこから広ひろまった伝でん説せつである。同おなじような話はなしで、大たい西せい洋ようにあったというアトランティス大たい陸りくが、やはり一いち夜やで海かい没ぼつしたという伝でん説せつもある。こちらの提てい唱しょう者しゃは、紀き元げん前ぜんの有ゆう名めいな哲てつ学がく者しゃ・プラトンだというからビックリだ。

　現げん代だいの科か学がくでは、これらの大たい陸りくが存そん在ざいした証しょう拠こはないとされている。しかし、この話はなしは人ひと々びとのロマンを大おおいにかきたて、これを題だい材ざいにして、たくさんの小しょう説せつや映えい画がやマンガやアニメが作つくられてきた。

　本ほん稿こうでは１９６３年ねんに公こう開かいされた映えい画が『海かい底てい軍ぐん艦かん』を紹しょう介かいしよう。そこではムウ大たい陸りく（映えい画がでは「ムウ」と表ひょう記きされていたので、以い下かそれに倣ならう）は１万まん２千せん年ねん前まえに沈しずんだだけではない。大たい陸りくが沈しずんでも生いき延のびた人ひと々びとがいて、１万まん２千せん年ねん経たった現げん代だいになって「世せ界かいはもともとわれわれの植しょく民みん地ちだったのだから、返かえせ」という脅きょう迫はくフィルムを送おくりつけてきたのだ！　ひゃ～！

　大たい陸りくが一いち夜やにして沈しずむことがあり得うるのか。そして、沈しずんだ大たい陸りくで生いき延のびることなんて、できるのか!?　これらのナゾを真しん剣けんに考かんがえてみよう。





◆原げん始し時じ代だいに世せ界かい征せい服ふく？



　ムウ帝てい国こくから届とどいた脅きょう迫はくフィルムには、かつてのムウ大たい陸りくの地ち図ずが映うつし出だされていた。

　それによると、ムウ大たい陸りくは３つの陸りく地ちで構こう成せいされていて、全ぜん体たいとしては西にしに傾かたむいた平へい行こう四し辺へん形けいの形かたちをしている。周しゅう囲いの大たい陸りくと比くらべると、東とう西ざい７６００km、南なん北ぼく４８００km、推すい定てい面めん積せきは３６００万まん[image: ]に達たっする。これはアフリカ大たい陸りくの１・２倍ばいだから、本ほん当とうに大おおきな大たい陸りくだ。

　そのうえ、現げん在ざいより進すすんだ文ぶん明めいを持もっていたというのだから、それはもう大たい変へんな国こく力りょくだったことだろう。世せ界かいを征せい服ふくして当とう然ぜん……、あれっ、待まてよ。

　ムウ帝てい国こくが栄さかえていたのは１万まん２千せん年ねん前まえである。その頃ころ、世せ界かいはまだ原げん始し時じ代だいであった。中ちゅう国ごくで稲いな作さくが始はじまるのは、その時じ代だいから数かぞえて５千せん年ねん後ご、メソポタミアで文も字じが使つかわれ始はじめるのは７千せん年ねん後ごである。日に本ほんでは縄じょう文もん時じ代だいが始はじまったばかり……。そんな大おお昔むかしに、世せ界かいを植しょく民みん地ちにして、何なにかいいことがあったのかなあ。ドングリやイノシシを取とり上あげるぐらいが精せいいっぱいだったのでは？





◆沈しずんだ理り由ゆうがわからない！



　いずれにしても、１万まん２千せん年ねん前まえのある日ひ、この広こう大だいな大たい陸りくが海うみに沈しずんでしまったというのである。いったい、その日ひ、何なにが起おきたのだろうか。

　ここでは、ムウ大たい陸りくの地ち形けいが、地ち球きゅうの６大たい陸りくのなかで最もっとも平へい坦たんなオーストラリア大たい陸りくと同おなじだったと仮か定ていしよう。オーストラリア大たい陸りくは、平へい均きん標ひょう高こうは３４０ｍ。最さい大だい標ひょう高こうはコジアスコ山さんの２２２８ｍ。ムウ大たい陸りくの平へい均きん標ひょう高こうと最さい大だい標ひょう高こうがこれと同おなじでも、大たい陸りくのすべてが水すい没ぼつしたということは、２２２８ｍも沈しずんだことになる。

　そもそもムウ大たい陸りくは、どんな理り由ゆうで沈しずんだのだろうか？　劇げき中ちゅうに出でてきた彼かれらの言こと葉ばによれば「呪のろわれた運うん命めいによって」。

　いや、そういうことではなく、もっと科か学がく的てきな原げん因いんはないの!?　と叫さけんでも、劇げき中ちゅうのムウ帝てい国こくの方かた々がたはそれ以い上じょうの説せつ明めいをしてくれないので、筆ひっ者しゃが現げん実じつ的てきな科か学がくで考かんがえると、可か能のう性せいが高たかいのは「プレート」の運うん動どうだろう。

　プレートとは地ち球きゅうを覆おおう13枚まいの岩いわの板いたで、その地ち下かにあるマントル層そうに乗のって、少すこしずつ移い動どうしている。このため、プレートは世せ界かい各かく地ちでぶつかり合あっていて、これが地じ震しんや火か山ざん噴ふん火かの原げん因いんになっている。

　プレートは、自じ分ぶん自じ身しんの運うん動どうで大おおきな力ちからを受うけると、バキッと割われて、割われ目めの片かた方ほうが持もち上あがり、もう片かた方ほうが沈しずむことがある。これを「断だん層そう」といい、地じ震しんを起おこすとともに、さまざまな地ち形けいを作つくる。日に本ほんの中ちゅう央おうアルプスと南みなみアルプスは断だん層そうでできた山さん脈みゃくで、琵び琶わ湖こは断だん層そうでできた湖みずうみである。

　南みなみアルプスの最さい高こう峰ほうは３１９３ｍの北きた岳だけ（日に本ほん２位い）。断だん層そうでこんなに高たかい山やまが生しょうじるのだから、最さい大だい標ひょう高こう２２２８ｍのムウ大たい陸りくが沈しずんだって不ふ思し議ぎじゃないのでは……？

　とはいえ、「一いち夜やにして」というのは、あまりに急きゅうな話はなしだ。断だん層そうによって南みなみアルプスが現げん在ざいの高たかさになるまでには、１５００万まん年ねんもかかっている。それが普ふ通つうの地ち形けいの作つくられ方かただ。

　本ほん当とうに一ひと晩ばんで２２２８ｍも沈しずんだら、大たい変へんなことになる。最さい初しょに紹しょう介かいしたように、ムウ大たい陸りくの東とう西ざいは７６００kmもあるのだ。それほど離はなれていた東ひがしと西にしの海かい岸がんが、たった一ひと晩ばんでドドドーッと押おし寄よせてきて、真まん中なかあたりでぶつかりあったことになる。「一いち夜や」というのが12時じ間かんのことだとすると、迫せまり来くる海かい水すいのスピードは時じ速そく３２０km！　新しん幹かん線せんの最さい高こう速そく度どと同おなじなのだから、ムウ帝てい国こくの人ひと々びとが生いき延のびるのは不ふ可か能のうではないかなあ。





◆生いき延のびたコツを知しりたい！



　だが、ムウ帝てい国こくの人ひと々びとが１万まん２千せん年ねん間かんも生いき延のびてきたことは、『海かい底てい軍ぐん艦かん』劇げき中ちゅうの事じ実じつ。彼かれらは、いったいどんな暮くらしをしてきたのだろうか。

　劇げき中ちゅうの描びょう写しゃを見みると、彼かれらは沈しずんだ大たい陸りくの地ち下かの神しん殿でんで、厳おごそかに祈いのりを捧ささげていた。ということは、沈しずむ大たい陸りくから脱だっ出しゅつしたのではなく、海かい底てい深ふかく沈しずんだ大たい陸りくの地ち下かなどでひっそりと暮くらしてきたということだ。

　これは、言こと葉ばにできないほど大たい変へんな生せい活かつだったことだろう。前ぜん述じゅつのように、ムウ大たい陸りくが２２２８ｍ沈しずみ、人ひと々びとが平へい均きん標ひょう高こうと同おなじ３４０ｍの地ち点てんに住すんでいたとすると、彼かれらの生いきる場ば所しょは、海かい面めん下か１８８８ｍ。これは深ふかい！　潜せん水すい艦かんの安あん全ぜん深しん度どですら、特とく殊しゅなものを除のぞけばせいぜい５００ｍなのだ。ざっと考かんがえただけでも、次つぎのような苦く難なんが想そう像ぞうされる。



①１８８８ｍの深しん海かいには日にっ光こうがまったく届とどかないので、植しょく物ぶつは育そだたない！

②植しょく物ぶつが育そだたないと、家か畜ちくも飼かえない！

③すると農のう業ぎょうがまったくできず、人にん間げんが食たべるものがない！

④光こう合ごう成せいが行おこなわれないので、酸さん素そがなくなる！

⑤植しょく物ぶつも動どう物ぶつもいなければ、服ふくを作つくる材ざい料りょうもない！

⑥人にん間げんが日にっ光こうを浴あびずにいると、ビタミンＤディーが作つくれなくなり、骨ほねが弱よわくなる！

⑦この深ふかさには地ち下か水すいもないので、飲のみ水みずもない！





　むひょ～。生いきられる条じょう件けんが、ひとつもそろっていない！
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　にもかかわらず、ムウ帝てい国こくは地ち熱ねつ発はつ電でん所しょを保ほ有ゆうし、大たい陸りくの地ち下かには巨きょ大だいな都と市しを建けん設せつしていた。ひょっとしたら、電でん気きで光ひかりを作つくり、海かい水すいから真ま水みずを精せい製せいし、その光ひかりと水みずで植しょく物ぶつを育そだて、それを餌えさに動どう物ぶつも育そだて、酸さん素そを手てに入いれていたのかもしれない。日にっ光こうも届とどかない海かい底ていで、こうした暮くらしを１万まん２千せん年ねん。科か学がく技ぎ術じゅつも忍にん耐たい力りょくもズバ抜ぬけてすごい人ひとたちだ……！

　地ち球きゅうの表ひょう面めん積せきの70％は海うみである。その海うみの底そこに、さまざまなものが静しずかに眠ねむっているのは確たしかだろう。ひょっとしたら、高こう度どな文ぶん明めいを誇ほこった大たい陸りくも……眠ねむっているかなあ？
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　世よの中なかに「無む意い味みな対たい決けつ」というものがあるとしたら、その筆ひっ頭とうがこれでしょうなあ。

　イカ娘むすめとイカデビルは、どちらがイカっぽいか。

　イカ娘むすめは『侵しん略りゃく！　イカ娘むすめ』の主しゅ人じん公こう、イカデビルは『仮か面めんライダー』に登とう場じょうしたショッカーの大だい幹かん部ぶ・死しに神がみ博はか士せの正しょう体たい。どちらも世せ界かいの征せい服ふくを企くわだてる「人じん類るいの敵てき」ではあるが、イカ娘むすめがかわいい女おんなの子こなのに対たいし、イカデビルはオドロオドロしい改かい造ぞう人にん間げん。比ひ較かくするには共きょう通つう点てんが必ひつ要ようだが、この２人ふたりに共きょう通つう点てんなんてあるのかなあ。

　２人ふたりの特とく徴ちょうをザックリ挙あげてみると、まずイカ娘むすめは、①基き本ほん的てきな体たい形けいは人にん間げんと同おなじ。②頭あたまにはイカの胴どうがついている。③髪かみの代かわりにイカの足あしが生はえていて、料りょう理りを運はこんだり、人にん間げんを縛しばりあげたりする。④口くちからはスミを吐はく。⑤言こと葉ばを話はなす際さい、語ご尾びに肯こう定てい文ぶんなら「ゲソ！」、疑ぎ問もん文ぶんや勧かん誘ゆう文ぶんなら「イカ？」をつける。

　これに対たいして怪かい人じんイカデビルは、①基き本ほん的てきな体たい形けいは人にん間げんと同おなじ。②頭あたまはイカの胴どうになっている。③肩かたからイカの足あしが生はえていて、鞭むちのように振ふり回まわし、仮か面めんライダーの首くびを絞しめたりする。④口くちからはスミを吐はく。⑤「イカ」の初はじめの文も字じだからなのか「イィー！」と叫さけぶ。

　やややっ、意い外がいにも①から⑤までほぼ同おなじ！　イメージは大おおきく違ちがうが、実じつはよく似にたお２人ふたりさんなのだ。よし、これはどっちがイカらしいか、考かんがえてみようじゃなイカ？





◆２人ふたりともモノスゴク強つよいが……



　近きん年ねんの海かい洋よう学がくなどの研けん究きゅうで、イカはかなりすごい能のう力りょくを持もっていることがわかってきた。自みずからの色いろを変かえる擬ぎ態たい能のう力りょくや、海かい洋よう生せい物ぶつ一いちといわれる視し力りょくを持もち、トビイカのように海かい水すいを噴ふん射しゃして、空くう中ちゅうを数すう十じゅうｍも飛とべるものもいる。

　もちろん、イカ娘むすめとイカデビルの能のう力りょくもすごい。

『侵しん略りゃく！　イカ娘むすめ』のイカ娘むすめは、海うみを汚よごす人にん間げんを懲こらしめ、地ち上じょうを侵しん略りゃくするために海うみからやってきた。自じ分ぶんで自じ分ぶんを「イカ」だと言いっている。その触しょく手しゅの破は壊かい力りょくはすさまじく、丸まる太たを空くう中ちゅうに放ほうり上あげ、スカッと縦たて割わりにしたこともある。その丸まる太たは直ちょっ径けい25cm、長ながさ３ｍほどもあった。この場ば合あい、触しょく手しゅが斧おのと同おなじ硬かたさと鋭するどさだとしても、イカ娘むすめは触しょく手しゅを時じ速そく４９０kmで振ふった計けい算さんになる。すげー。

『仮か面めんライダー』のイカデビルも、恐おそろしい改かい造ぞう人にん間げんだった。宇う宙ちゅうを飛とび交かう隕いん石せきを誘ゆう導どうする能のう力りょくを持もっていて、日に本ほん中じゅうに隕いん石せきを降ふらせようとしたのだ。

　実じつに恐おそるべきイカ生せい物ぶつたちであるが、ここでやろうとしているのは、攻こう撃げき力りょくの比ひ較かくではない。考こう究きゅうすべきは「どっちがイカらしイカ？」である。そもそも、丸まる太たを割わるとか隕いん石せきを操あやつるって、イカとはなんの関かん係けいもないし……。

　イカの特とく徴ちょうのなかで、最もっとも際きわ立だつのは10本ぽんの足あしを持もつことだろう。イカの足あしは、生せい物ぶつ学がくでは「腕うで」と呼よび、４対つい（計けい８本ぽん）の短みじかい腕うでと、１対つい（２本ほん）の長ながい「触しょく腕わん」がある。触しょく腕わんは伸しん縮しゅく自じ在ざいで、体たい長ちょうより長ながく伸のばすこともでき、これで獲え物ものを引ひき寄よせ、放ほう射しゃ状じょうに生はえた８本ぽんの短みじかい腕うでで、その中ちゅう心しんにある口くちに運はこぶ。

　この点てん、イカ娘むすめはどうか？　彼かの女じょには人にん間げんと同おなじような腕うでがあり、それ以い外がいにイカの腕うでらしきものを10本ぽん持もっている。それは、まるで髪かみの毛けのように頭あたまの周しゅう囲いに生はえており、彼かの女じょ自じ身しんは「触しょく手しゅ」と呼よんでいる。すべて伸しん縮しゅく自じ在ざいで、イカ娘むすめはこれら10本ぽんの触しょく手しゅを巧たくみに動うごかして、海うみの家いえ「れもん」で料りょう理りを運はこんだり、ビーチバレーをしたりしている。

　イカデビルはどうか？　イカデビルも人にん間げんと同おなじような腕うでを持もち、それとは別べつにイカの腕うでがある。数かぞえてみると、なぜか７本ほん。１本ぽんが右みぎ肩かたから、４本ほんが左ひだり肩かたから生はえており、どれも人にん間げんの腕うでに巻まきついている。そして残のこる２本ほんが生はえているのは、なんと口くちの中なか。まるで牙きばのようにニュッと突つき出だしているのだが、どう見みても軟やわらかいイカの足あしだ。それ、自じ分ぶんで食たべてしまわないか心しん配ぱいになる。

　これら７本ほんの腕うではどれも明あきらかに短みじかく、触しょく腕わんらしきものが見み当あたらない。と思おもったら、仮か面めんライダーとの戦たたかいになると、イカデビルはどこからともなく１本ぽんの長ながい触しょく腕わんを取とり出だしてきて、右みぎ手てでそれを握にぎってムチのように振ふり回まわすのだった……。

　イカ娘むすめもイカデビルも、イカとしては非ひ常じょうにアヤシイ形けい状じょう＆生せい態たいだが、どう考かんがえてもイカデビルのほうがとっても変へん！　腕うで７本ほん＋触しょく腕わん１本ぽんは持もっているものの、戦せん闘とうその他たで活かつ躍やくしているのは人にん間げんの腕うでだけで、７本ほんのイカの腕うではなんの役やくに立たつのか全ぜん然ぜんわからんし、ムチになる触しょく腕わんも、取とれるってことはそれ、自じ分ぶんの腕うでじゃないんじゃないの？　つまり、腕うでに関かんしては、イカ娘むすめのほうがイカらしい！





◆イカデビル全ぜん敗ぱい！



　イカは、漏ろう斗とからスミを吐はく。漏ろう斗とは、よく「口くち」と言いわれるが、前ぜん述じゅつしたように、イカの口くちは放ほう射しゃ状じょうに生はえた８本ぽんの腕うでの中ちゅう心しんにある。漏ろう斗とは糞ふんや卵たまごや海かい水すいを出だすための器き官かんだ。

　イカ娘むすめもイカデビルもスミを吐はくから、この点てんはどちらもイカらしい。ただし、イカ娘むすめのスミがイカスミそのままに液えき体たいであるのに対たいし、イカデビルのスミは真まっ黒くろな煙けむり。両りょう者しゃの差さは歴れき然ぜんで、スミについてはイカ娘むすめのほうがイカの特とく徴ちょうを備そなえている。

　イカの体からだのなかで最もっとも重じゅう要ような部ぶ分ぶんは、胴どうである。マンガなどでは、頭あたまのように描えがかれることが多おおいが、ここには消しょう化か器きや、呼こ吸きゅうをするための「えら」や、心しん臓ぞうや、卵たまごを産うむための生せい殖しょく腺せんなど、内ない臓ぞうが入はいっているから、「胴どう」と呼よぶのが正ただしい。イカは腕うでを食たべられても死しぬことはないが、胴どうをかじられると、内ない臓ぞうも傷きずついて、死しんでしまう。胴どうこそは、イカ最さい大だいの弱じゃく点てんとも言いえるが、イカ娘むすめとイカデビルはどうなのか。

　イカ娘むすめの頭あたまの上うえにあるイカの胴どうを、周しゅう囲いの人ひと々びとは帽ぼう子しだと思おもっている。そのためアルバイト先さきの「れもん」で脱ぬぐように言いわれたこともあるが、これにイカ娘むすめは激はげしく抗こう議ぎした。「それは私わたしに死しねと言いっているのでゲソ!?」。イカが胴どうを脱ぬいだら確かく実じつに死しぬから、これはまことにイカらしい発はつ言げんである。

　イカデビルにとっても、頭あたまそのものにしか見みえないイカの胴どうは、大だい事じなものらしい。仮か面めんライダーの仲なか間まの立たち花ばな藤とう兵べ衛えが、ショッカーに強きょう要ようされてイカデビルのトレーナーを務つとめたことがある。このとき藤とう兵べ衛えは、本ほん気きでキビシク指し導どうにあたった。そんなことをしたら、仮か面めんライダーの敵てきが強つよくなってしまうのに、なぜ!?　という気きがするが、藤とう兵べ衛えという人ひとは常つねに自じ分ぶんの職しょく務むに熱ねっ心しんなおじさんなのだ。

　で、叱しっ咤た激げき励れいしながら、この恐おそろしい改かい造ぞう人にん間げんを鞭むちでビシバシしばいていたときのこと。その鞭むちが頭あたま（イカの胴どう）に当あたってしまい、それまで従じゅう順じゅんだったイカデビルが激はげしく抗こう議ぎした。「俺おれの頭あたまには（隕いん石せきの）誘ゆう導どう装そう置ちが入はいっているんだ！」。ええっ、そうなの!?　その事じ実じつにも驚おどろくが、このイカ怪かい人じんにとって胴どうが大だい事じなのは、大たい切せつな内ない臓ぞうが入はいっているからというより、隕いん石せきの誘ゆう導どう装そう置ちがあるから!?　それは全ぜん然ぜんイカらしくない！

　むむむ、これではイカ娘むすめの全ぜん勝しょう。というか、イカデビルの全ぜん敗ぱいだ！　それでは不ふ憫びんだから、イカデビルが起き死し回かい生せいできそうな要よう素そを探さがそう。

　たとえば初はつ登とう場じょうのシーンはどうか!?　イカ娘むすめは、海うみから現あらわれた。おお、これは文もん句くなくイカらしい。では、イカデビルは？　あろうことか、岩いわを撥はね飛とばして地じ面めんのなかから出しゅつ現げん！　あんた、それでもイカなのか!?
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　──これはもう仕し方かたがない。よりイカらしいのは、明あきらかにイカ娘むすめのほうだ。もう議ぎ論ろんの余よ地ちなく、イカ娘むすめの圧あっ勝しょう。

　とはいえ、筆ひっ者しゃの目めには、イカ娘むすめはどうしても帽ぼう子しを被かぶった人にん間げんの女おんなの子こにしか見みえない。これに対たいして、イカデビルはもう違い和わ感かんなくイカの怪かい人じんだ。う～ん、なぜだろう？　イカ生せい物ぶつたちの生せい態たいより、こっちのほうが、はるかに不ふ思し議ぎである。
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　異い性せいにモテまくるキャラクターは、いろいろなマンガに登とう場じょうする。だが、具ぐ体たい的てきにどれほどモテていたかは、案あん外がいわかりづらいものである。

　たとえば、筆ひっ者しゃが子こどもの頃ころに大だい人にん気きだった『巨きょ人じんの星ほし』には、花はな形がた満みつるという主しゅ人じん公こうのライバルキャラがいた。イケメンで、お金かね持もちの御おん曹ぞう司しで、野や球きゅうの天てん才さいで、友ゆう情じょうにも篤あつい。当とう然ぜんモテモテで、アイドルタレントにもデートに誘さそわれたりしていたが、当とう人にんはそういう人ひとたちには目めもくれず、主しゅ人じん公こう・星ほし飛雄馬ひゅうまのお姉ねえさん、木きの陰かげから飛雄馬ひゅうまを見み守まもっていた姿すがたが有ゆう名めいな明あき子こ姉ねえちゃんを、一いち途ずに愛あいするのだった……。

　自じ分ぶんのモテモテぶりをまるで意い識しきしていない！　もったいないぞ、花はな形がたくん！　などと、レベルの低ひくいイチャモンをつけている場ば合あいではない。花はな形がたくんの態たい度どは立りっ派ぱだと思おもうし、多おおくのモテキャラは、むしろ恋れん愛あいなどに興きょう味みを示しめさないから、実じっ際さいのモテっぷりは不ふ詳しょうなのだ。

　よって、ここでは「モテたい！」と熱ねつ望ぼうしているキャラたちのモテ度どを比くらべてみることにしよう。どっちかというと、モテない人ひと々びとの話はなしになりそうな気きもするし、そもそもこんな研けん究きゅう、モテないヤツがやることじゃないの？　という不ふ安あんもありますが。





◆片かたっ端ぱしから好すきになる！



　モテるかどうかは別べつにして、「ホレっぽい」という意い味みで、すごい人ひと々びとがいる。

　筆ひっ者しゃがまず思おもい浮うかべるのは、バスケットマンガの金きん字じ塔とう『ＳＬＡＭスラム ＤＵＮＫダンク』の桜さくら木ぎ花はな道みちだ。彼かれは、中ちゅう学がく３年ねん間かんで50人にんに告こく白はくし、ことごとくフラれたという！

　３年ねんで50人にんとは、１年ねんに17人にん。ほぼ３週しゅう間かんに１度どというハイペースで告こく白はくしたことになる。そして、ことごとく玉ぎょく砕さいしながらも、平へい均きん３週しゅう間かん後ごには、またフレッシュな気き分ぶんできっちりアタック。ここまで来くると、頭あたまの下さがる打うたれ強づよさだ。彼かれが高こう校こうバスケットで活かつ躍やくできたのは、中ちゅう学がく時じ代だいの非ひモテ生せい活かつの賜たま物ものではないだろうか。

　この花はな道みちを上うわ回まわって惚ほれっぽいのが、『ＯＮＥワン ＰＩＥＣＥピース』のサンジである。彼かれは腕うでの立たつコックだが、美うつくしい女じょ性せいに目めがないというか、見み境さかいがない。サンジはもともと、海かい上じょうレストラン「バラティエ」の副ふく料りょう理り長ちょうだった。その初はつ登とう場じょうシーンは、こんな感かんじだ。

　料りょう理り人にんたちが店みせの厨ちゅう房ぼうで「サンジの野や郎ろうは？」「店内ダイニングで客きゃくくどいてるよ」などと噂うわさしている頃ころ、当とうのサンジはある女じょ性せい客きゃくの椅い子すの背せに手てをかけながら、気き取どってワインを注ついでいた。その女じょ性せいはカップルの１人ひとりで、男だん性せいの連つれがいる。サンジの馴なれ馴なれしい態たい度どに、その男だん性せい客きゃくは憤ふん慨がいするが、サンジはそんなこと、お構かまいなしだ。それどころか、ゾロたちと店みせに来きていたナミに気きづくと、先さきほどの女じょ性せい客きゃくなど忘わすれたかのように、ナミだけを見みつめて近ちかづき、「ああ海うみよ」で始はじまる98文も字じの甘あまい言こと葉ばをささやくのだった。そして、ゾロたちは完かん全ぜん無む視しで、ナミだけにフルーツと食しょく後ご酒しゅをサービス。かと思おもえば、その直ちょく後ご、店みせに入はいってきた女じょ性せい客きゃくに「よく来きたねロクサーヌ♡」と、ハートをバラ撒まく。

　さらには、ウイスキーピークの街まちで歓かん待たいされた宴うたげ（実じつは敵てきの罠わなだったが）では、自じ分ぶんをハーレム状じょうに囲かこんだ20人にんの美び女じょをいっぺんに口く説どいた！

　彼かれが初はつ登とう場じょうするコミックス５巻かんから、ほぼ１年ねん間かんの物もの語がたりと思おもわれる61巻かんまでを調しらべると、こんな調ちょう子しでサンジが１年ねん間かんに言いい寄よった女じょ性せいの数かずは、なんと32人にん！　『ＳＬＡＭスラム ＤＵＮＫダンク』桜さくら木ぎ花はな道みちの17人にんを倍ばい近ちかく上うわ回まわる女おんな好ずきである。





◆週しゅうに２回かいはお見み合あいだ！



　女じょ性せいキャラにもツワモノはいる。その代だい表ひょうが、１９７０年ねん代だいに「りぼん」に連れん載さいされた『きみどりみどろあおみどろ』の主しゅ人じん公こう・きみどりだ。これは『つる姫ひめじゃ～っ！』で知しられる土つち田だよしこ先せん生せいの作さく品ひんで、きみどりは小しょう学がく６年ねん生せいの女おんなの子こという設せっ定ていだった。ところが、その後ごに描えがかれた番ばん外がい編へんで、恐おそるべき事じ実じつが明あきらかになったのだ。

　番ばん外がい編へんのなかで、きみどりは29歳さい。そして、それまでに２５６人にんの男だん性せいとお見み合あいしたが、すべて断ことわられたというカナシイ事じ実じつが語かたられる。きみどりのお見み合あいの相あい手ては全ぜん員いんが弟おとうとの「あおみどろ」の友ゆう人じんだったため、弟おとうとは姉あねのせいで友とも達だちという友とも達だちをなくしてしまったらしい。

　２人ふたりの年ねん齢れい差さを考かんがえれば、これはスゴい話はなしだ。きみどりが小しょう６のとき、あおみどろは５歳さいくらいに見みえた。すると、きみどりが29歳さいのいま、あおみどろは22歳さいのはずだ。常じょう識しき的てきに、お見み合あいをするのは、どんなに早はやくても20歳さいをすぎてからだろう。弟おとうとの友ゆう人じんの多おおくが弟おとうとと同おない年どしだったとすれば、弟おとうとが友ゆう人じんを姉あねのお見み合あい相あい手てに推すい薦せんし始はじめたのは、早はやくても２年ねん前まえからでは？

　するときみどりは、長ながくてもたった２年ねんのあいだに、２５６人にんもの男だん性せいとお見み合あいしたことになる。１年ねんで１２８人にん。なんと３日かに１人ひとりだ！

　あくまでお見み合あいの人にん数ずうだし、もはやモテるモテないを超ちょう越えつしているが、きみどりがマンガ史し上じょうに残のこる偉い大だいなキャラであることは間ま違ちがいない。マンガも、すごく面おも白しろいよ。





◆２０２６人にんといっぺんにつき合あう!?



　実じっ際さいにつき合あった人にん数ずうで桁けた外はずれにすごいのが『家庭教師かてきょーヒットマンＲＥＢＯＲＮリボーン！』の[image: ]ドクターシャマルだ。彼かれは、かつて２０２６股またをかけていたという！

　シャマルは殺ころし屋やであると同どう時じに、医い者しゃでもあるが、女じょ性せいしか診しん察さつしない。男だん性せい患かん者じゃはどうなってもいいのか？　と医い者しゃとしての倫りん理り観かんを問といたくなるが、いや、その前まえに人ひととしての道どう徳とく観かんを問とわねばなりませんなあ。

　とはいえ、同どう時じに２０２６人にんの女じょ性せいとつき合あうことなど、人じん類るいにできるのか。筆ひっ者しゃなら、盤ばん石じゃくの自じ信しんを持もって断だん言げんできる。まず名な前まえが覚おぼえられません！

　１人ひとりと１ヵ月げつに１回かいデートするにしても、１日にちに68人にん。１人ひとりあたりのデート時じ間かんがわずか10分ぷんであっても、毎まい日にち11時じ間かん20分ぷんかかる。移い動どうに10分ぷんずつかかったら、デートだけで１日にち22時じ間かん40分ぷん。医い者しゃの仕し事ごともできないし、寝ねる暇ひまもない。「医い者しゃの不ふ養よう生じょう」とは、このことだ。そもそも相あい手ての女じょ性せいたちが、１ヵ月げつに10分ぷん間かんのデートで納なっ得とくしてくれるのか!?

　シャマルが仕し事ごとと恋れん愛あいを両りょう立りつするには、患かん者じゃと交こう際さいするしかないだろう。診しん察さつ時じ間かんは１人ひとり10分ぷんで、１日にちに68人にんの患かん者じゃを診みる。そのすべてが恋こい人びと！　現げん代だい、医い療りょう現げん場ばの過か重じゅう労ろう働どうが問もん題だい視しされているが、シャマルの医い療りょう＆恋れん愛あいもあまりに過か重じゅうである。

　──というわけで、筆ひっ者しゃが知しる限かぎり、この[image: ]ドクターシャマルがいちばんモテたヤツじゃないかなあ。大たい変へんそうで、まるで羨うらやましくありませんが。
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　あしゅら男だん爵しゃく。つばさ文ぶん庫この読どく者しゃは知しってるかなあ？　筆ひっ者しゃが大だい好すきだった１９７０年ねん代だいのアニメ『マジンガーＺゼット』に出でてきた悪あく役やくなんだけど。

　この人ひとのインパクトは結けっ構こうすごくて、初はじめて見みたときは夢ゆめに出でてくるかと思おもった。なにしろ、体からだの右みぎ半はん分ぶんが女じょ性せい、左ひだり半はん分ぶんが男だん性せいなのだ！

　そして劇げき中ちゅう、この人ひとが横よこを向むいて女おんなの体からだが映うつるときは女おんなの声こえ、男おとこの体からだが映うつるときは男おとこの声こえ、正しょう面めん向むきで両りょう方ほうの顔かおが見みえるときには、男だん女じょの声こえがハモっていた。いったいどういう仕し組くみになっていたのか、いまでも全ぜん然ぜんわかりません！

　本ほん稿こうでは、あしゅら男だん爵しゃくの体からだの構こう造ぞうを考かんがえよう。アニメ界かい広ひろしといえども、こんなに不ふ思し議ぎなカラダのキャラクターはそうそういませんぞ。





◆すばらしい夫ふう婦ふだった！



　あしゅら男だん爵しゃくがなぜあんな体からだなのか、その理り由ゆうははっきり説せつ明めいされている。

　彼かれ／彼かの女じょはもともと、古こ代だいの遺い跡せきで見みつかった夫ふう婦ふのミイラだったという。発はっ掘くつした悪あくの首しゅ領りょうドクターヘルが、２体たいのミイラを組くみ合あわせてサイボーグ化かしたのだ。具ぐ体たい的てきに考かんがえるなら、ヘルは２体たいのミイラを頭とう頂ちょうから股こ間かんにかけての「正せい中ちゅう線せん」でスパッと断たち割わり、男だん性せいの左ひだり半はん身しんと女じょ性せいの右みぎ半はん身しんを組くみ合あわせて１体たいにした……ということだろう。ビックリするほど大だい胆たんである！

　手しゅ術じゅつは困こん難なんを極きわめたことだろう。神しん経けいや血けっ管かんをいちいちつなぎ合あわせる苦く労ろうも大たい変へんなものだっただろうが、それより大おおきな障しょう害がいは「拒きょ絶ぜつ反はん応のう」だ。

　われわれの体からだには、自じ分ぶんのものとは違ちがうタンパク質しつが侵しん入にゅうしてきたとき、それを攻こう撃げきしようとする仕し組くみが備そなわっている。タンパク質しつは遺い伝でん子しに組くみ込こまれた情じょう報ほうによって作つくられるため、遺い伝でん子しの違ちがいが大おおきければ、攻こう撃げき力りょくも強つよくなる。他た人にんの皮ひ膚ふや臓ぞう器きを移い植しょくしたとき、一いっ体たい化かせずに剝はがれ落おちることがあるのもこのためで、これが拒きょ絶ぜつ反はん応のうと呼よばれる。

　拒きょ絶ぜつ反はん応のうは、遺い伝でん子しの近ちかい親おや子こや兄きょう弟だいのあいだでは起おこりにくい。あしゅら夫ふう婦ふがつつがなく合がっ体たいできたということは、ご夫ふう婦ふの遺い伝でん子しが家か族ぞくなみに近ちかかったということだ。ものすごい奇き跡せきといえるだろう。

　それだけではない。２人ふたりには、体たい格かく面めんの奇き跡せきもあった。

　半はん身しんずつがピッタリ組くみ合あわさるということは、この夫ふう婦ふ、まったく同おなじ身しん長ちょうだったはずである。背せ丈たけだけではなく、頭あたまの大おおきさも、胴どう体たいの長ながさも、胸むな板いたの厚あつみも、寸すん分ぶん違たがわず同どうサイズということだ。違ちがってもよいのは、手て足あしの長ながさだけ……、いや、足あしの長ながさも同おなじでないと、立たったときに傾かたむくか。

　するともう、ナニモカモ同おなじという大だい奇き跡せき！　あしゅら夫ふ妻さいは、お互たがいにいい人ひとと巡めぐり合あいましたなあ。





◆生せい活かつにもいろいろ困こまる



　こうして誕たん生じょうしたあしゅら男だん爵しゃくは、右みぎが女じょ性せい、左ひだりが男だん性せいである。医い学がく的てきに考かんがえれば、この構こう成せいは悪わるくない。

　たとえば、心しん臓ぞうだ。心しん臓ぞうは体からだの真まん中なかにあるが、右みぎ側がわで肺はいに血けつ液えきを送おくり、左ひだり側がわで全ぜん身しんに血けつ液えきを送おくり出だしている。全ぜん身しんへ血けつ液えきを送おくるほうがパワーが必ひつ要ようだから、心しん臓ぞうは左ひだりのほうが強つよく拍はく動どうする。あしゅら男だん爵しゃくの心しん臓ぞうの左ひだり側がわも、左ひだりに位い置ちする男だん性せいのものだろう。心しん臓ぞうは男だん性せいのほうが大おおきく強つよいから、まことに好こう都つ合ごう。もし逆ぎゃくだったら、女じょ性せいの心しん臓ぞうで全ぜん身しんに血けつ液えきを送おくらねばならず、負ふ担たんが大おおきかったと思おもわれる。

　逆ぎゃくに、肝かん臓ぞうは体からだの右みぎ側がわにあるから、男だん爵しゃく夫ふ人じんのものが使つかわれているはずだ。肝かん臓ぞうの機き能のうは女じょ性せいのほうが優すぐれていて、これが女じょ性せいのほうが長なが生いきする一いち因いんという説せつもある。この点てんでも有ゆう利りな組くみ合あわせである。ドクターヘルも、よく考かんがえているなあ。

　ただし、脳のうについては問もん題だいだ。脳のうは右う脳のうと左さ脳のうに分わかれていて、右う脳のうが左ひだり半はん身しんを動うごかし、左さ脳のうが右みぎ半はん身しんを動うごかすという逆ぎゃくの関かん係けいになっている。すると、男だん爵しゃくの脳のうで男だん爵しゃく夫ふ人じんの体からだを動うごかし、男だん爵しゃく夫ふ人じんの脳のうで男だん爵しゃくの体からだを動うごかすことに……ああ、ヤヤコシイ！

　また、この体からだでは歩あるくだけでも苦く労ろうするのではないだろうか。足あしの長ながさも同おなじとはいえ、右みぎ足あしは女おんな、左ひだり足あしは男おとこなのだ。多おおくの場ば合あいは、男おとこのほうが大おお股またで歩あるく。あしゅら男だん爵しゃくも同おなじだとすれば、左ひだり足あしの歩ほ幅はばが右みぎの歩ほ幅はばをいつも上うわ回まわることになり、その結けっ果か、心こころならずも、右みぎへ右みぎへとカーブしてゆく。

　これ以い外がいにも、化け粧しょうは顔かおの右みぎ半はん分ぶんだけするのか、どういうメガネをかけるのか、いかなるパンツを穿はくのか、靴くつは男だん女じょ２足そく分ぶんを買かうのか……など、あしゅら男だん爵しゃくの生せい活かつに、謎なぞは尽つきない。





◆恋こいの相あい手ては自じ分ぶん自じ身しん!?



　こんなあしゅら男だん爵しゃくが恋こいをしたら、どうなるだろう？　相あい手ては男おとこか、女おんなか？　もちろん誰だれと恋こいしようと自じ由ゆうだが、たとえば男おとことデートをするときには、やはり右みぎ側がわの妻つまのほうが腕うでを組くむことになろう。その場ば合あい、左ひだり側がわの夫おっとはヤキモキしたりしないのか!?

　これらの不ふ安あんを吹ふき飛とばすには、あしゅら男だん爵しゃくがもう１人ひとりいればよい。あしゅら夫ふ妻さいには、それぞれミイラの半はん身しんが残のこっているはず。それらを組くみ合あわせて、あしゅら男だん爵しゃくＢビーを作つくるのだ。そうすれば、お互たがいに夫ふう婦ふは一いっ心しん同どう体たいのまま、もう半はん分ぶんの夫ふう婦ふと腕うでを組くんでデートもできる。おお、なんという幸しあわせ！

　……いや、果はたしてそうか？　あしゅら男だん爵しゃくＡエーは、右みぎが女おんな、左ひだりが男おとこ。この人ひととデートするあしゅら男だん爵しゃくＢビーは、右みぎが男おとこ、左ひだりが女おんなのはずである。

　Ａエーが右みぎ、Ｂビーが左ひだりに並ならんで腕うでを組くむとしよう。Ａエーが伸のばす手ては、左ひだり半はん身しんの男おとこの手てだ。それを受うけ止とめるＢビーの右みぎ半はん身しんは男おとこ。ああっ、男おとこ同どう士し（というか自じ分ぶん同どう士し）で手てをつなぐことになってしまう。左さ右ゆう入いれ替かわっても、今こん度どは女おんな同どう士し（これも自じ分ぶん同どう士し）。

　慌あわてて手てを振ふりほどき、ギュッと抱ほう擁ようしようものなら、Ａエーの左ひだり半はん身しんに迫せまってくるのは、Ｂビーの右みぎ半はん身しん。つまり男おとこと男おとこ（自じ分ぶんと自じ分ぶん）が急きゅう接せっ近きん！　わ～、どうすりゃいいんだ!?

　マジンガーＺゼットと戦たたかうあしゅら男だん爵しゃくは、日にち常じょう生せい活かつや恋こいでも戦たたかいを強しいられるのだ。大たい変へんだなあと思おもうけど、どうか頑がん張ばっていただきたい。
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　１９８６年ねんに「週しゅう刊かん少しょう年ねんジャンプ」で連れん載さいスタートした『ジョジョの奇き妙みょうな冒ぼう険けん』は、途と中ちゅうで掲けい載さい雑ざっ誌しを「ウルトラジャンプ」に替かえて、２０１５年ねん６月がつ現げん在ざいも連れん載さい中ちゅうだ。

　物もの語がたりによって主しゅ人じん公こうや舞ぶ台たいは変かわるが、さまざまな超ちょう能のう力りょくを持もつ人ひとたちが、奇き妙みょうな戦たたかいを繰くり広ひろげる世せ界かい観かんは全ぜんシリーズ共きょう通つうだ。ここで紹しょう介かいするエピソードは、第だい６部ぶ『ストーンオーシャン』のもので、主しゅ人じん公こうは元がん祖そのジョナサンから数かぞえて５代だい目めにあたる空くう条じょう徐倫ジョリーン、敵かたき役やくがプッチ神しん父ぷである。

　このプッチ神しん父ぷが、生せい物ぶつ以い外がいのすべてと、自じ分ぶん自じ身しんの時じ間かんを加か速そくさせる能のう力りょくを持もっていた。つまり、生せい物ぶつである人にん間げんから見みれば、周しゅう囲いの時じ間かんが目めの回まわる速はやさで進すすんでしまう。時と計けいの針はりは高こう速そくでぐるぐる回かい転てんし、アイスはたちまち溶とけ、そしてプッチ神しん父ぷはすさまじいスピードで攻こう撃げきをしかけてくる！　はたして徐倫ジョリーンは勝かてるのか!?

　……というのが話はなしの主しゅ軸じくなのだが、ここで注ちゅう目もくしたいのは、劇げき中ちゅうで紹しょう介かいされる小ちいさなエピソード。時じ間かんの流ながれが加か速そくする世せ界かいで、岸きし辺べ露ろ伴はんというマンガ家かはきっちり締しめ切きりを守まもったというのだ。本ほん筋すじとは関かん係けいないが、これ、ものすごいことではないか？





◆マンガ家かは一ひと晩ばんでどのくらい描かける？



　実じつは、『ストーンオーシャン』における岸きし辺べ露ろ伴はんの出で番ばんはたった１度どしかない。しかも、他ほかの人ひとの会かい話わに名な前まえが出でてくるだけ。

　劇げき中ちゅう、プッチ神しん父ぷが時ときを加か速そくさせたため、人にん間げん社しゃ会かいはとんでもない影えい響きょうを受うける。月げっ産さん[image: ]ナンバー１と呼よばれる人にん気きマンガ家かも、一ひと晩ばんで１ページしか描かけなかった。それもそのはず、ペンにインクをつけて原げん稿こうの上うえに持もってくるあいだに、もうインクが乾かわいてしまうのだ。

「どうすりゃいいんだ？」とマンガ家かが頭あたまを抱かかえていると、編へん集しゅう者しゃから電でん話わがかかってくる。こんな状じょう況きょうでも、締しめ切きりに間まに合あわせたマンガ家かがいるという。驚おどろいた[image: ]ナンバー１マンガ家かが「何なに者ものなんだあ」と尋たずねると、電でん話わの向むこうで編へん集しゅう者しゃが「岸きし辺べ露ろ伴はん」と答こたえる。彼かれの出で番ばんは、たったこれだけだ。

　それでもインパクト充じゅう分ぶんだったのは、彼かれが『ジョジョの奇き妙みょうな冒ぼう険けん』第だい４部ぶで活かつ躍やくしていたからだ。そのときの説せつ明めいによれば、岸きし辺べ露ろ伴はんは16歳さいでデビューし、物もの語がたりの進しん行こう時じ点てんで20歳さい。19ページの連れん載さい原げん稿こうを通つう常じょうは４日かかけて、創そう作さく意い欲よくが湧わけば一ひと晩ばんで描かき上あげていた。

　実じっ際さいにマンガ雑ざっ誌しの編へん集しゅう者しゃに取しゅ材ざいしたところ、月げっ産さん[image: ]ナンバー１クラスのマンガ家かでも月つきに２４０ページ、調ちょう子しがいい日ひで一ひと晩ばんに10ページほどが限げん界かいだという。普ふ段だんの露ろ伴はんは１日にち５ページ弱じゃくだが、調ちょう子しがいいと、現げん実じつの[image: ]ナンバー１マンガ家かの２倍ばいも速はやく描かけるわけだ。

　これほど実じつ力りょくのある露ろ伴はんだからこそ、加か速そくされた時じ間かんのなかでも原げん稿こうを間まに合あわせたのだろう。それはどれほどの早はや業わざだったのか？





◆ええっ、一ひと晩ばんで５千せんページ!?



　露ろ伴はんの仕し事ごとっぷりがいかにすごいか。それを知しるためには、具ぐ体たい的てきに時じ間かんがどれほど加か速そくされたかを探さぐらねばならない。

　ヒントは、劇げき中ちゅうに出でてきた「インクがたちまち乾かわく」という現げん象しょうだろう。

　実じっ験けんしてみるために、多おおくのマンガ家かが使つかっているというＧジーペンとインクを買かってきた。ペンにインクをつけて手て元もとまで持もってくるのに、ほぼ１秒びょうかかる。続つづいて、１分ぷんが経たつごとに紙かみに線せんを引ひいていくと、17分ふん後ご、ペンにインクは残のこっているのに、線せんがかすれ始はじめた。この現げん象しょうから、ペンにつけたインクは17分ふんで乾かわくと考かんがえていいだろう。

　17分ふんとは１０２０秒びょうである。通つう常じょう１０２０秒びょうかかって乾かわくインクが、このときは１秒びょうで乾かわいたわけだ。すると、時じ間かんはおよそ千せん倍ばいに加か速そくしていたことになる。これは大たい変へんだ！　一ひと晩ばんを12時じ間かんとすると、たった43・２秒びょうで夜よが明あけてしまうのだから。

　ということは、第だい６部ぶで困こまっていた[image: ]ナンバー１マンガ家かも、結けっ構こうスゴいんじゃないか。一ひと晩ばんに１ページしか描かけなかったというけれど、43・２秒びょうで１ページ描かき上あげたわけだから。彼かれは普ふ段だんなら、一ひと晩ばんで千せんページも描かける計けい算さんになるぞ。

　当とう然ぜん、岸きし辺べ露ろ伴はんはもっとスゴい。彼かれがこの夜よるもいつもどおり５ページ描かいたとすれば、時じ間かんの加か速そくしない日ひは一ひと晩ばんで５千せんページ描かけてしまうのだ！　１ページの完かん成せいに、わずか８・６４秒びょう！　ぬっひょ～っ。

　マンガの単たん行こう本ぼんは１冊さつ２００ページ前ぜん後ご。露ろ伴はんがこの夜よると同おなじ根こん性じょう（と技ぎ術じゅつ？）を振ふり絞しぼれば、たった一ひと晩ばんで25巻かん分ぶん描かけることになる。全ぜん25巻かんのマンガというと、『ブラック・ジャック』『ぬらりひょんの孫まご』『サイコメトラーＥＩＪＩエイジ』『つるピカハゲ丸まる』……。これら名めい作さく群ぐんと同おなじ量りょうの原げん稿こうをたった一ひと晩ばんで!?

　露ろ伴はんは「ぼくは『読よんでもらうため』にマンガを描かいている！」と言いっていたが、う～ん、どんな傑けっ作さくでも、毎まい日にち25巻かんともなると、読よむほうも大たい変へんだと思おもいます。





◆さあ、１００万まん日にち徹てつ夜やだ！



　この偉い大だいなマンガ家かの制せい作さく現げん場ばは、どういうことになっていたのだろう。

　千せん倍ばいも速はやく流ながれる時じ間かんのなかで、普ふ段だんと同おなじ作さ業ぎょう量りょうをこなすには、すべての動どう作さを千せん倍ばいのスピードで行おこなわなければならない。普ふ段だんの露ろ伴はんが１秒びょうで３cmの線せんを引ひくとすれば、この夜よるは１秒びょうで３千ぜんcm＝秒びょう速そく30ｍでペンを動うごかしたはずである。プロボクサーのパンチは秒びょう速そく10ｍぐらいだから、露ろ伴はんのペンさばきはプロボクサーのパンチの３倍ばいも速はやい！　もはや自じ分ぶんにさえペンの動うごきは見みえず、長なが年ねん鍛きたえた技わざと感かん覚かくだけでペンを操あやつっていたに違ちがいない。

　大たい変へんなのは、曲きょく線せんを描かくときだ。筆ひっ者しゃが買かってきたＧジーペンは、ペン軸じくとペン先さきを合あわせて10ｇだが、これで半はん径けい10cmの円えんを描かくと、遠えん心しん力りょくでペンが９kgの重おもさに感かんじられるハズ！

　これでは、いくら露ろ伴はんでも疲ひ労ろう困こん憊ぱいしただろう。１秒びょうあたりの消しょう費ひエネルギーは「速そく度ど×速そく度ど×速そく度ど」に比ひ例れいするから、１０００×１０００×１０００＝10億おく倍ばい！　ただし、実じっ際さいに描かいていた時じ間かんは一ひと晩ばんの千せん分ぶんの１だから、消しょう費ひエネルギーも10億おく倍ばいの千せん分ぶんの１となり、普ふ段だんの１００万まん倍ばい。つまり露ろ伴はんはこの夜よる、１００万まん日にち連れん続ぞくして徹てつ夜やするほどのエネルギーを消しょう耗もうしたのだ！

　──というわけで、「徐倫ジョリーンvsプッチ神しん父ぷ」という本ほん筋すじには関かん係けいないけど、それに劣おとらずスゴいエピソードなのである、これ。
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『てぶくろ』はウクライナの民みん話わだが、日に本ほんでも昔むかしから有ゆう名めいなお話はなしだ。筆ひっ者しゃが初はじめて出で会あったのも幼おさない頃ころで、たぶん母ははか叔お母ばに読よみ聞きかせてもらったのだと思おもう。

　雪ゆきの上うえに落おちていた手て袋ぶくろに、ネズミやウサギなど動どう物ぶつたちが次つぎ々つぎに入はいっていくという話はなしは、子こども心ごころに不ふ可か解かいだった。寒さむい北きたの国くにには、そんなに大おおきな手て袋ぶくろがあるのか？　それとも、手て袋ぶくろはどんどん大おおきくなったのか？

　そこで、あらためて『てぶくろ』（うちだりさこ訳やく　エウゲーニー・Ｍエム・ラチョフ絵え／福ふく音いん館かん書しょ店てん）を読よんでみた。な～るほど、すっかり忘わすれていたが、手て袋ぶくろは森もりを歩あるいていたおじいさんが落おとしたものであった。

　ということは、手て袋ぶくろははじめ、普ふ通つうのサイズだったのだろう。そこに動どう物ぶつが次つぎ々つぎと……。これは恐おそるべき事じ態たいではないだろうか。

　続ぞく々ぞくと手て袋ぶくろに入はいった動どう物ぶつたちは、順じゅんに次つぎのとおりだ。

　①くいしんぼねずみ　　　②ぴょんぴょんがえる

　③はやあしうさぎ　　　　④おしゃれぎつね

　⑤はいいろおおかみ　　　⑥きばもちいのしし

　⑦のっそりぐま

　全ぜん部ぶで７匹ひき！　しかも、動どう物ぶつたちのサイズはどんどん大おおきくなり、最さい後ごはクマまで入はいっちゃってる！　手て袋ぶくろにクマ……。うーん、手て袋ぶくろはどうなってしまうのか!?





◆この手て袋ぶくろの大おおきさは？



　物もの語がたりの舞ぶ台たいになったウクライナは、ロシアの南なん西せい、黒こっ海かいの北ほく岸がんにある。その首しゅ都と・キエフは、北ほっ海かい道どうより北きたの北ほく緯い50度どに位い置ちし、１月がつには平へい均きん気き温おんがマイナス３・５℃を記き録ろくする。こんな寒さむいところに手て袋ぶくろが落おちていたら、そりゃあ動どう物ぶつたちも入はいりたくなるかもしれませんなあ。

　では、この手て袋ぶくろ、大おおきさはどれほどだったのか？　それは、動どう物ぶつたちの大おおきさを調しらべればわかるはずだ。

　手て袋ぶくろを最さい初しょに発はっ見けんしたくいしんぼねずみは、絵え本ほんの挿さし絵えと百ひゃっ科か事じ典てんの図ず版はんを照しょう合ごうすると、おそらくアカネズミだったと思おもわれる。すると体たい長ちょうは10cm。落おちていた手て袋ぶくろは指ゆびが分わかれていないミトンなので、これなら普ふ通つうサイズでも楽らく々らくと入はいれるであろう。

　と思おもったが、絵え本ほんの挿さし絵えを見みると、おじいさんの手て袋ぶくろが普ふ通つうサイズでなかったことは明あきらかだ。絵え本ほんに定じょう規ぎを当あててみると、手て袋ぶくろの手て首くびから指ゆび先さきまでの長ながさは、くいしんぼねずみの体たい長ちょうの３・４倍ばいもある。すると、手て袋ぶくろの長ながさはなんと34cmということだ！　筆ひっ者しゃの手て袋ぶくろの同おなじ部ぶ分ぶんの長ながさは22cmだから、その１・５倍ばいもデカい。手て袋ぶくろを落おとしたおじいさんは、常じょう人じんの１・５倍ばいも巨きょ大だいな手ての持もち主ぬしだったと思おもわれる。

　次つぎにやってきたのは、ぴょんぴょんがえる。絵え本ほんで見みる限かぎり、体からだの大おおきさはくいしんぼねずみと同おなじくらいだ。この大おおきな手て袋ぶくろには、余よ裕ゆうで入はいれるだろう。

　続つづいては、はやあしうさぎ。ノウサギの体たい長ちょうは40～60cm。長ながさ34cmの巨きょ大だい手て袋ぶくろといえども、全ぜん身しんを入いれることは難むずかしい。おそらく手て袋ぶくろは、このへんから伸のび始はじめたのではないか。

　これに続つづく動どう物ぶつたちの体たい長ちょうを調しらべてみると、キツネ70cm、オオカミ80～１６０cm、イノシシ１１０～１５０cm、クマ１７０～２８０cm！　で、デカい！　いくらなんでも、体たい長ちょう２ｍ前ぜん後ごのクマなんて入はいれるの!?

　しかし入はいっちゃったのだから、仕し方かたがない。これらの巨きょ大だい動どう物ぶつが次つぎ々つぎに入はいった手て袋ぶくろは、最さい終しゅう的てきにはどれほど大おおきくなったのだろうか？





◆手て袋ぶくろは何なん倍ばいに広ひろがった？



　絵え本ほんの絵えでは、最さい後ごにクマがやってきたとき、６匹ぴきの動どう物ぶつたちは、親おや指ゆびを上うえにして置おかれた手て袋ぶくろに思おもい思おもいの居い場ば所しょを見みつけて潜もぐり込こんでいた。すでに満まん員いん状じょう態たいである。

　そこに巨きょ大だいなクマがどうやって割わり込こんだのか非ひ常じょうに知しりたいが、残ざん念ねんながら全ぜん員いんが入はいった絵えは載のっていなかった。

　ならば、想そう像ぞうしてみよう。ここでは、７匹ひきが入はいるのに、いちばんムダなスペースが生しょうじない方ほう法ほうを考かんがえたい。

　それぞれの動どう物ぶつたちが最もっとも小ちいさな個こ体たいだとして、百ひゃっ科か事じ典てんの図ず版はんから胴どう体たいの直ちょっ径けいを計けい算さんしてみると、キツネ21cm、オオカミ26cm、イノシシ41cm、クマ64cm。これらが横よこ一いち列れつに並ならんだとき、全ぜん員いんの胴どう体たいをぐるりと一ひと回まわりする長ながさがいちばん短みじかくなるのは、オオカミ（中ちゅう）、イノシシ（大だい）、クマ（特とく大だい）、キツネ（小しょう）という順じゅんに並ならんだときだ。残のこる小こ型がたの３匹びきは、他ほかの動どう物ぶつたちの隙すき間まに入はいればよい。この入はいり方かたを藤ふじ嶋しまマルさんに描かいてもらったのがタイトル下したのイラストだ。この場ば合あい、手て袋ぶくろの手てを入いれる部ぶ分ぶんの１周しゅうは、なんと３ｍ46cmになる！

　自じ分ぶんの手て袋ぶくろで測はかると、手て袋ぶくろの入いり口ぐちの１周しゅうは、手て首くびから先せん端たんまでと同おなじ長ながさである。すると、ネズミが入はいる段だん階かいで、入いり口ぐちの１周しゅうも、長ながさと同おなじ34cmだったはずだ。それが、動どう物ぶつたちが入はいったら３ｍ46cmになった。つまり手て袋ぶくろは10倍ばいにも伸のびたわけである！　どっひぇ～。





◆肝きもっ玉たまのすわったおじいさん！



　これほどまでに伸のびる手て袋ぶくろとは、いったい何なにでできているのだろう？

　革かわはほとんど伸のびないし、毛け糸いとでもせいぜい２倍ばいが限げん界かいだ。厳げん冬とう期きのウクライナで、まさかゴム手て袋ぶくろってことはないよなあ……。

　悩なやみつつ、お話はなしの終おわりをもう一いち度ど読よむと、こうなっている。


　　みんなは　びっくりして　てぶくろから　はいだすと、

　　もりの　あちこちへ　にげていきました。

　　そこへ　おじいさんが　やってきて　てぶくろを　ひろいました。



　なんとおじいさんは、10倍ばいにも伸のびたと思おもわれる手て袋ぶくろを、何なに事ごともなかったように拾ひろい上あげているのである。おじいさん、そんなに伸のびたら、もう使つかい物ものにならないのではありませんか!?

　筆ひっ者しゃだったら、自じ分ぶんの落おとした手て袋ぶくろが10倍ばいに広ひろがって落おちていたら、モーレツに驚おどろき、不ぶ気き味みに感かんじると思おもうのだが、おじいさんが特とくに動どう揺ようした描びょう写しゃはない。ここから推すい測そくできるのは、北きたの大だい地ちに生いきるこのおじいさんは、なかなかの大だい人じん物ぶつだろうということだ。
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　子こどもの頃ころに『ウルトラマン』や『ウルトラセブン』を見みていて、不ふ思し議ぎで仕し方かたのなかったことがある。それは、地ち球きゅうの侵しん略りゃくを企くわだてる宇う宙ちゅう人じんが、日に本ほんにばかりやってくること！

　筆ひっ者しゃが大だい好すきな『ウルトラセブン』は、怪かい獣じゅうよりも宇う宙ちゅう人じんのほうが多おおく登とう場じょうする番ばん組ぐみで、劇げき中ちゅうでは繰くり返かえし「地ち球きゅうは狙ねらわれている」とナレーションされていた。約やく１年ねん間かんの放ほう送そうで、登とう場じょうした宇う宙ちゅう人じんは38種しゅ族ぞく。そのほとんどが日に本ほんにやってきた。

　日に本ほんの面めん積せきは、地ち球きゅうの全ぜん陸りく地ちのわずか０・２５％でしかない。もし宇う宙ちゅう人じんが初はじめから目もく的てき地ちを決きめず、テキトーに地ち表ひょうに降おり立たったとしたら、日に本ほんに来くる確かく率りつは４００分ぶんの１のはずなのだ。宇う宙ちゅう人じんが週しゅう１で来らい襲しゅうし、『ウルトラセブン』の放ほう送そうが10年ねん続つづいたとしても、日に本ほんが舞ぶ台たいになる話はなしは１回かいくらい。日に本ほんのウルトラ警けい備び隊たいにいるウルトラセブンは、ものすごくヒマ……。

　しかしそうではなく、番ばん組ぐみでは宇う宙ちゅう人じんが毎まい週しゅうのように日に本ほんを攻せめてきた。これと同おなじ割わり合あいで世せ界かい中じゅうに飛ひ来らいしていたとすれば、地ち球きゅうに来きた宇う宙ちゅう人じんの総そう数すうは、１年ねん間かんで１万まん５千せん種しゅ族ぞく、１日にちに41種しゅ族ぞくという計けい算さんになる！　地ち球きゅうは狙ねらわれすぎであり、もう間ま違ちがいなく征せい服ふくされてしまうだろう。

　──などと考かんがえると、宇う宙ちゅう人じんはやはり、日に本ほんをピンポイントで狙ねらっているのではないだろうか。すると、それはなぜなのか。

　え？　日に本ほんで作つくられた作さく品ひんだから、地ち球きゅう侵しん略りゃくの舞ぶ台たいが日に本ほんになるのも当とう然ぜん？　ほう、そんな冷さめたオトナの見み方かたをしますか。

　筆ひっ者しゃは心しん配ぱいする。本ほん当とうにそんな理り由ゆうだったら、それに越こしたことはない。そうではなく、もしも日に本ほんが宇う宙ちゅう人じんに狙ねらわれやすい条じょう件けんを備そなえていたとしたら……。





◆確たしかに日に本ほんがふさわしい



　日に本ほんには四し季きがある。降こう水すい量りょうも世せ界かい47位いと多おおすぎず、少すくなすぎず、生せい物ぶつが生いきるのに適てきした環かん境きょうだ。一いっ方ぽうで、日に本ほんは世せ界かい有ゆう数すうの地じ震しん大たい国こくであり、火か山ざん大たい国こくである。台たい風ふうも頻ひん繁ぱんに襲しゅう来らいする。

　このような地ち域いきは、宇う宙ちゅう人じんの目めにどう映うつるのだろう？　居きょ住じゅうや観かん光こうが目もく的てきなら「住すみやすそうだけど、自し然ぜん災さい害がいがちょっと不ふ安あんかなあ」と微び妙みょうに迷まようかもしれない。だが、侵しん略りゃくを目もく的てきにしているとしたら、違ちがう観かん点てんから考かんがえるのではないか。

　たとえば、マグニチュード８の地じ震しんは石せき油ゆ１４０万まんｔ、大おお型がたの台たい風ふうは１日にちあたり石せき油ゆ10億おくｔと同おなじエネルギーを放はなつ。日に本ほんが１年ねんに輸ゆ入にゅうしている燃ねん料りょうは、石せき油ゆと天てん然ねんガスを合あわせても３億おくｔ弱じゃくだから、莫ばく大だいなエネルギーだ。もしこれらをエネルギー源げんとして活かつ用ようできる宇う宙ちゅう人じんがいたら「ワレワレノ侵シン略リャク目モク標ヒョウハ日ニ本ホンダ！」と即そっ決けつしても不ふ思し議ぎではない。

　そう考かんがえると、筆ひっ者しゃは本ほん気きで心しん配ぱいになったりもするのだが、特とく撮さつ番ばん組ぐみの宇う宙ちゅう人じんたちは、どんな目もく的てきで日に本ほんに来きたのだろうか。ここでは『ウルトラ』シリーズの宇う宙ちゅう人じんに注ちゅう目もくしよう。

　たとえば、『ウルトラセブン』のバンダ星せい人じんは、巨きょ大だいなロボット・クレージーゴンを操あやつって、たくさんの自じ動どう車しゃを捕ほ獲かくした。その目もく的てきは「鉄てつを手てに入いれること」。彼かれらは、自じ分ぶんたちの星ほしの鉄てつ資し源げんを使つかい尽つくしてしまったのだという。

　この番ばん組ぐみが放ほう送そうされた１９６７年ねん、日に本ほんは自じ動どう車しゃの生せい産さん台だい数すうで、西にしドイツ（当とう時じ、ドイツは東とう西ざいに分わかれていた）を抜ぬいて、世せ界かい２位いに躍おどり出でた。「だったら、１位いのアメリカに行いってくれ」と言いいたくなるが、国こく土ど面めん積せき当あたりの台だい数すう、つまり自じ動どう車しゃの密みっ集しゅう度どは、アメリカの９倍ばい！　効こう率りつ的てきに自じ動どう車しゃを集あつめたいなら、狙ねらうは日に本ほんだ。

　また、66年ねん放ほう送そうの『ウルトラマン』では、バルタン星せい人じんが日に本ほんに飛ひ来らいした。その目もく的てきは、移い住じゅう先さきを探さがす旅たびの途と中ちゅうで円えん盤ばんが故こ障しょうしたため、その修しゅう理りに必ひつ要ようなダイオードを手てに入いれることだった。ところが来きてみたら、地ち球きゅうが彼かれらが住すむのにぴったりの星ほしだったので、目もく標ひょうを侵しん略りゃくに切きり替かえたのだという。

　意い外がいと行いき当あたりばったりのバルタン星せい人じんだが、最さい初しょの目もく的てきからすると、日に本ほんに飛ひ来らいしたのもうなずける。放ほう送そうに先さき立だつ57年ねん、東とう京きょう通つう信しん工こう業ぎょう（現げん・ソニー）の江え崎さき玲れ於お奈な博はか士せがトンネルダイオードを発はつ明めいし、同どう社しゃは世せ界かいに先さき駆がけてダイオードの生せい産さんを開かい始ししていた、という事じ実じつがあるのだ。バルタン星せい人じんがそれを知しっていたとすれば、日に本ほんにやってきたのも当とう然ぜんといえよう。

『ウルトラセブン』からもう１例れい。メトロン星せい人じんは、人にん間げんを凶きょう暴ぼう化かさせる赤あかい結けっ晶しょう体たいをタバコに仕し込こみ、こっそり自じ動どう販はん売ばい機きに入いれていた。このタバコを吸すった人にん間げんたちが次つぎ々つぎに暴あばれ始はじめるため、人ひと々びとは他た人にんを信しん頼らいしなくなり、社しゃ会かいは崩ほう壊かいする……という悪あく辣らつな作さく戦せんであった。

　放ほう送そう当とう時じ、日に本ほん人じんの喫きつ煙えん率りつは先せん進しん国こくのなかでオランダ、イタリアに次つぐ世せ界かい３位い。男だん性せいの喫きつ煙えん率りつは、なんと82・３％だったのだ！　そのうえ、世せ界かいに類るい例れいのないタバコ自じ販はん機き大たい国こく。メトロン星せい人じんに狙ねらわれるのも当あたり前まえである。





◆他ほかの国くにに行いってくれ



　至し極ごくもっともな理り由ゆうで日に本ほんを目め指ざした宇う宙ちゅう人じんは、他ほかにもいる。

『ウルトラマンタロウ』に登とう場じょうした、きさらぎ星せい人じんオニバンバは、パッと見み、鬼おににそっくりだった。この宇う宙ちゅう人じんがやってきた理り由ゆうは、怪かい獣じゅう図ず鑑かんによれば「節せつ分ぶんの日ひに、鬼おにがいじめられるのをくやしく思おもって」。節せつ分ぶんに豆まめをまくのは日に本ほんだけだから、確たしかにあんたは、日に本ほんに来くるしかありませんな。

　また、『ウルトラマンレオ』のバーミン星せい人じんは、花はな咲さかじいさんに化ばけて枯かれ木きに花はなを咲さかせ、その魔ま力りょくで子こどもたちを眠ねむらせようとした。キミの場ば合あい、日に本ほん以い外がいでそれをやっても、誰だれに化ばけているんだか、サッパリわかってもらえんでしょう。

　一いっ方ぽうで、微び妙みょうなのが『ウルトラマンＡエース』のスチール星せい人じんだ。この宇う宙ちゅう人じんが日に本ほんに来きた目もく的てきは「パンダを自じ分ぶんの星ほしに連つれて帰かえること」。

　野や生せいのジャイアントパンダが生せい存ぞんするのは中ちゅう国ごくだけだから、なぜ日に本ほんに来きたのか、理り解かいに苦くるしむ話はなしである。だが、この番ばん組ぐみの放ほう送そうは73年ねん１月がつで、前ぜん年ねん11月がつに中ちゅう国ごくから贈おくられたパンダが、上うえ野の動どう物ぶつ園えんで初はつ公こう開かいされたばかり。当とう時じ日に本ほんでは熱ねっ狂きょう的てきなパンダブームが起おきていたのだ。

　筆ひっ者しゃもうっすらと覚おぼえているが、確たしかにすごいブームだったから、スチール星せい人じんもつい間ま違ちがえて日に本ほんに来きた……のかなあ。

　さらにわからないのは、次つぎの連れん中ちゅうだ。

『ウルトラセブン』のキュラソ星せい人じんは、故こ郷きょうの星ほしの刑けい務む所しょから脱だつ獄ごくしてきた宇う宙ちゅう人じん。ガソリンを常じょう食しょくとするため、ガソリンスタンドを襲おそっていた。だが日に本ほんで石せき油ゆは取とれない。他ほかを当あたってくれ！

『ウルトラマンタロウ』のテンペラー星せい人じんは、ウルトラ６兄きょう弟だいを倒たおすために地ち球きゅうへ来きた。放ほう送そう当とう時じ、兄きょう弟だいのなかで日に本ほんにいたのはタロウだけだ。ウルトラ兄きょう弟だいを倒たおしたいなら、ウルトラの星ほしへ行いきなさい！

『ウルトラマンレオ』の鬼おに怪かい獣じゅうオニオンは、怪かい獣じゅう図ず鑑かんによれば「くだもの、とくにリンゴが大だい好すきで、ニワトリが大だいきらい。たくさんくだものを食たべる目もく的てきで、地ち球きゅうにきた」。

　放ほう送そう当とう時じの74年ねん、日に本ほんのリンゴ生せい産さん高だかはデータの確かく認にんできる13ヵ国こく中ちゅう９位いである。鶏にわとりは29ヵ国こく中ちゅう５位い。キミの嫌きらいな鶏にわとりのほうが、ずっと多おおいぞ！

『ウルトラマンタロウ』の宇う宙ちゅう少しょう年ねんファイル星せい人じんは、逃にげ出だした酔よっぱらい怪かい獣じゅうベロンを連つれ戻もどすためにやってきた。彼かれが日に本ほんに来きたのは、ベロンが日に本ほんに来きたからで、それは納なっ得とくするほかない。では、なぜベロンは日に本ほんに来きたのか？

　怪かい獣じゅう図ず鑑かんの記き述じゅつによれば「酔よった勢いきおい」。うははっ、漫まん才ざいのオチかっつーの。

　──というわけで、宇う宙ちゅう人じんたちが日に本ほんを狙ねらう理り由ゆうは、わかったり、わからなかったり。

　でも、いまのところ、地じ震しんや火か山ざんや台たい風ふうのエネルギーを利り用ようしようとする宇う宙ちゅう人じんはいないようで、それが不ふ幸こう中ちゅうの幸さいわいだと筆ひっ者しゃは思おもいます。
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　面おも白しろいマンガを読よんでいると、心こころから「マンガっていいなあ！」と思おもうことがある。最さい近きんだと『ワールドトリガー』でそう感かんじたなあ。ストーリーもキャラクターもアクションも、とても丁てい寧ねいに描えがいてあって、読よみながら「えーと、これどうなってんの？」などと考かんがえ込こむことがない。壮そう大だいなＳエスＦエフなのに安あん心しんして楽たのしめる、というのは、おっちょこちょいの筆ひっ者しゃにはとても嬉うれしいことなのだ。

　４年ねん前まえのある日ひ、物もの語がたりの舞ぶ台たいとなった街まちに異い世せ界かいへの門ゲートが開ひらいた。その門ゲートから送おくり込こまれたのは、見みたこともない巨きょ大だいな怪かい物ぶつたち。異い世せ界かいに住すむ「近界民ネイバー」が、こちら側がわの世せ界かいを侵しん略りゃくするために送おくり込こんできたものだった。怪かい物ぶつには通つう常じょう兵へい器きが効きかず、被ひ害がいは拡かく大だいする。そのとき、謎なぞの集しゅう団だんが現あらわれ、怪かい物ぶつを撃げき退たいした。彼かれらこそ、界かい境きょう防ぼう衛えい機き関かん「ボーダー」だった。彼かれらは以い前ぜんから近界民ネイバーの存そん在ざいを把は握あくしていて、戦たたかう準じゅん備びを整ととのえていたのだ。

　ボーダー隊たい員いんたちの装そう備びしている武ぶ器きが「トリガー」である。この特とく殊しゅな装そう置ちは、使し用よう者しゃの体からだを頑がん強きょうな戦せん闘とう体たいに変かえ、同どう時じに剣けん・銃じゅう・盾たてなどの武ぶ器きを使し用よう者しゃに与あたえる。

　トリガーのなかでも空く閑が遊ゆう真まの持もつ黒ブラックトリガーは絶ぜつ大だいな威い力りょくを誇ほこる。街まちに体たい高こう数すうｍの怪かい物ぶつバムスターが出しゅつ現げんしたとき、遊ゆう真まはトリガーの機き能のうの１つ『弾』印バウンドを発はつ動どうさせ、飛とび蹴げり一いっ発ぱつで、巨きょ大だいな怪かい物ぶつを倒たおしてしまった。ここで考かんがえたい。このトリガーを使つかったキックは、いったいどれほどの威い力りょくだったのか？





◆トリガーとは何なにか？



『ワールドトリガー』の作さく品ひん世せ界かいにおいて、トリガーとは次つぎのようなものらしい。

　人にん間げんは誰だれでも、心しん臓ぞうの横よこに「トリオン器き官かん」という臓ぞう器きを持もっていて、そこで「トリオン」という生せい体たいエネルギーを作つくり出だしている。この架か空くうの医い学がく的てき設せっ定ていが、作さく品ひん世せ界かいの根こん幹かんになっている。

　そしてトリガーという装そう置ちは、使し用よう者しゃのトリオンに働はたらきかけることで、次つぎの２つの機き能のうを生うみ出だす。


　　①使し用よう者しゃのトリオンから、生なま身みの体からだとは別べっ個この戦せん闘とう用ようの体からだ（戦せん闘とう体たい）を作つくり出だす。この戦せん闘とう体たいがいくらダメージを受うけても、生なま身みの体からだには影えい響きょうしない。

　　②トリオンから銃じゅうや剣けんなどの武ぶ器きを生うみ出だす。



　トリガーの実じっ体たいはサイズ数すうmmの小ちいさなチップで、拳けん銃じゅうのグリップ（握にぎる部ぶ分ぶん）のような形けい状じょうをした「トリガーホルダー」に、最さい大だい８つまでセットできる。どのトリガーをセットするかで、出しゅつ現げんさせられる武ぶ装そうと戦たたかい方かたが決きまる。

　以い上じょうは、一いっ般ぱんのボーダー隊たい員いんが持もっている通つう常じょうのトリガーの説せつ明めいだ。遊ゆう真まの黒ブラックトリガーは、彼かれの父ちち親おやが瀕ひん死しの息むす子こを救すくうために、自じ分ぶんの命いのちと引ひき換かえに作つくったものだ。そのため、威い力りょくは通つう常じょうのトリガーとはケタ違ちがい。形けい状じょうも、チップではなく指ゆび輪わの形かたちをしている。

　遊ゆう真まがトリガーを起き動どうさせると、ウサギのような姿すがたをした「レプリカ」が出しゅつ現げんする。レプリカは遊ゆう真まのお目め付つけ役やくで、遊ゆう真まの左ひだり手てと一いっ体たい化かして動うごき、事ことあるごとに助じょ言げんをしてくれる。また、遊ゆう真まが指し示じすると、レプリカの背せ中なかに『弾』印バウンド、『強』印ブースト、『盾』印シールドなどの印いんが現あらわれ、それらを選せん択たくすることでさまざまな攻こう撃げきと防ぼう御ぎょが行おこなえる。

　最さい初しょの戦たたかいで発はつ動どうさせたのは『弾』印バウンドだった。レプリカの背せ中なかにこの印いんが浮うかび上あがると、地ち上じょうの都つ合ごうのいい場ば所しょに『弾』印バウンドを出しゅつ現げんさせられるのだ。そして、地ち上じょうの『弾』印バウンドを遊ゆう真まが踏ふむと、まるで超ちょう小こ型がたかつ超ちょう強きょう力りょくなトランポリンで跳はねたように、自じ分ぶんの体からだを高こう速そくで跳ちょう躍やくさせることができる。

　怪かい物ぶつバムスターと戦たたかったときは、遊ゆう真まは『弾』印バウンドを踏ふんで大だいジャンプ！　体からだは超ちょう高こう速そくで一いっ直ちょく線せんに飛とんでいき、巨きょ大だいなバムスターを蹴けっ飛とばした。





◆月つきまで跳とんでいける！



　このとき遊ゆう真まは、どれほどのキックを見み舞まったのだろうか。

　怪かい物ぶつバムスターは、イモムシとゾウを合がっ体たいさせたような姿すがたをしている。その体たい高こうをマンガのコマで測そく定ていすると、７・５ｍほどもある。マンガでは全ぜん体たい像ぞうが描えがかれていないが、頭とう部ぶとのバランスから、体からだの全ぜん長ちょうは同おなじ体たい高こうのゾウの２倍ばいくらいありそうだ。アフリカゾウの体たい重じゅうは最さい大だいで10ｔだから、これらをもとに計けい算さんすると、バムスターの体たい重じゅうは99ｔということになる。そんなヤツを蹴けっ飛とばしたの!?

　遊ゆう真まに蹴けられた直ちょく後ご、バムスターの体からだは、45度どほど傾かたむいていた。ここからわかるのは、遊ゆう真まがキックの衝しょう撃げきで、バムスターの体からだを時じ速そく20kmで突つき動うごかしたということだ。

　これは実じつにオソロシイ話はなしである。

　軽かるい物ぶっ体たいがぶつかって、重おもい物ぶっ体たいを動うごかすのは大たい変へんなことだ。遊ゆう真まは中ちゅう学がく３年ねん生せいにしては小こ柄がらで、公こう式しき発はっ表ぴょうで身しん長ちょう１ｍ41cm。小しょう学がく生せいの平へい均きん体たい格かくから計けい算さんすると、体たい重じゅうは35kgほどと考かんがえられる。遊ゆう真まにとって、バムスターの体たい重じゅう99ｔとは、自じ分ぶんの２８００倍ばいも重おもいわけだ。

　これを蹴けって、時じ速そく20kmで動うごかすには、その２８００倍ばいのスピードでぶつかる必ひつ要ようがある。すなわち時じ速そく５万まん６千せんkm！　マッハ46だ！

　地ち球きゅう上じょうでマッハ33以い上じょうの高こう速そくを出だすと、地ち球きゅうの重じゅう力りょくを振ふり切きって、宇う宙ちゅうへ飛とんでいってしまう。マッハ46はこの「第だい２宇う宙ちゅう速そく度ど」をはるかに超こえているから、つまり遊ゆう真まは、その気きになれば『弾』印バウンドを踏ふんで月つきまで跳とべるということだ。黒ブラックトリガーの力ちから、恐おそるべし！





◆ものすごい加か速そく度どだ～！



　この『弾』印バウンドというトリガー技わざについて、作さく者しゃの葦あし原はら大だい介すけ先せん生せいは、コミックスの解かい説せつページで次つぎのように説せつ明めいされている。「物ぶっ体たいを弾はじいて撥はじき跳とばすことができる。自じ分ぶんでも他た人にんでも物ものでも何なんでも跳とばせる。生なま身みの人にん間げんだと加か速そく度どで死しぬ」。

　加か速そく度どで死しぬ!?　これはいったい、どういうことだろうか。

　加か速そく度どというのは、一いっ定てい時じ間かんに速そく度どがどのような勢いきおいで変へん化かするかを表あらわしたものだ。自じ動どう車しゃが急きゅう発はっ進しんするときは、短みじかい時じ間かんで速そく度どが速はやくなるので、加か速そく度どが大おおきいことになる。

　われわれがよく経けい験けんする加か速そく度どに「重じゅう力りょく加か速そく度ど」がある。地ち球きゅう上じょうで物ぶっ体たいを落らっ下かさせると、１秒びょうごとに秒びょう速そく９・８ｍずつ速はやくなる、というものだ。２秒びょう後ごには秒びょう速そく19・６ｍ、３秒びょう後ごには秒びょう速そく29・４ｍに達たっする。この落らっ下かのときの加か速そく度どを重じゅう力りょく加か速そく度どといい、「Ｇジー」という単たん位いで表あらわす。

　車くるまが急きゅう発はっ進しんすると、体からだがシートに押おしつけられるように、大おおきな加か速そく度どで運うん動どうすると、そのＧジーの値あたいに応おうじた力ちからを受うける。遊ゆう園えん地ちの絶ぜっ叫きょうコースターで乗じょう客きゃくにかかる加か速そく度どは最さい大だい６Ｇジー程てい度ど。これは、体たい重じゅうの６倍ばいの力ちからを受うけるということだ。戦せん闘とう機きのパイロットで最さい大だい９Ｇジー。そして人にん間げんは、10Ｇジー以い上じょうの加か速そく度どで失しっ神しんするといわれている。

　では、バムスターをキックで倒たおしたとき、遊ゆう真まが受うけた加か速そく度どはどれくらいだろう。遊ゆう真まが『弾』印バウンドを踏ふんだとき、腰こしを30cm落おとしたとすれば、印いんを踏ふんでから飛とび出だすまで０・００００３８秒びょう。この短みじかい時じ間かんに、マッハ46に達たっしたとなると、その加か速そく度どはなんと４千せん万まんＧジー！

　つまり遊ゆう真まの体からだには、自じ分ぶんの体たい重じゅうの４千せん万まん倍ばいの力ちからがかかったわけだ。その力ちからとは、35kg×４千せん万まん＝１４０万まんｔ。東とう京きょうスカイツリー40本ぽん分ぶんの重じゅう量りょう物ぶつが乗のっかったのと同おなじだ。普ふ通つうだったら、全ぜん身しんが圧あっ壊かいする。葦あし原はら先せん生せいのおっしゃるとおり、生なま身みの人にん間げんなら確かく実じつに死しぬでしょう。

　体たい重じゅう99ｔの敵てきを蹴けっ飛とばすために、わが身みに１４０万まんｔの力ちからを受うけた空く閑が遊ゆう真ま。なんだか割わりに合あわない気きもするが、これに耐たえ抜ぬくとは、トリオンでできた体からだはよほど頑がん丈じょうなのだろう。

　もしあなたが道みちで『弾』印バウンドを見みつけても、決けっして踏ふまないように注ちゅう意いしよう。体からだがツブれるよ。月つきまで行いっちゃうよ！
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「平へい家けにあらずんば、人ひとにあらず」という言こと葉ばを聞きいたことがあるだろうか。

　貴き族ぞくが政せい治じの中ちゅう心しんだった平へい安あん時じ代だい（７９４～１１９２年ねん）に、武ぶ士しの身みでおおいに出しゅっ世せしたのが、平たいらの清きよ盛もりだった。平へい治じの乱らんでライバルの源みなもとの義よし朝ともを倒たおすと、武ぶ士しとして初はじめて政せい権けんを掌しょう握あく。それによって平へい家け一いち族ぞくに権けん力りょくと富とみを集しゅう中ちゅうさせ、清きよ盛もりは「平へい家けの一いち族ぞくでなければ、人にん間げんとはいえない」と豪ごう語ごしたと伝つたえられているのだ。

　なぜそんなに昔むかしの言こと葉ばが知しられているかというと、その後ごの鎌かま倉くら時じ代だいに書かかれた『平へい家け物もの語がたり』に、そういう記き述じゅつがあるから。実じっ際さいに「平へい家けにあらずんば」と言いったのは、清きよ盛もりではなく、義ぎ兄けいの平たいらの時とき忠ただだという説せつもあるが、『平へい家け物もの語がたり』に描えがかれている清きよ盛もりは、傲ごう慢まんで残ざん虐ぎゃく。大たい変へんな悪あく役やくになっている。

　そして『平へい家け物もの語がたり』には清きよ盛もりの最さい期ごも描えがかれているのだが、これがものすごい！　病やまいに倒たおれた清きよ盛もりは高こう熱ねつを発はっして苦くるしんだ。そこで、比ひ叡えい山ざんから冷つめたい水みずを汲くんできて石いしの水すい槽そうに入いれ、そこに清きよ盛もりを浸ひたしたところ、水みずはたちまち沸ふっ騰とう。樋といから水みずをかけると、炎ほのおとなって燃もえたというのだ。え～っ!?

　言いうまでもなく、平たいらの清きよ盛もりは実じつ在ざいした人じん物ぶつだ。それなのに『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん』に出でてくるマンガやアニメのキャラクターもビックリの話はなしである。これ、本ほん当とうなのだろうか？　本ほん当とうだとしたら、平たいらの清きよ盛もりとはどれほど超ちょう人じん的てきな人じん物ぶつということになってしまうのか!?





◆ウルトラセブンより体たい調ちょうが悪わるい！



　清きよ盛もりがどれほどの高こう熱ねつに苦くるしんだか、『平へい家け物もの語がたり』の描びょう写しゃを現げん代だい語ご訳やくすると、こんな感かんじだ。


　　４、５間けん以い内ないに近ちかづくと、暑あつさは耐たえがたい。

　　水みずを石いしの水すい槽そうに湛たたえ、体からだを沈しずめて冷ひやすと、水みずはすごく沸わきあがり、すぐにお湯ゆになった。

　　樋といの水みずをかけると、焼やけた石いしや鉄てつのように水みずがほとばしって、寄よりつきもしない。

　　たまたま当あたる水みずは、炎ほのおとなって燃もえ、黒くろい煙けむりが御ご殿てんに満みち満みちて、炎ほのおが渦うず巻まいた。



　う～む。筆ひっ者しゃの好すきな『ウルトラセブン』の最さい終しゅう回かいに、モロボシ・ダンが体たい調ちょうを崩くずして、90℃もの高こう熱ねつに苦くるしむ……という有ゆう名めいなエピソードがあるが、それと同おなじくらい悪あっ化かしてないか、清きよ盛もりの体たい調ちょう!?

　このとき、清きよ盛もりの体たい温おんはいったい何なん℃あったのか。右みぎの描びょう写しゃから、具ぐ体たい的てきに考かんがえてみよう。

　まず「４、５間けん以い内ないに近ちかづくと、暑あつさは耐たえがたい」から。「間けん」というのは昔むかしの長ながさの単たん位いで、４間けんは７・３ｍ、５間けんは９・１ｍ。耐たえがたい暑あつさというのを「真ま夏なつの太たい陽よう光こうの２倍ばいの熱ねつ量りょう」と仮か定ていし、人じん体たいがそれほどの熱ねつを放ほう射しゃする温おん度どを計けい算さんしてみると……、うおおおっ！

　距きょ離り７・３ｍで耐たえがたい暑あつさなら、清きよ盛もりの体たい温おんは１５００℃！　９・１ｍなら１７００℃である！　「体たい温おん90℃のウルトラセブンなんか平へい熱ねつのうち！」と思おもえるほどの高こう熱ねつだ。

　ここでは体たい温おんを１５００℃と仮か定ていして、次つぎの描びょう写しゃを考かんがえよう。「水すい槽そうに体からだを沈しずめると、水みずが沸ふっ騰とうして、たちまちお湯ゆになる」というのはオドロキだが、水みずは１００℃で沸ふっ騰とうするから、体たい温おんが１５００℃もあれば、むしろ当とう然ぜんの現げん象しょうである。

　清きよ盛もりの体たい重じゅうを60kgとするなら、体たい温おんが１５００℃もあったら、体からだに蓄たくわえられた熱ねつで、水すい温おん20℃の水みずが１４０Ｌリットル蒸じょう発はつする。現げん代だいの一いっ般ぱん家か庭ていの浴よく槽そうだったら、水みずが３分ぶんの１に減へるわけだ。

　難むずかしいのが、それに続つづく描びょう写しゃである。「水みずがほとばしって寄よりつかない」とは、触ふれた水みずが瞬しゅん時じに蒸じょう発はつし、その圧あつ力りょくであとから来くる水みずが跳はね返かえされる様よう子すを活かっ写しゃしているのだろう。熱ねっしたフライパンに水みずを落おとすと、丸まるい水すい滴てきになってフライパンの上うえを走はしり回まわるが、これと同おなじ「ライデンフロスト」と呼よばれる現げん象しょうが起おこっていると思おもわれる。人ひとの体からだの上うえなのに。

　では「水みずが炎ほのおとなって燃もえる」とは？　水みずは、水すい素そが酸さん素そと結むすびつくことによってできたものだ。すでに反はん応のうが終おわっているので、どれだけ熱ねつを加くわえても、それ以い上じょう燃もえることはない。普ふ通つうに考かんがえれば、水みずは燃もえないはずなのだ。

　ひとつだけ可か能のう性せいがあるとしたら、あまりの高こう熱ねつで、水みずが水すい素そと酸さん素そに分ぶん解かいされ、これで生しょうじた水すい素そが、再ふたたび燃もえている場ば合あい。だが、それを可か能のうにする温おん度どとは、２万まん９千せん℃だ！　太たい陽ようの表ひょう面めんでさえ５５００℃だから、清きよ盛もりはそれよりずっと熱あついことになる。

　これほどの高こう温おんにさらされて、形かたちを保たもっていられる物ぶっ質しつは、存そん在ざいしない。清きよ盛もりが寝ねかされていた石いしの水すい槽そうも、その下したの床ゆかも、たちまち蒸じょう発はつする。さらにその下したの地じ面めんも同どう様ようで、清きよ盛もりは大だい地ちをしゅわしゅわ蒸じょう発はつさせながら地ち球きゅうの中ちゅう心しんへと沈しずんでいくことになるだろう。

　すごい。歴れき史しに残のこる大だい悪あく人にんにふさわしい最さい期ごである……って、ＳエスＦエフ映えい画がのエンディングじゃないんだから！
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◆太たい陽ようをバックさせた!?



　ところで、『平へい家け物もの語がたり』の描びょう写しゃをもとに、筆ひっ者しゃは清きよ盛もりを悪あく人にん悪あく人にんと述のべてきたが、「実じっ際さいには温おん厚こうで度ど量りょうの大おおきい人ひとだった」など、いろいろな説せつがあるようだ。小しょう説せつやドラマも『平へい家け物もの語がたり』を元もとにすることが多おおいから、どうしても悪あく役やくというイメージが刷すり込こまれてしまうけど、この点てんは注ちゅう意いが必ひつ要ようだと思おもう。

　実じっ際さい、平たいらの清きよ盛もりは赴ふ任にん地ちの広ひろ島しまで土ど木ぼく工こう事じをいくつも行おこない、それは今いまなお人ひと々びとの生せい活かつに役やく立だっている。以い前ぜん、広ひろ島しまでタクシーに乗のったとき、運うん転てん手しゅさんが「清きよ盛もり公こう」と尊そん敬けいする言いい方かたをしていたし、ある居い酒ざか屋やのご主しゅ人じんに「清きよ盛もりがすごい熱ねつを出だした話はなしをご存ぞんじですか？」と聞きいたところ、彼かれは平へい然ぜんと答こたえた。「そりゃあ、すごいお人ひとじゃけえ。太たい陽ようを後あと戻もどりさせたこともあるけんのう」。

　えッ、太たい陽ようを後あと戻もどりさせた……!?　調しらべてみると、確たしかに清きよ盛もりには「日ひ招まねき伝でん説せつ」というのがあるようだ。海かい岸がんで大だい規き模ぼな土ど木ぼく工こう事じを行おこなっていたら、日ひが暮くれてきた。そこで清きよ盛もりが山やまの上うえに立たち、金きんの扇おうぎを振ふって「返かえせ、戻もどせ」と叫さけんだところ、太たい陽ようは舞まい戻もどった……。

　いや、これを科か学がく的てきに理り解かいしようとすると、あまりの大だい事じ件けん！　太たい陽ようが東ひがしから西にしへ動うごくのは、地ち球きゅうが西にしから東ひがしへ自じ転てんしているからだ。すると、清きよ盛もりは地ち球きゅうの自じ転てんを逆ぎゃく転てんさせたという話はなしになり、そんなことをすると、人ひとも建たて物ものも木きも山やまも、それまでの自じ転てんの勢いきおいで東ひがしへぶっ飛とばされる。地ち下かのマントルも激はげしく流りゅう動どうし、大だい噴ふん火か、大おお地じ震しん、大たい陸りく移い動どうが起おこり、最さい終しゅう的てきに地ち表ひょうはドロドロのマグマになる。つまり、地ち球きゅうは大だい滅めつ亡ぼう……！

　恐おそろしい人ひとじゃのう、平たいらの清きよ盛もり。マンガやアニメに限かぎらず、科か学がく的てきにすごすぎる人ひとというのは、昔むかしからいたのですなあ。
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　いちばん初はじめの『仮か面めんライダー』が始はじまったのは１９７１年ねん４月がつ。夜よるや室しつ内ないなど暗くらい場ば面めんが多おおく、効こう果か音おんもオドロオドロしくて、まるで怪かい奇きドラマのようだった。初しょ回かいの視し聴ちょう率りつは８・２％と低ひくかったらしいが、まあ無む理りもないよねー。

　その重おも苦くるしさに、当とう時じ小しょう学がく生せいだった筆ひっ者しゃも初はじめは腰こしが引ひけていたのだが、少すこしずつ惹ひき込こまれていった。主しゅ人じん公こう・本ほん郷ごう猛たけしは、悪あくの秘ひ密みつ結けっ社しゃショッカーに体からだを改かい造ぞうされてしまい、その悲かなしみを背せ負おって戦たたかう孤こ高こうのヒーローだったのだ。警けい察さつさえショッカーの存そん在ざいを知しらぬなか、「俺おれのような悲かなしい思おもいをする人ひとを二に度どと生うみ出だしてはならない。おのれショッカー！」と正せい義ぎに燃もえて戦たたかう。その姿すがたに、筆ひっ者しゃはすっかり心しん酔すいしてしまった……。

　さて、そんな筆ひっ者しゃが平へい成せいライダーシリーズの第だい３作さく『仮か面めんライダー龍りゅう騎き』を見みたらどうなるでしょう？　いや、それはもうびっくり。まったくの異い世せ界かいに飛とび込こんだようだった。

『仮か面めんライダー龍りゅう騎き』において、ライダーたちの戦せん場じょうは、鏡かがみの向むこうのミラーワールド。そして登とう場じょうする仮か面めんライダーはなんと13人にん！　敵てきはミラーモンスターと呼よばれる怪かい物ぶつだが、ライダー同どう士しも命いのちをかけて戦たたかう。ライダーに変へん身しんするには、まずミラーモンスターと契けい約やくしなければならない。そしてライダー同どう士しが戦たたかう理り由ゆうは「最さい後ごに残のこった１人ひとりの望のぞみがかなう」から。

　おいっ、仮か面めんライダーが自じ分ぶんの欲よく望ぼうを満みたすために戦たたかうなんて、そんなのアリなのか!?　悲かなしみを抱かかえ、人じん類るいの自じ由ゆうのために戦たたかうのが仮か面めんライダーじゃなかったのか……。





◆えっ、戦たたかいはもう終おわり!?



　前まえ置おきが長ながくなったが、そんな『仮か面めんライダー龍りゅう騎き』も、劇げき場じょう版ばんにこんなエピソードがあると聞きいて、ググ～ッと心こころが吸すい寄よせられた。ミラーモンスターの１匹ぴきが、地ち上じょうにブラックホールを作つくったというのだ！

　ブラックホールとは、大おおきな星ほしがその寿じゅ命みょうを終おえるとき、自じ分ぶん自じ身しんの重じゅう力りょくでギュ～ッと潰つぶれた天てん体たいだ。あまりに重じゅう力りょくが強つよいため、近ちかくにあるものは、ちぎれ砕くだかれてバラバラになりながら引ひき寄よせられる。光ひかりでさえも、ひとたび吸すい込こまれたら二に度どと抜ぬけ出だせない。その結けっ果か、それ自じ身しんは見みえないから「ブラックホール」と呼よばれるが、引ひき込こまれるガス同どう士しが激はげしくぶつかり合あって、強つよい光ひかりを放はなつ。ああ、書かいているだけで恐おそろしい！

　そんなモノを地ち上じょうに作つくったら、地ち球きゅうはいったいどうなってしまうのか……？　期き待たいと不ふ安あんを胸むねに、『劇げき場じょう版ばん 仮か面めんライダー龍りゅう騎き EPISODEエピソード FINALファイナル』を見みてみた。

　この事じ件けんを起おこしたのは、仮か面めんライダー王おう蛇じゃである。王おう蛇じゃに変へん身しんするのは、浅あさ倉くら威たけし。さまざまな罪つみを犯おかしたうえに、拘こう置ち所しょを脱だっ走そうしてきた男おとこだ。彼かれがかなえたい望のぞみは「戦たたかい続つづけること」。なんとまあ、昔むかしの『仮か面めんライダー』なら、ショッカーに捕つかまって真まっ先さきに怪かい人じんに改かい造ぞうされてしまいそうな人じん物ぶつだよ～。この仮か面めんライダー王おう蛇じゃと契けい約やくしたモンスターが、他ほかの仮か面めんライダーを倒たおすために、地ち上じょうでブラックホールを作つくったのである。

　ブラックホール攻こう撃げきを受うけたのは、唯ゆい一いつの女じょ性せいライダー・仮か面めんライダーファムだ。ファムに変へん身しんする霧きり島しま美み穂ほは、女おんな詐さ欺ぎ師し。う～む、こちらも怪かい人じんのほうが向むいていそうだなあ。

　ライダーたちの人ひととなりはともかく、ブラックホールをめぐる戦たたかいはどう展てん開かいするのか？

　仮か面めんライダー王おう蛇じゃが「ファイナルベント！」と唱となえると、彼かれと契けい約やくしたモンスター・獣じゅう帝ていジェノサイダーの胸むねに、オレンジ色いろをした菱ひし形がたが現あらわれ、周しゅう囲いの空くう気きを吸すい込こみ始はじめた。おお、光ひかっているのは、空くう気き同どう士しがぶつかっているからに違ちがいない。これぞまさに、ブラックホール！

　恐おそれ震ふるえる間まもなく、王おう蛇じゃは、ブラックホールに向むかってファムを蹴けり飛とばす！　ファムは、頭あたまから吸すい込こまれそうに！　ああ、そうなったら彼かの女じょの体からだはバラバラにチギレ……と思おもった瞬しゅん間かん、王おう蛇じゃに敵てき対たいするモンスターが出しゅつ現げんし、獣じゅう帝ていジェノサイダーに体たい当あたり！　これで獣じゅう帝ていはあえなく転ころんでしまい、その結けっ果か、ファムはブラックホールに吸すい込こまれることなく、一いっ直ちょく線せんに飛とんでいって、コンクリートの床ゆかに投なげ出だされたのだった。──以い上じょう、戦たたかい終しゅう了りょう。

　ええ～っ、ブラックホールという天てん文もん学がく的てきなモノまで作つくっておいて、たったそれだけっ!?
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◆誰だれが勝かっても、願ねがいは１つ！



　凄せい惨さんなことになるはずの戦たたかいが、獣じゅう帝ていとファムが転ころぶだけに終おわったのはなぜだろうか？

　宇う宙ちゅうのブラックホールは、いずれも太たい陽ようの30倍ばい以い上じょうの重おもさで、直ちょっ径けいも１８０km以い上じょうある。これに対たいして、『仮か面めんライダー龍りゅう騎き』のブラックホールは直ちょっ径けい40cmほどしかない。このあまりの小ちいささのために、影えい響きょうもわずかだったのか？

　そんなことはないはずだ。直ちょっ径けい40cmのブラックホールとは、重おもさが１４００兆ちょうｔの１億おく倍ばいで、地ち球きゅうの23倍ばい！　たった40cmなのに、地ち球きゅうの23倍ばいも重おもいのである。

　これほどの重おもさがあったら、１００km離はなれた物ぶっ体たいにさえ、地ち球きゅうの重じゅう力りょくの９万まん倍ばいの力ちからが働はたらく。人ひとも車くるまもビルも山やまも吸すい寄よせられ、ちぎれ砕くだけながら、次つぎ々つぎに吞のみこまれていくだろう。やがては地ち球きゅうそのものもバラバラになって吸すい込こまれる！

　この状じょう況きょう下か、参さん戦せんしている仮か面めんライダーの誰だれが勝かち残のこっても、願ねがいは「そのブラックホールを消けしてくれ！」になるだろう。いや、願ねがいをかなえるために戦たたかっているヒマはなく、全ぜん員いんがあっという間まに吸すい込こまれ、『仮か面めんライダー龍りゅう騎き』の物もの語がたりは完かん結けつ……。

　いやいや、そうなってはいかん。劇げき中ちゅうでそんな大だい惨さん事じは起おこっていなかったし。すると、あの超ちょう小こ型がたブラックホールに、そこまでの重おもさはなかったということ？





◆どうやってもズタボロだあ！



　視し点てんを変かえて、劇げき中ちゅうの描びょう写しゃからブラックホールの重おもさを計けい算さんしてみよう。

　仮か面めんライダー王おう蛇じゃに蹴けられたとき、ファムはおよそ10ｍ離はなれた獣じゅう帝ていジェノサイダーに向むかって一いっ直ちょく線せんに飛とんでいった。王おう蛇じゃのキック力りょくは20ｔといわれているが、それでも体たい重じゅう60kgのファムを蹴けり飛とばせる距きょ離りを計けい算さんすると、２・６ｍでしかない。それが10ｍも飛とんでいったということは、ファムの体からだには、ブラックホールの重じゅう力りょくが強つよく働はたらいていたのだと思おもわれる。

　そこで、10ｍ離はなれたファムに、地ち表ひょうの重じゅう力りょくの10倍ばいの重じゅう力りょくが働はたらいていたと仮か定ていしよう。その場ば合あい、ブラックホールの重おもさは１５００億おくｔ。先さきほど求もとめた「地ち球きゅうの23倍ばい」よりはずっと軽かるいが、それでも千せんｍ級きゅうの山やま１個こ分ぶんの重おもさだ。

　この結けっ果か、やっぱり惨さん事じが起おこる。王おう蛇じゃに蹴けられたファムは一いっ直ちょく線せんにすっ飛とんでいたが、獣じゅう帝ていが転ころぶ直ちょく前ぜん、ファムがブラックホールに１ｍまで近ちかづいていたとすると、彼かの女じょが受うける重じゅう力りょくは地ち球きゅうの重じゅう力りょくの千せん倍ばい！　獣じゅう帝ていが転ころぼうが何なにしようが、ファムはブラックホールに引ひき寄よせられて、そのまま吸すい込こまれるはずだったのだ。なぜそうならなかったのかは、まったくのナゾである。

　もちろん、ブラックホールに吸すい込こまれなくて幸さいわいだったと思おもうが、それでも筆ひっ者しゃはファムのその後ごが心しん配ぱいだ。ブラックホールに距きょ離り１ｍまで吸すい寄よせられたとき、そのスピードは時じ速そく４８０kmにまで達たっしていた計けい算さんになる！　ファムはコンクリートの床ゆかに投なげ出だされていたが、時じ速そく４８０kmで放ほうり出だされたりしたら、何なにかにぶつからない限かぎり、彼かの女じょは地じ面めんを１・８kmもゴロゴロ転ころがっていく。もう全ぜん身しんズタボロ……。

　地ち上じょうにブラックホールなんか作つくると、やっぱり大たい変へんなことになるのだ。個こ人じん的てきな願ねがいをかなえるためにブラックホールを作つくるなど、絶ぜっ対たいに思おもい留とどまっていただきたい。そしてできることなら、13人にんもいる仮か面めんライダーたちには一いっ致ち団だん結けつしてもらって、正せい義ぎと世せ界かい平へい和わのために戦たたかってもらいたい、と筆ひっ者しゃは心こころから願ねがいます。
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　本ほん書しょ『ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑤』のなかで、いちばんマイナーな題だい材ざいが、ここで取とり上あげるマンガ『竜りょう馬ま翔かける』だろうなあ。だが、マイナーだからといって甘あまく考かんがえてはいけませんぞ。インパクトというか、ビックリ感かんでは本ほん書しょでも有ゆう数すうかもしれない！

『竜りょう馬ま翔かける』の主しゅ人じん公こうは坂さか本もと竜りょう馬ま。こう書かくと「幕ばく末まつ時じ代だい劇げき？」と思おもうだろうが、舞ぶ台たいは昭しょう和わの後こう半はんである。主しゅ人じん公こうの竜りょう馬まは、長ちょう曽そ我か部べ高こう校こうの１年ねん生せいなのだ。

　その作さく品ひん世せ界かいにおいて、全ぜん国こくの高こう校こうを支し配はいしているのは徳とく川がわ学がく園えん。その独どく裁さい体たい制せいを打だ倒とうするべく、竜りょう馬まが仲なか間まとともに立たち上あがる……という、やっぱりどう考かんがえても幕ばく末まつそのまんまの展てん開かいである。だが、忘わすれてはならないのは、この作さく品ひんでは主しゅ人じん公こう・竜りょう馬まも高こう校こう生せいだし、彼かれの敵てきも仲なか間まも高こう校こう生せいだということ。だから、劇げき中ちゅうで語かたられる「徳とく川がわ学がく園えんが権けん力りょくを握にぎるきっかけとなった、天てん下か分わけ目めの関せきヶが原はら」も、高こう校こう生せいたちによって戦たたかわれたのである。





◆高こう校こう生せい１６７万まん人にんがやってくる！



　史し実じつとしての関せきヶが原はらの戦たたかいは、１６００年ねん９月がつ15日にちに勃ぼっ発ぱつした。全ぜん国こくの大だい名みょうたちが、石いし田だ三みつ成なり率ひきいる西せい軍ぐんと、徳とく川がわ家いえ康やすをリーダーとする東とう軍ぐんのいずれかにつき、いまの岐ぎ阜ふ県けん関せきケが原はら町ちょうあたりで激げき突とつ。半はん日にちで勝しょう敗はいは決けっし、これによって徳とく川がわ家いえ康やすは天てん下か統とう一いつに大おおきく近ちかづいた。

『竜りょう馬ま翔かける』の高こう校こう生せいたちも、これと同おなじように西せい軍ぐんと東とう軍ぐんに分わかれ、関せきヶが原はらで大だい乱らん闘とうを繰くり広ひろげたというのだ。作さく品ひん中ちゅうに、高こう校こう生せいたちが大おおゲンカをしているシーンが出でてくるのだが、そこに描えがかれているのは関せきヶが原はらを埋うめ尽つくし、暴あばれまくる人ひと、人ひと、人ひと……。

　いったいどれだけの高こう校こう生せいが参さん戦せんしたのだろうか？　プロレスのバトルロイヤル（６ｍ四し方ほうのリングで15人にん前ぜん後ごのレスラーが戦たたかう）くらいの乱らん戦せんと考かんがえ、戦せん場じょうの面めん積せきが関せきヶが原はら全ぜん体たいの半はん分ぶんに当あたる４[image: ]と仮か定ていして計けい算さんするならば、戦たたかいに参さん加かした高こう校こう生せいは１６７万まん人にん！　この戦たたかいが行おこなわれたのは１９７０年ねん頃ごろと思おもわれるから、当とう時じの男だん子し高こう校こう生せいの約やく８割わりだ。まさに「天てん下か分わけ目め」の名なにふさわしい戦たたかいである。

　これほどの高こう校こう生せいが、全ぜん国こく津つ々つ浦うら々うらから岐ぎ阜ふ県けん不ふ破わ郡ぐん関せきケが原はら町ちょうを目め指ざす光こう景けいを想そう像ぞうしてもらいたい。関せきヶが原はらは東とう海かい道どう新しん幹かん線せんの沿えん線せんにあり、最も寄より駅えきは米まい原ばらだから、高こう校こう生せいたちも新しん幹かん線せんに乗のって駆かけつけたのだろう。来くる列れっ車しゃ、来くる列れっ車しゃ、殺さっ気き立だったコワい高こう校こう生せいで超ちょう満まん員いん！　乗のっていた一いっ般ぱんの観かん光こう客きゃくやビジネスマンは、恐きょう怖ふにおののいたに違ちがいない。
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　１６７万まん人にんともなると、新しん幹かん線せんで運はこびきれたかどうか、心しん配ぱいだ。当とう時じの新しん幹かん線せん０系けいは16両りょう編へん成せいの定てい員いんが１２５８人にん。他ほかの乗じょう客きゃくもいるだろうから、１本ぽんの新しん幹かん線せんで移い動どうした高こう校こう生せいは５００人にんだったと仮か定ていしよう。

　２０１５年ねん６月がつ現げん在ざい、米まい原ばらに停てい車しゃするひかり、こだまは、上のぼりも下くだりも１日にち34本ほん。70年ねん当とう時じも同おなじだったと考かんがえれば、関せきヶが原はらに到とう着ちゃくする高こう校こう生せいは、１日にち３万まん４千せん人にん。１６７万まん人にんがすべて集あつまるまでに49日にちかかる！

　う～む。最さい初しょに着ついちゃった高こう校こう生せいたちは、その後ご49日にち間かん何なにをしていたのだろう？　夏なつ休やすみより長ながい期き間かんだから、自じ由ゆう研けん究きゅうもいろいろできるし、読どく書しょ感かん想そう文ぶんもいっぱい書かけるぞ。

　しかも、忘わすれてはならないのは、集しゅう合ごうに49日にちかかったということは、撤てっ収しゅうにも同おなじだけの日にっ数すうがかかるという事じ実じつである。もし、最さい初しょに来きて最さい後ごに帰かえった高こう校こう生せいがいたとしたら、彼かれは98日にち間かんもこの戦たたかいに奉ほう仕ししたことになる。高こう校こうでは、学がっ校こうに行いかずにいると、上うえの学がく年ねんに上あがれない「留りゅう年ねん」という処しょ分ぶんがある。そんなに長ながく学がっ校こうに行いかなかったら、留りゅう年ねんになってしまうのではないかなあ。





◆関せきケが原はら町ちょうの方かた々がたは大だい迷めい惑わく！



　それにしても１６７万まん人にんがひとつの町まちに集しゅう結けつするというのは、ただごとではない。現げん在ざいの関せきケが原はら町ちょうの人じん口こうは７５００人にん。劇げき中ちゅうで天てん下か分わけ目めの戦たたかいが行おこなわれた70年ねんでも１万まん人にんほどである。そこに、人じん口こうの１６７倍ばいの高こう校こう生せいたちが、ケンカをするためにやってきたのだ。

　当とう時じはコンビニなどないから、食しょく事じを確かく保ほするのも大たい変へんだったに違ちがいない。１日にち３度どの食しょく事じをおにぎり１個こずつで済すませるとしても、５００万まん個こが必ひつ要ようだ。これを心こころ優やさしい関せきケが原はら町ちょうの人ひとたちが提てい供きょうしたとすると、町ちょう民みん１人ひとりあたり５００個こを握にぎらなければならない。仕し事ごとや学がっ校こうに行いっているヒマなどない。

　当とう然ぜん、寝ねる場ば所しょにも困こまる。関せきケが原はら町ちょうに民みん家かが３千ぜん軒けんあり、皆みなさんが自じ宅たくの使し用ようを認みとめてくださったとしても、１軒けんあたり５５７人にん！　絶ぜっ対たいに入はいりきらない！

　そのうえ、モノスゴイ乱らん闘とうが行おこなわれたのだから、ケガをした高こう校こう生せいもいただろう。１００人にんに１人ひとりが、病びょう院いんに担かつぎ込こまれるほどのケガをしたとしても、１万まん６７００人にん！　町ちょう内ないの病びょう院いんにそれだけのケガ人にんを収しゅう容ようできるはずもなく、岐ぎ阜ふ、名な古ご屋や、京きょう都と、大おお阪さかなどの病びょう院いんに応おう援えんを頼たのむしかないだろう。もう大たい変へんな騒さわぎだ。

　反はん面めん、いいこともあっただろう。高こう校こう生せいたちも、何なんの準じゅん備びもせずに関せきケが原はら町ちょうに来きたとは思おもえない。新しん幹かん線せんの本ほん数すうなどを考かんがえれば、長ちょう期き戦せんになるのはわかっていたはずだから、着き替がえやテントや、最さい低てい限げんの生せい活かつ費ひぐらいは持もってきていたのではないだろうか。飲いん食しょく費ひや銭せん湯とう代だいなどで１６７万まん人にんが１日にちに千せん円えんずつ使つかうとすれば、彼かれらが関せきケが原はら町ちょうにもたらす経けい済ざい効こう果かは、１日にちあたり16億おく７千せん万まん円えん！　98日にち間かんで、８１８億おく円えん！　これを人じん口こう１万まん人にんで分わけ合あうと、赤あかちゃんからお年とし寄よりまで、１人ひとり８１８万まん円えん！　関せきケが原はら町ちょうの人ひとたちも、迷めい惑わくは被こうむったが大おおいに潤うるおった……のならいいんだけど。

　こういう騒そう動どうを経へて、『竜りょう馬ま翔かける』の舞ぶ台たいが整ととのったわけである。徳とく川がわ学がく園えんは各かく都と道どう府ふ県けんに１校こうずつ、以い前ぜんから徳とく川がわグループだった学がっ校こうを置おき、他ほかの高こう校こうを支し配はいするという新しん体たい制せいを築きずいた。この作さく品ひんが発はっ表ぴょうされたのは86年ねんだが、それに近ちかい85年ねんのデータによれば、このときの高こう校こうの総そう数すうは５４５３校こう。このうち徳とく川がわグループの高こう校こうは都と道どう府ふ県けんの数かずと同おなじ47校こうのはずだから、たったそれだけで、他ほかの５４０６校こうを支し配はいするわけで、比ひ率りつとしては１対たい１１５である。うーむ、ガラスのようにもろい支し配はい体たい制せいであり、他ほかの高こう校こうが一いっ斉せい蜂ほう起きすれば、ひとたまりもなく崩ほう壊かいするのではあるまいか……。

　史し実じつを見みれば、現げん実じつの徳とく川がわ支し配はい体たい制せいは成せい功こうし、徳とく川がわ幕ばく府ふは２６０年ねんも続つづくことになる。だが、同おなじことを高こう校こう生せいがやろうとすると、とんでもなく面おも白しろいことになってしまうのだ。そういうことを発はっ想そうされた『竜りょう馬ま翔かける』の作さく者しゃ・司つかさ敬けい先せん生せいを、筆ひっ者しゃは心こころから尊そん敬けいする。
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　美うつくしい風ふう景けいをバックに、透とう明めい感かんのあるメロディが流ながれ、誰だれもがふっと優やさしい気き持もちを取とり戻もどす……。宮みや崎ざきアニメは、本ほん当とうにすばらしいですな。

　でも同どう時じに、壮そう絶ぜつな破は壊かい兵へい器きが登とう場じょうしたりするのも、宮みや崎ざきアニメなのだ。特とくに『風かぜの谷たにのナウシカ』の巨きょ神しん兵へいのビームと『天てん空くうの城しろラピュタ』のラピュタの雷いかずちは、その威い力りょくがすさまじい。

　巨きょ神しん兵へいは、かつて「火ひの七なの日か間かん」で世せ界かいを焼やき払はらったと伝つたえられる巨きょ大だいな人ひと型がた兵へい器きだ。口くちからビームを吐はいて地ち平へい線せんを薙なぎ払はらい、この世よの終おわりのような大だい爆ばく発はつを起おこした。

　ラピュタの雷いかずちは、空そらに浮うかぶ城しろ・ラピュタの底てい面めんから発はっ射しゃされる光ひかりの砲ほう弾だん。高こう空くうから海かい面めんに放はなたれたとき、下げ界かいで火か球きゅうが広ひろがり、爆ばく風ふうと轟ごう音おんは天てん空くうをも揺ゆるがした。ラピュタ王おう家けの末まつ裔えい・ムスカによれば、『旧きゅう約やく聖せい書しょ』でソドムとゴモラの町まちを滅ほろぼした「天てんの火ひ」も、古こ代だいインドの叙じょ事じ詩し『ラーマーヤナ』で語かたられる「インドラの矢や」も、このラピュタの雷いかずちだという。

　ともに、背せ筋すじが寒さむくなる破は壊かい兵へい器きだが、その威い力りょくはどちらが上うえなのだろうか？





◆う～む、両りょう者しゃすごい爆ばく発はつだ！



　巨きょ神しん兵へいのビームと、ラピュタの雷いかずちは、どちらも巨きょ大だいな火ひの玉たまを発はっ生せいさせた。爆ばく発はつで発はっ生せいする火ひの玉たまを「火か球きゅう」といい、その広ひろがり方かたを分ぶん析せきすれば、爆ばく発はつの規き模ぼを推すい測そくすることができる。

　巨きょ神しん兵へいのビームは、王蟲オームの群むれに向むけて発はっ射しゃされ、地ち平へい線せん上じょうに多た数すうの火か球きゅうを発はっ生せいさせた。その火か球きゅうの半はん径けいは、目もく測そくで１kmほど。また、アニメの画が面めんを観かん察さつすると、火か球きゅうが半はん径けい１kmまで膨ぼう張ちょうするのに０・１秒びょうを要ようしている。ここから火か球きゅう１個こあたりのエネルギーを算さん出しゅつすると、ビキニ水すい爆ばくの０・９発はつ分ぶんとなる。

　また、このビームは60度どの角かく度どで放ほう射しゃ状じょうに発はっ射しゃされた。この掃そう射しゃ角かく度どと火か球きゅうの間かん隔かくから、このとき16個この火か球きゅうが発はっ生せいしたことがわかる。すると、ビームの総そうエネルギーはなんと、ビキニ水すい爆ばく15発はつ分ぶん！

　かつてソ連れん（現げん在ざいのロシア）が開かい発はつした史し上じょう最さい大だいの水すい爆ばく「ツァーリ・ボンバ」でさえ、ビキニ水すい爆ばく３発ぱつ分ぶんだ。巨きょ神しん兵へいのビームは、その５倍ばいのエネルギーを放はなったのであり、いや、これはもう身みの毛けもよだつ破は壊かい兵へい器きなのだなあ。

　一いっ方ぽう、ラピュタの雷いかずちで爆ばく発はつした火か球きゅうは、およそ１秒びょうでラピュタが浮うかぶ高たかさぐらいまで膨ぼう張ちょうした。ラピュタは積せき乱らん雲うんのなかに浮うかんでいると考かんがえられ、積せき乱らん雲うんは地ち上じょう２kmから平へい均きん12kmくらいにまで伸のびる縦たて長ながの雲くもだから、ここではラピュタがその中ちゅう間かんの上じょう空くう７kmに浮うかぶと仮か定ていしよう。すると、火か球きゅうの半はん径けいも７kmということになる。その場ば合あい、ラピュタの雷いかずちのエネルギーは、ビキニ水すい爆ばく28発ぱつ分ぶん。どっひょ～！

　巨きょ神しん兵へいのビームも、ラピュタの雷いかずちも、とんでもない破は壊かい兵へい器きですぞ。





◆巨きょ神しん兵へいたくさんvs天てん空くうの城しろ１個こ



　では、もしも巨きょ神しん兵へいとラピュタが戦たたかったら、いったいどちらが勝かつのだろうか。

　すでに見みたとおり、破は壊かい兵へい器きとしての威い力りょくでは、ラピュタの雷いかずちは巨きょ神しん兵へいのビームの２倍ばい近ちかい。高こう空くうからの攻こう撃げきも可か能のうだし、１対たい１で戦たたかえば、ラピュタが勝かつ可か能のう性せいが高たかいといえるだろう。

　だが『ナウシカ』で描えがかれた火ひの七なの日か間かんのシーンでは、何なん体たいもの巨きょ神しん兵へいがユラユラと歩あるいていた。巨きょ神しん兵へいは何なん体たいもいるらしい。だとしたら、勝しょう敗はいは巨きょ神しん兵へいの数かずにもよるのではないか。

　そもそも、巨きょ神しん兵へいはどれほどいるのだろう？　これを知しるには「全ぜん世せ界かいを７日か間かんで火ひの海うみにするのに、この巨きょ神しん兵へいが何なん体たい必ひつ要ようか」を考かんがえればいい。

　先さきほど求もとめた威い力りょくがあれば、巨きょ神しん兵へいのビームは、たった１発ぱつで９００[image: ]＝東とう京きょう23区くの１・５倍ばいの面めん積せきを焼やき尽つくすことが可か能のうだ。また巨きょ神しん兵へいの身しん長ちょうは１００ｍほどと思おもわれ、この大おおきさの巨きょ人じんが人にん間げんと同おなじ動どう作さで歩あるくと、時じ速そく30kmほどで進すすめることになる。ここから計けい算さんすると、１体たいの巨きょ神しん兵へいは、７日か間かんで26万まん[image: ]を火ひの海うみにできるはずだ。

　これは本ほん州しゅうと九きゅう州しゅうを合あわせたぐらいの面めん積せきで、世せ界かいの陸りく地ち面めん積せきの５９０分ぶんの１にあたる。ということは、７日か間かんで世せ界かいを火ひの海うみにするには、巨きょ神しん兵へいは５９０体たいいればよい！

　いや、つい元げん気きよく「いればよい！」などと書かいてしまったが、あんなのが５９０体たいもいたら、めちゃくちゃ怖こわいんですけど……。しかも、巨きょ神しん兵へい５９０体たいvsラピュタ１基きという兵へい力りょく差さでは、もうラピュタに勝かち目めは全ぜん然ぜんないのでは？
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　火か力りょくを比ひ較かくすれば、巨きょ神しん兵へい軍ぐんの圧あっ勝しょうだ。もし巨きょ神しん兵へい５９０体たいが地ち上じょうからラピュタを包ほう囲いし、ビームの集しゅう中ちゅう砲ほう火かを浴あびせれば、旧きゅう約やく聖せい書しょの時じ代だいから空そらを制せい圧あつしてきたラピュタも、その歴れき史しに幕まくを下おろすだろう。

　だが、それは巨きょ神しん兵へいがラピュタの近ちかくに集しゅう結けつしていたら、の話はなし。この５９０体たいという兵へい力りょくは、巨きょ神しん兵へいが世せ界かい中じゅうに散さん開かいし、効こう率りつよく「火ひの七なの日か間かん」を遂すい行こうしたら……という仮か定ていから出でてきた数すう字じだから、彼かれらはバラバラな場ば所しょでビームを吐はき続つづけているはずなのだ。

　では、人じん口こう密みつ度どならぬ「巨きょ神しん兵へい密みつ度ど」はどれくらいなのか？　計けい算さんすると、巨きょ神しん兵へい同どう士しの間かん隔かくは１３４０kmである。１体たいの巨きょ神しん兵へいが函はこ館だてにいるとしたら、すぐ隣となりの巨きょ神しん兵へいは熊くま本もとにいる……というくらい離はなれている。

　お。こうなると話はなしは違ちがってくるぞ。これだけ離はなれていたら、ラピュタが函はこ館だての上じょう空くう７kmにいるときは、熊くま本もとの巨きょ神しん兵へいからは、ラピュタは地ち平へい線せんの向むこうに隠かくれてしまい、どんなに目めがよくても、決けっして見みえない。つまり、ラピュタと巨きょ神しん兵へいの戦たたかいは、常つねに１対たい１！　だったらラピュタは、空そらから巨きょ神しん兵へいを１体たいずつ狙ねらい撃うちしていけばいいことになる。ラピュタの雷いかずちは、１発ぱつで半はん径けい41kmを焼やき払はらうから、多た少しょう狙ねらいが甘あまくても大だい丈じょう夫ぶだ！

　一いっ方ぽう、攻こう撃げきされている巨きょ神しん兵へいが別べつの巨きょ神しん兵へいに助たすけを求もとめても、時じ速そく30kmの歩ほ行こう速そく度どでは、１３４０kmも離はなれた仲なか間まのもとへ駆かけつけるまで33時じ間かんもかかる。とても間まに合あわない！

　つまり、巨きょ神しん兵へいが「火ひの七なの日か間かん」を遂すい行こうしている最さい中ちゅうであれば、ラピュタは上じょう空くうから１体たいずつ攻こう撃げきしていくことで、全ぜん部ぶの巨きょ神しん兵へいを倒たおせる……という計けい算さんになるのだ。

　この結けっ果かには、筆ひっ者しゃもちょっと驚おどろきました。すごいな、天てん空くうの城しろ。







[image: ]




　ヒーロー番ばん組ぐみを見みていると、しばしばヒーローのニセモノが現あらわれる。そいつはヒーローになりすまして悪あく事じを働はたらき、本ほん物ものの信しん用ようと名めい誉よをおとしめようとする。

　たとえば、お笑わらい芸げい人にんのニセモノが各かく地ちの舞ぶ台たいに登とう場じょうし、まったく面おも白しろくないネタをやり続つづけたら、「あの芸げい人にんはつまらなくなった！」と言いわれて、本ほん人にんの評ひょう判ばんやイメージはガタ落おちになるだろう。成せい功こうすれば、ニセモノ作さく戦せんは意い外がいと効こう果か的てきなのだ。

　しかし、バレないのだろうか？　お笑わらい芸げい人にんにせよ、正せい義ぎのヒーローにせよ、世せ間けんから注ちゅう目もくされている。だからこそ評ひょう判ばんを落おとす意い味みもあるわけだが、注ちゅう目もくされているだけに、本ほん物ものの姿すがたはよく知しられていて、ニセモノが出でてきたら、たぶんすぐにバレる。普ふ通つうだったら。

　なのに、番ばん組ぐみの中なかの人ひと々びとはいつもコロリとだまされる。なぜ誰だれも気きづかないのか、子こどもの頃ころから不ふ思し議ぎで仕し方かたがない。本ほん稿こうでは、ニセモノ問もん題だいを真しん剣けんに考かんがえてみよう。





◆見みるからにニセモノだ！



　筆ひっ者しゃにとって印いん象しょうの強つよいニセモノヒーローといえば、にせウルトラマンである。

　ザラブ星せい人じんが化ばけたコイツは、本ほん物ものより目めがググッと吊つり上あがっていた。つま先さきもアラジンが履はいていた靴くつみたいに尖とがって反そり返かえっていた。もう一ひと目めでニセモノとわかるニセモノ。ザラブ星せい人じんも、ずいぶんと不ぶ細さい工くなコピーをしたものである。

　ところが！　地ち球きゅう人じんはあっさりだまされてしまったのだ。にせウルトラマンが突とつ然ぜん現あらわれ、街まちを破は壊かいし始はじめると、それがウルトラマンだと信しんじて疑うたがわない。地ち球きゅう防ぼう衛えい軍ぐんの戦せん車しゃ隊たいなど、迷まようことなく猛もう攻こう撃げきしていた。実じっ際さいにはザラブ星せい人じんを攻こう撃げきしているわけで、結けっ果か的てきには正ただしいのだが、そんなことでいいのか、地ち球きゅうの人ひと々びと!?

　にせウルトラマンの登とう場じょうは『ウルトラマン』の第だい18話わだから、地ち球きゅう人じんはそれまでに、もう17回かいもウルトラマンのお世せ話わになっているのである。突とつ然ぜんウルトラマンが暴あばれ始はじめたら「おかしい。何なにか理り由ゆうがあるのでは？」くらい思おもいなさいよ。

　そもそも、吊つり目めとトンがったつま先さきという、明あきらかな違ちがいに気きづかないのはなぜだろう？

　にせウルトラマンの身しん長ちょうは、本ほん物ものと同おなじ40ｍ。人にん間げんがこれを、地ち上じょうから観かん察さつしたとしよう。たとえば40ｍ離はなれた地ち点てんから見み上あげた場ば合あい、にせウルトラマンの頭とう頂ちょう部ぶ、にせウルトラマンの足あし下もと、そして観かん察さつ者しゃの３点てんを結むすぶと直ちょっ角かく二に等とう辺へん三さん角かっ形けいになるから、観かん察さつ者しゃが見み上あげる視し線せんの角かく度どは45度どとなる。図ずを描かいて確たしかめてみると、ややっ、顔かおの下した半はん分ぶんしか見みえない！　これでは、「吊つり目め」という目めの特とく徴ちょうに気きづくのは難むずかしいかも。

　しかも40ｍ離はなれていれば、観かん察さつ者しゃとにせウルトラマンとのあいだに、建たて物ものや自じ動どう車しゃなどさまざまな物ぶっ体たいが存そん在ざいしているだろう。それらで視し線せんを遮さえぎられるから、つま先さきの形けい状じょうを見み分わけるのも容よう易いではないかもしれない。

　そもそも「アイツはニセモノだ！」と見み破やぶるためには、本ほん物ものをよく知しっておく必ひつ要ようがある。

　前まえに述のべたように、ウルトラマンの登とう場じょうはそれ以い前ぜんに17回かい。だが、ウルトラマンはじっとしているわけではない。現あらわれるや否いなや、怪かい獣じゅうと激はげしい死し闘とうを演えんじ、３分ぷん以い内ないに慌あわただしく去さっていってしまうのだ。それまでの登とう場じょう時じ間かんの合ごう計けいは、最さい大だいでも51分ぷん。そのうえ、毎まい回かいどこに現あらわれるかわからないのだから、現げん代だいのように人ひと々びとがスマホを持もち歩あるいていなかった時じ代だいには、その姿すがたを撮さつ影えいすることも難むずかしかっただろう。

　つまり、巨きょ大だいで、いつも大おお暴あばれしていて、持じ久きゅう力りょくがないゆえに、ウルトラマンの姿すがたは劇げき中ちゅうの地ち球きゅう人じんに正ただしく認にん識しきされていない可か能のう性せいが高たかいのだ。あららら。にせウルトラマンの雑ざつなコピーを問もん題だい視しするつもりが、あの程てい度どで充じゅう分ぶんにだませるという結けつ論ろんになってしまった。意い外がい！
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◆にせスカイライダーの悪あく事じ三ざん昧まい！



　冒ぼう頭とうで述のべたとおり、本ほん物ものの評ひょう判ばんやイメージを下げ落らくさせることこそが、ニセモノ本ほん来らいの役やく目めだといえよう。この点てんを最もっともよく理り解かいし、ニセモノ作さく戦せんを正ただしく実じっ行こうしたのは、１９７９年ねんの『仮か面めんライダー』（通つう称しょう「スカイライダー」）に登とう場じょうした、にせスカイライダーであろう。彼かれは数かず々かずの悪あく事じを働はたらいて、スカイライダーの評ひょう判ばんを落おとすことに成せい功こうした。

　彼かれが手てを染そめたのは、次つぎのような悪あく行ぎょうであった。



①公こう園えんに現あらわれ、「仮か面めんライダーだ！」と喜よろこんで集あつまってきた子こどもたちを突つき飛とばす

②子こどもが砂すな場ばで作つくったトンネルなどを踏ふみつぶす

③抗こう議ぎした子こどもを突つき倒たおし、踏ふみつける

④子こどもが水みず鉄でっ砲ぽうで水みずをかけると、水みず鉄でっ砲ぽうを奪うばって壊こわす

⑤スーパーに現あらわれ、子こどもに無む理りやりアイスクリームを食たべさせる

⑥「やめてください！」と言いってきた女じょ性せい店てん員いんの口くちにも、アイスを突つっ込こむ





　アイス事じ件けんのときのセリフは、悪あく人にんそのものだった。「つべこべ言いうなよ。大だい好すきなアイスクリームだろ。ドンドンドンドン食くえよ、そいでおなか壊こわしちゃえよ。ほらドンドンドンドン食くうんだよ」。実じつに悪わるいヤツだが、作さく戦せんがセコすぎるような気きも……。

　にせスカイライダーの悪あく事じは、これらだけに留とどまらなかった。



⑦スカイライダーに変へん身しんする筑つく波ば洋ひろしをバイクで追おい回まわす

⑧かばおうとした子こどもをバイクではねる





　あっ、ひどい！　ついに一いっ線せんを越こえたにせスカイライダーは、アジトに戻もどり、さらなる抱ほう負ふを述のべる。「もっともっと悪わるいことをして、仮か面めんライダーの信しん用ようをメチャメチャガタガタにしてやります！」。それ以い上じょう、どんな悪あく事じを働はたらこうというのか!?　その後ご、彼かれがやった行こう為いは……。



⑨子こどもがロープに吊つったタイヤで遊あそんでいると、ナイフでロープを切きる

⑩子こどもの髪かみを引ひっ張ぱって「痛いたいか？　そんなに痛いたいか？」

⑪子こどもが遊あそんでいるプラモデルを壊こわす





　悪あく事じのレベルが元もとに戻もどってるじゃん！　「もっともっと悪わるいこと」というのは、内ない容ようの極ごく悪あくさではなく、量りょうの多おおさのことだったようだ。

　だが、この調ちょう子しで悪あく事じを重かさねられたら、本ほん物もののスカイライダーは信しん用ようガタ落おちで大だいピンチ！





◆正ただしいニセモノ作さく戦せんとは？



　ところが、にせスカイライダー作さく戦せんは失しっ敗ぱいに終おわった。ニセモノが本ほん物ものと戦たたかって、負まけてしまったからだ。

　なぜ戦たたかうかなあ？　本ほん物ものとの対たい決けつは他ほかの怪かい人じんなどに任まかせて、キミは黙もく々もくと悪わるいことをやり続つづければ、作さく戦せんは成せい功こうしたのではないか。

　この点てんは、最さい初しょに紹しょう介かいしたにせウルトラマンなど、他ほかのニセモノも同どう様ようだ。必かならず本ほん物ものと戦たたかい、負まけて最さい期ごを遂とげる。彼かれらは、ニセモノのニセモノたる意い義ぎがわかっていない。

　筆ひっ者しゃが思おもうに、ニセモノが威い力りょくを発はっ揮きするのは、次つぎの２つの場ば面めんである。１つは、人ひと々びとがニセモノを完かん全ぜんに本ほん物ものだと思おもい込こみ、ニセモノが存そん在ざいするとは夢ゆめにも思おもわないとき。もう１つが、ニセモノがいると知しられても、それが本ほん物ものと区く別べつがつかないときだ。

　これらから導みちびき出だされる結けつ論ろんはただひとつ。ニセモノは、本ほん物ものと決けっして顔かおを合あわせてはならない。最さい初しょに紹しょう介かいしたザラブ星せい人じんは、ハヤタ隊たい員いんを監かん禁きんしたうえで、にせウルトラマンに化ばけていて、ここまでは作さく戦せんとしてうまくいっていたのだ。問もん題だいはそのあと。この宇う宙ちゅう人じんも、ウルトラマンと戦たたかってしまった。だから、そうではなくて、いざ本ほん物ものが現あらわれたら、ニセモノはささっと身みを隠かくして、次つぎのチャンスを待まつべきなのである。

　あ、いかん、悪あくの人ひと々びとに、ニセモノ作さく戦せんの正ただしいやり方かたを伝でん授じゅしてしまった。本ほん書しょを読よんで、にせヒーローが増ふえたりしないことを心こころから願ねがいます。



























　本書は『空想科学読本』シリーズなど著者の本から、原稿を厳選して、つばさ文庫向けに全面的に書き直し、書き下ろしをたくさん加えたものです。

　また、本書では、計算結果を必要に応じて四捨五入して表示しています。したがって、読者の皆さんが、本文に示された数値と方法で計算しても、まったく同じ結果にはならない場合があります。間違いではありませんので、ご了承ください。











柳田理科雄／著

１９６１年鹿児島県種子島生まれ。東京大学中退。学習塾の講師を経て、96年『空想科学読本』を上梓。99年、空想科学研究所を設立し、マンガやアニメや特撮などの世界を科学的に研究する試みを続けている。明治大学理工学部非常勤講師も務める。




藤嶋マル／絵

１９８３年秋田県生まれ。イラストレーター、マンガ家として活躍中。

















装丁　ムシカゴグラフィクス












ジュニア空くう想そう科か学がく読どく本ほん⑤








著ちょ　柳やなぎ田た理り科か雄お

絵え　藤ふじ嶋しまマル





[image: ]





平成27年7月15日　発行





(C) Rikao Yanagita 2015

(C) Maru Fujishima 2015





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川つばさ文庫『ジュニア空想科学読本⑤』

平成27年7月15日初版発行





発行者　郡司 聡

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポートセンター）

年末年始を除く平日10:00～18:00まで

http://www.kadokawa.co.jp/















images/00071.jpeg





images/00070.jpeg
wefEcHE W

N0 VR L

>en

(N —E b By
TN D D e— WL O b S #04° T3
NRIHNUINVK KR |






images/00073.jpeg





images/00072.jpeg
O VDIRLLH M N RO M

I me Den NO N0 W5

G & 12 o m

K SIERHR

KEARIRM ARREO

WEERR

D358V R

t

o

VR’






images/00075.jpeg





images/00074.jpeg
SR

IO W KNI & D= MEM

9e 0k

&P @

2

BERO* | INF it O (¥

Fo Ot ot 0 ot O B






images/00077.jpeg
&
P
5
n
T
£
0w

e

e

RHEdtNGHN






images/00076.jpeg
YT ]

N0 DKL SO SR

[SEVAR <2V]

PSR HEEC< &1’
HPIPHNSU—O—1
HHWROS e Re-






images/00079.gif
AT

BOOKYWALKER





images/00078.jpeg





cover.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		目次


    		とっても気になる昔話の疑問 あまりに悲しい『人魚姫』の物語。劇は避けられなかったのでしょうか？


    		とっても気になるゲームの疑問 『ポケモン』のランターンの光は、水深５千ｍから水面に届くそうです。本当でしょうか？


    		とっても気になるアニメの疑問 『アイカツ！』のフィッティングルームは、どんな仕組みですか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『弱虫ペダル』巻島裕介の激しいダンシング走法。あれで本当に速く走れますか？


    		とっても気になるキャラの疑問 ふなっしーは「梨の妖精」だそうですが、本当でしょうか？


    		とっても気になる特撮の疑問 ウルトラセブンは一瞬で変身し、身長40ｍになります。どうやって巨大化するのですか？


    		とっても気になる昔話の疑問 一寸法師は、あの小さな体で、なぜ鬼に勝てたのですか？


    		とっても気になる怪談の疑問 口裂け女や人面犬は実在しますか？ 出会ったらどうすればいいですか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『七つの大罪』のエリザベスは布で体を巻いて、ダルマさんみたいになってました。実際にやれますか？


    		とっても気になるアニメの疑問 サザエさん一家はなぜ歳を取らないのでしょうか？


    		とっても気になる特撮の疑問 悪の組織の世界征服作戦には、スケールの小さなものもありますか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『進撃の巨人』の巨人は、頭を吹き飛ばされてもすぐに再生します。いったいなぜですか？


    		とっても気になる絵本の疑問 『ちびくろサンボ』では、虎がぐるぐる回ってバターになります。どういうことでしょうか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『マギ』で、シンドバッドは巨大な水柱を風で押し戻しました。風速何ｍの風を起こしたの？


    		とっても気になるマンガの疑問 『いなかっぺ大将』では、風大左エ門のオナラで大爆発が起こりました。実際にあり得ますか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『はじめ人間ギャートルズ』などに出てくる「マンガ肉」は、いったい何の肉ですか？


    		とっても気になる特撮の疑問 ウルトラの父が採点した「ウルトラマンたちの成績表」があるそうですが、どういうモノ？


    		とっても気になる特撮の疑問 「ムー大陸は一夜にして太平洋に沈んだ」と聞いたことがあります。本当でしょうか？


    		とっても気になるマンガと特撮の疑問 イカ娘とイカデビルでは、どっちがイカっぽいですか？


    		とっても気になるマンガの疑問 マンガの世界で、いちばんモテる人は誰？ 逆に、モテないのは？


    		とっても気になるアニメの疑問 『マジンガーＺ』のあしゅら男爵は、男女半々という珍しい体です。どういうことですか？


    		とっても気になるマンガの疑問 『ジョジョの奇妙な冒険』で、時間が加速して、マンガ家が困っていました。どうすれば描けますか？


    		とっても気になる昔話の疑問 ウクライナ民話『てぶくろ』で、手袋に次々と動物が入ります。どれだけ大きい手袋ですか？


    		とっても気になる特撮の疑問 地球を狙う宇宙人は、なぜ日本にばかりやってくるのでしょう？


    		とっても気になるマンガの疑問 『ワールドトリガー』で、小柄な遊真が巨大な怪物を蹴り倒しました。どんなキック力ですか？


    		とっても気になる歴史の疑問 『平家物語』で、高熱に苦しむ平清盛を水に浸すと、水が沸騰したそうです。本当でしょうか？


    		とっても気になる特撮の疑問 『仮面ライダー龍騎』で、地上にブラックホールを作っていました。そんなことして大丈夫ですか？


    		とっても気になるマンガの疑問 関ヶ原で日本中の高校生が大ゲンカするマンガがあったとか。意味がわからないのですが。


    		とっても気になるアニメの疑問 巨神兵のビームvsラピュタの雷。戦ったらどっちが勝ちますか？


    		とっても気になる特撮の疑問 空想科学世界の人々は、なぜニセモノのヒーローにだまされるのですか？


    		奥付


  





images/00060.jpeg
N0 MDIRL$10 M N RS MR o

[N TN M SR I | 1o
R RO
MARKRE O VS HO4°
Vo RBEL i R0






images/00062.jpeg
N O MRIRLHCINEC B
DOIN-HIREE[ V2 v10) 1
R LK VBRI’

N~ Vo

NEREKS PRI Re






images/00061.jpeg





images/00064.jpeg
0

VO VDRLHCIERCIE W

REVEOHE-< S’

HPOMELUHIDL OV
SO MO






images/00063.jpeg
FREfLL
BbRVWERD






images/00066.jpeg
N0 IR

wed \ReRE W

(D=L LDR—]P*
SIS EINRIK S S
BWOBWOHON°
N34 D DRV R






images/00065.jpeg





images/00068.jpeg
£ O B9

ORI S IRE

N0 DIRLL{S

e L DE RN

[ BB R i8 ) Yo

N @0 HI08 W4 DD

NE LI OBHICEN X e )/

Y RIREE S UNIO e

MY D ¥R






images/00067.jpeg





images/00069.jpeg
B
B o2 —






images/00011.jpeg
A
o
9
.-U %
Ik L1441
.ﬁ;
-4
=
oy
(]

52
an

[+
2
_._._
A
LN IAY
|~/
SR
us

po
ES

>,
%R
*h'SﬁA
= H-
|4 i
" R
ey .b.m.w
o#?mum
\V4
Nvr
o
TO

Mw
%






images/00010.jpeg
.&/\E@ZT Sbhy
Z_T+TU.A_ J
ELT S5Q0





images/00013.jpeg
v 2&

HDHES
3400000000000
0000000000000
0000000000000
0000000000000
0000000000000

oo 24

KDHES
1800000000000
0000000000000
%EOOOOOOOOOOO






images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
W0

O MPRLGCR | XCRE

MR-
MY DR AD -8’
VLHHFES o R






images/00002.gif





images/00001.gif





images/00004.jpeg
B0 0
Vin .t_? k2 VA 4.

EH 53 52 9 15 16O

N0 VDKL CIEC BE

2N DS RERE

&iUEﬁbﬂXﬁﬁaﬂEa

o T

BESEHDOLHR0UCIIHNR

w0 92

VO VDR h—ICRE

.,g._m.h:___..~/.:0_7>ﬁl./®m.a.u,

P3O PR T S Y]

¥EOH-E RORELEVIONE

BIu0

KMV HI0[e-

W 2

NOMDRUSON | X CHE

%
[RYRD=ISNF DIRT ADI—J 8°
VRLARHFER M o R

w0 D2

NOPRRLe N NROBE

400 HHOWSO o

[BH R PBEES

wiomn

EOSBANNCEHC

soun  He £

BRPETLE VS #e R

w0 92

N0 DR 104+ INCHRE

2018 [FRSKE | RO R’

¥ HORe-

VIO w9

N0 VDEL e EECRE

TR EY

DRLNPNAST Bk

32404

BIKQ E LD io°

w415 B

VL O MIKIe e Vi Re






images/00003.gif
b olllelreya:d 4





images/00006.jpeg
W D2

tOT&ﬁE&%??ﬁﬂﬁr

[P ANEE Nl Kis Rt
i U

N ks

EHIE E CERNONS

W D2

taTEﬁE%%??ﬂﬂﬁF

[SR{IOCKE|or’

AYEUS W0 R D

axz:rmxfartw RSB

D0w5

WEEL e b R0

Hene

,:kad¥vlb3¢&t:mf<6
[MAREI® 508SECENM&

V0 WD

N0 MDRLSOEECRE

00 WS

DALINSHRIKEOIN

P35 Pwdsa

[DRLIMN> NIOSRIER R

BN ORR NOSIOEN

EO%T) I

N0 PR HERCHE

YESDV 50 &

ﬁA|.xEB | &:bT

WL SH0

KEHURQUVES NNVRED #

By

KMV 40K

W D2

tarbﬁ:névxttﬁEmﬁF

53

YREVRIBURA B’
VOPRYTROMBS e Re

002

VO LDRLHON NROBE

P a5

PARSHER S10MIHIMe< e
H1' WPhSSeBe





images/00005.jpeg
N0 DR ST RS HE

0 2

N0 DR OIS HE

By W OW P ASHSAVIOVIS

L_;ﬂummHQ 50]5&%7\ E@ﬂﬁ”aﬁ#ﬁm&nﬁﬂu‘

VO MDRLSON NRSBE

SQtw  WHDe W DQ

azgl_m e RS SNy
HHO LOVO R U5 o Re- BB WRI0SD Db LNt
ORI EPR

VO DKL NROBE

e g VORI $0ERCHE
BOSKEISHIPY KlEEwds s _—
[P WLELS LSO MO e
%MM 1SR PRVRVICE O VS R=—L13DHe°
NOSONIRDIHOR

NOMDRLSOM | X SBE

50 &

....uavléh | fe2isp
BWEOBSSMIHOR






images/00008.jpeg
0 3D

VO MDRELSIO P NRORE

Pho R WO L MIDEN  NONODS

2R b o M- SPER R
KEAREPR N ANRRIGOLVR®
5 %

HEERLROIS VR

0 9D

VO MDRELSION | X CRE

W8S

E#E@tlbv?bz?@@

L

#0200 0 10REO Bl RO

L
by
B
A=—[O=—!

dUBY

waxa:.tﬁ:tfjw

L. ﬂ@ -g

H#WR SR





images/00007.jpeg
0 D2

VO MDELBOR | % SHE

Wadky

[MANR—N] €18 2 ORI

REH T VI085 ¥ e
VOSONAIEeR

NOMRIRLBON NREFE

w40 OB

[N M Qe o IaEK 1o

EERSHOM PARKREO MBI
EUNECT LY

N0 MRIRL I E

w0 Vo v

DOIMN-REREVi2vio] 1’ HELEYY
foRe

LIS

BREA<DHE ULUSRWSHEL

WV w02

VO MDEL O ERCHE

0 ee0 20 0

SEVECHE<® sPOKLBED
20 MVIRS IO %00

W D3

VO DKL P NRCBE

[D—R2LDR—]F
RO 0 wWHNS RSO

mﬁ&msﬁﬁtaﬁaiﬁ SO°
VR4 DORV R

)

VO MDRLSOEIHCHE N

<5 B peRe NOSD  vie St

¥¥WPiﬁ eI 40 B RE B

B B 4000

Zulitloy RRREOUMOLE

20

KOO %0Re

ORI 0 E RS EE
& 82 2004

,ﬁﬁifﬁlﬁﬁiﬁ

10 D40

m::79;7flb§
ﬁaTtﬁbku
PRIV

oo

KEK e ge-






images/00009.jpeg
N 0 VIR L $QHINE S YR

WS LIRS [<wl SR
WEBEDORIRO Y

SNIOMIDRK-






images/00031.jpeg
O VDR SORECHE Y
S RECHIB HEREg o
K&HE—2S SV S
B>l R e






images/00030.jpeg





images/00033.jpeg
i

-‘3
2
o)
s
)
&
Y
75‘7





images/00032.jpeg





images/00035.jpeg





images/00034.jpeg
$0 N NRCHE

[#g e~ S~
BN KA U.R VD
fok/ LS b4

50N IP R

N0 VIR






images/00037.jpeg





images/00036.jpeg
N0 VPR SeERCHE T

[H0DVIOP N loxs’
BRRVIQVQE O v
L= Hbfe°
NOSONIPI HOR






images/00028.jpeg
D

O MDRLBOM | % SHE T
PPHWL |
HPBWEOLIS SO HIORC

8 LU_LW o .w;) R
S-SR U O
P o
HORIBHT OROL—





images/00027.jpeg





images/00029.jpeg
No





images/00020.jpeg
N0 VDR

148

oERCHE W
DRLINPNNL | EIERED %ﬂ%:
MRIKS € L3 hie

NIOL 0 MIK LR S o R &





images/00022.jpeg
PRIBES P

QM S M

50 R WO O

| g

23 -T- Y=

1SStk
HPRUEMRC o Re-






images/00021.jpeg
DKo ROLEL
o D A g
{0 o BT P ore o —






images/00024.jpeg
N0 ML HOBIECHE T

ORk S HE-<IEK
WO o R o
HE O 420
Ve RHS 5 e Re-






images/00023.jpeg





images/00026.jpeg
O MPRLC D NRERE

[BOSKMIGHIPYKY
3 2 N e S

W2 P AULEHS LS O VO - -
BREELI S R H o Rac






images/00025.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg
BEON\ NG U (Y

8 A AN A -
SBM [F2 >184]

&
h
-t‘»
y. 3
W
e
xR
<
(!
x
T
H
E






images/00019.jpeg





images/00018.jpeg
N0 MRIRL 904 +HINSHE T
12430 D=1

[RESIKIE| O R’
¥V IO R






images/00051.jpeg
km





images/00050.jpeg
0

2 0 VDIR L {61Q4E TR

[—Kix-

L OVKE#H RNV
IR 5 M VRIS e

KAMYD %0 R e






images/00053.jpeg
N0 VDIRLLHI0 b \ RVIEIE G R

P

v REVRINU o
VOB YR OB S iR






images/00052.jpeg
TRy —— —— #u—Tn— —& A=

H¥ols B RatR






images/00055.jpeg
#eP NRSRE
MARSHEN
SOBIPIMe<Site
B WIS S B

N O IR






images/00054.jpeg
RO

ot
0402 R0
B¢ PR N—






images/00057.jpeg





images/00056.jpeg





images/00059.jpeg





images/00058.jpeg
NOMPELHON I XSHE W
[MNNR—N] €182 OBREES

REHEVSORIS €
VO SOHNV R






images/00049.jpeg





images/00040.jpeg
&Y
mﬂhﬁ

it

$)-25801)8Q






images/00042.jpeg
[T~ T EVF SR o]
R
BRI R85 Q6






images/00041.jpeg
N0 MDRLe N NRERE I

[SRR|ROCKE/PE
EKHHES v hINU KBRS
D #6°

BREE LG U B fo R o






images/00044.jpeg





images/00043.jpeg
NOMPELH0N NRCHE W
[BOQ<EH + —L K]
HVLHMVR [ ARE | ¥’
SONSECENPeR






images/00046.jpeg
W W

N O MRIRLHCEERCHE
DALINS K REKIED N

[DRLIND NIO0SBIEIRK] &
BN OR R’

VOSIOHEN -






images/00045.jpeg
3
CIn





images/00048.jpeg
Th Tk

100

JIT—=

96

JIVRST

79

JIVRTET

87

JRoTEEIILNSTS

86

YILRSTUA

83

JIVRZT 207
[E2] onh [CNHY)IL kSho 17211 O

93






images/00047.jpeg
LTSN

o ™| @
SISIR|&|3|8
=
FIEFINEERIE
NN~~~
ofolw|[o[~|o
-~
ofolol[o[~o
W~~~
IR
][~ |~ ||«
ofew|w|[w|w|o
- -
ofo|w|[w|wo|o
-~
ofolw|o|a|o
-~ -
A
>
n
L
NS
AND DA
MR
IREYDIEAEN
N | |V 2
N YN
SHE( D | DD [RIE| D

XL BR| DESEETE

!+

FrToenas

X

P

[E11ThhH YV RSHE

o





images/00039.jpeg





images/00038.jpeg
N0 MRRLC D NRERE

[P AN D

B BOO ap

LK 4% SO K B K S 16548
EMEECENRNONSS: (¢






